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　──おかしいぞ。俺は魔王と戦っていたはずなのに。

　皇城すめらぎ拓たく斗とは混乱しながらも立ち上がろうとした。

　が、体が思うように動かない。

　ただ地面に横たわって、空を仰あおぐことしか出来なかった。

　どうやらここは森の中で、時刻は夜らしい。

　見上げる先には、やけに大きな満月と、降ふりそそぐような星ほし屑くずの海。

　日本ではなかなかお目にかかれない光景に、拓斗は目を奪うばわれる。

　ああ、まるで手を伸ばせば届きそうな星空だ。

　そう思ったのだが、しかし違和感が襲いかかる。

　これは本当に、近い。

　星に見えた光の粒つぶのいくつかは、木よりも低い位置を飛んでいる。

　木の葉の手前を通り過ぎて、その淡い光で広葉樹を照らし出す。

　──蛍ほたる、か？

　しかし、その光の中。

　雪が、しんしんと降ふり積つもっていく。

　冬に蛍の群れが飛んでいるというのはあり得ないだろう。

　ならば、今はいつ？　ここはどこなのだ？

　記憶が繋つながらない。

　体が動かない。声も出ない。

　拓斗はわけもわからず呆ぼう然ぜんとし、寒さに震ふるえていた。

　すると、ふいに。目の前に少女の顔が現われた。

「あら？　あらあら？　どうしてこんなところに〝赤ん坊〟がいるのかしら……？」

　それは十八歳かそこらの少女。

　透すき通とおるような水色の髪に、緑色の瞳ひとみ。

　絶ぜつ句くするほど美しい少女が、しゃがみ込んで拓斗の顔を不思議そうに覗のぞき込こんでいた。

　いったい誰だれなのだろう。いや、それよりも。

　──赤ん坊？

　拓斗を見ながら『赤ん坊』と彼女は言った。

　確かに今の拓斗は動けず、声も出せない無力な存在だ。

　しかし、だからといって赤ん坊と呼ばれる筋すじ合あいはない。

　抗議のために叫さけぼうと、喉のどと腹はらに渾こん身しんの力を込める。

　すると飛び出したのは、泣き声だった。

　おぎゃぁおぎゃぁと、赤ん坊の泣き声が自分の口から飛び出した。

「まあまあ大変。どうしましょう。お客さんの赤ちゃんかしら……？　でも閉店時間はとっくの前だし……」

　少女はそう言いながら、拓斗の体を抱だき上あげる。

　こちらは十六歳の男なのに。それなりの体格だというのに、軽々と。

　彼女がとてつもない力持ち──というわけではなく。

　むしろ、拓斗の体が酷ひどく小さくなっている。

　現に、この華きや奢しやな少女の腕にすっぽりと収まっているではないか。

　意味が分からない。

　この泣き声は本当に自分の口から出ているのか？

　違う。自分は赤ん坊などではなく。そもそも、こんなところで寝ている場合ではなく。

　日本を、世界を守るため、奴にトドメを刺ささなければ──

　そう訴うつたえるため、拓斗は身をよじる。

　しかし、やっと動かせたのは腕一本。

　それを少女の顔に向けて伸ばす。

　驚くほど小さな小さな手だった。

　これは間違いなく赤ん坊のものだ。それも昨日今日生まれたばかりの赤ん坊。

　──違う。あり得ない！

　拓斗はパニックに陥おちいり、手に力を込める。

　それは筋力ではなく、魔力。

　手の甲に青い光が走り、そこに『勇者』の紋もん章しようが浮かび上がった。

　それを見て、自分は力の全てを失ったわけではないらしいと分かり──ゆえに、この小さな手が自分のものだと納得してしまう。

　理由も経けい緯いも皆かい目もく見けん当とうつかないが、これは自分自身なのだ。

　そうやって拓斗が現実を目まの当たりにし放心していると、少女もまた紋章を見つめて目を細める。

　先程までこちらを心配する慈じ愛あいの瞳だったのに。

　疑ぎ惑わくに染そまり、敵意に近いものすら浮かべていた。

　無理もない。

　この紋章が放つ魔力は、勇者の象徴。

　魔王すら凌りよう駕がする、人類最強の証あかし。

「あなた……本当に人間……？」

　少女は声を低くし、拓斗を睨にらみつける。

　もちろん人間だ、と答えようとして。

　結局、漏もれるのは──おぎゃあっ！

　情けない声。

　泣き出した拓斗を見て少女は困り顔を浮かべ、あやそうと必死に、こちらの体を揺ゆらす。

「ああ……ごめんなさい、ごめんなさい。私が怖い声を出したからビックリしちゃったのね。だけど、本当にあなたは誰なのかしら……」

　拓斗は「お前こそ誰なんだ」と思いながら、しかし今の自分はこの少女に頼らなければ、凍こごえて死ぬしかないと理解していた。

　声が出せず、四し肢しが短く、立ち上がる体力すらない。

　赤子とはこうまで無力なものか。なぜ自分がこんな姿に？

　何も分からない。混乱するばかりだ。

　そして拓斗は、少女に抱きかかえられ、森の中にある館に連れられていく。

　その扉の奥は暖かいランプの光に照らされていて。本棚にびっしりと本が並んでいて。

　ああ、それはまるで古書店のようで──。
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　既すでに桜さくらの花は全て散り、そろそろ半はん袖そでに衣ころも替がえしようかという五月の半なかば。

「買い取って欲しい魔導書がある」

　魔導古書店アジールにそんな手紙が届いたのは、タクトが十四歳になってから半年が過ぎた頃だった。

　差出人は超大物。

　人間として尊そん敬けいできるかはともかく、確実に金は持っている。

　ゆえに久しぶりに大きな仕事になりそうだ──と、舌なめずりをしてしまう。

　そこでタクトは、魔術師らしさを演出するため半袖シャツの上に黒いローブを着て、更に木製の杖つえを手に取る。

　なにせタクトは転生したせいで、まだ子供。

　しかも、どういうわけか、十四歳という年齢から考えても小柄な方だ。

　別に栄養失調というわけでもないのに。

　子供が舐なめられるのは、タクトがかつて暮らしていた地球でも、こちらの世界でも同じだ。

　しかし、それが魔術師となれば、多少なりとも敬意を払ってもらえる──可能性がある。

　よって、魔導古書店アジールの店員として出かけるときは、必ず黒いローブと杖を装備して出かけることにしている。

　そして今日向かう先は、あまりよい噂うわさを聞かない連中のたまり場。端たん的てきにいえばギャングのアジト。

　法外な高利貸し。禁止された麻ま薬やくの密みつ売ばい。地上げ。風俗店経営。みかじめ料の徴ちよう収しゆう──などなど、かなり大ぴらに活動し、役人との繋がりも強いといわれている。

　その名はアルファーノ・ファミリー。

　まともな神経の人間なら、可能な限り避さけて通る組織。

　そんなアルファーノ・ファミリーの本拠地に呼び出されたというのに、タクトはまるで気き負おわず、鼻歌すら奏かなでていた。

「一応、出かけることを伝えるため、店長にメモを……いや、いいか。どうせ二階でぐーすか寝たまま起きてこないだろうから」

　タクトは古ぼけた木製の扉に鍵をかけ、臨時休業の札ふだをかけ、そして──森の結界強度を最大まで上げる。

　タクトが勤つとめ、そして住んでいる魔導古書店アジールは、森の中に建っていた。

　それほど深い場所ではない。森の入り口から歩いて十分程度といったところ。

　しかし、魔術の心得のない人間が来店することはあり得ない。

　なぜなら『迷子』と『圧力』の二重結界がかけられているからだ。

　たとえ一般人が何かの拍ひよう子しにアジールの存在を知り、面白半分で来店しようとしても、迷子の結界により辿たどり着つくことは一生不可能。

　また魔術師であっても圧力の結界により押し返され、それを突とつ破ぱする程度の魔力を持っていなければ途中で力尽きてしまう。

　必然的に魔導古書店アジールに来店する客は、選別された魔術師となる。

　もっとも、それは開店時間の話。

　閉店時間や休業日は、結界強度を限界まで上げている。

　それこそ、タクトや店長以外は出入り出来ないほどに。

　超一流と呼ばれる魔術師ですら、この結界を突破するのはまず無理だ。

　そんな超高密度結界の中を、タクトは平然と歩く。

　土を踏ふみしめるのが心地ここち好よい。

　太い根が大地を浸食するように伸び、岩も木も苔こけむし、一面が緑色。

　木の葉の隙すき間まから差し込む光が線を描いている。

　この森にもともと棲すんでいる動物たちには結界が効きかないよう調整してあるので、小鳥の鳴き声も聞こえてくる。

　よって、ときにはイノシシやクマと遭そう遇ぐうすることもあった。

　しかし、この森に立ち入る魔術師ならば、野生動物を殺さずに無力化する手段を持っていて当然。

　かくして森は、ほぼ手つかずの自然のまま何千年も残っている。

　そんな鬱うつ蒼そうとした木々の中を飛とび交かう、光る粒子があった。

　黄金。蒼あお色いろ。深緑。

　色あいは様々だが、実態はどれも同じ。

　その名を『光こう虫ちゆう』という。

　一見ホタルとも似ているが、ホタルは昼間から光を放ったりしない。

　そもそも、光虫は物理的な実体がなかった。

　虫と名付けられているが、生物ですらない。

　その正体は魔マ力ナの塊かたまり。

　この世界の五カ所に存在するマナの噴出場所。通称『樹の特異点ネムス・テラ』の付近に漂ただよっているマナの粒を、人々は光虫と呼んでいる。

　本物の虫に比べ無害で無力なうえ、幻想的であるため愛されていた。

　たんに綺き麗れいなだけでなく、光虫が漂う場所は、人類が生存可能な場所だという証明にもなるのだ。

　タクトはそんな光虫を眺ながめながら、やがて森を抜けてララスギアの街に出た。

　ララスギアは魔導古書店アジールがある森、すなわち樹の特異点ネムス・テラを中心にドーナツ状に作られた街だ。

　人口十万人の大都市であり、トゥサラガ王国の王都であり、魔術師協会が設立した魔術学園がある学園都市である。

　トゥサラガ王国は、ララスギアの街を中心に直径百五十ラトケメル。地球の単位に直せば直径三百キロメートルほどに広がる国だ。

　その外側には光虫がいない。

　つまり、人が住めない『渾こん沌とん領りよう域いき』となっている。

　トゥサラガ王国以外の人類居住区域となれば、遙はるか数千キロメートルの彼方かなただ。

　その中心部にも当然、樹の特異点ネムス・テラが存在する。

　この世界の人類は、五つ確認されている樹の特異点ネムス・テラを中心とした、狭い場所にしか住むことが出来ない。

　それどころか、混沌領域を越こえて、国から国へ移動することからして困こん難なんを極きわめる。

　強力な魔術師。あるいは混沌領域に耐たえうる乗り物でなければ、一歩踏み出しただけで絶命は必ひつ至し。

　混沌領域を越える能力、ないし手段を有していたなら、貿ぼう易えき業ぎようで一生食っていくことが出来るだろう。

　実はタクト自身も、混沌領域を越える能力を持っている。

　事実、古書を仕入れるため、隣となりの国まで飛んでいったことがあった。

　しかしタクトは、旅をするより一カ所に腰こしを据すえる方が性しように合っているらしい。

　この街そのものを気に入っているし、何よりも拾ひろって育ててくれた店長への恩おんもある。

　貿易業に転職するのは、魔導古書店アジールが潰つぶれてからでいいだろう。

　そしてタクトはアジールを潰すつもりなど毛もう頭とうなかった。
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　タクトはララスギアの街の裏通りを歩く。

　こちらの世界に転生してから早、十四年が過ぎた。

　もう既に見み慣なれてしまった街並みは、いわゆる中世ヨーロッパ風。

　ただし、あくまで『風』である。

　地球の中世ヨーロッパのように、王の権力が弱まって領主が幅はばをきかせていたり、道が糞ふん尿にようまみれだったり、魔女狩りが日常茶飯事だったり、公開処刑が市民の娯楽になっていたりという殺さつ伐ばつとした雰ふん囲い気きは全くない。

　ようは、ファンタジー系ＲＰＧのような感じだ。

　飢き餓がもなく、圧あつ政せいもなく、レンガ造りの建物が並び、個人の庭には花があふれ、ほのぼのとした空気が漂った街。

　そして魔術が実在し、普ふ及きゆうし、使用されている。

　個人の努力や資質しだいで空を飛んだり、食品を冷凍して運んだり──といった芸当が可能なのだから、地球の歴史と照らし合わせて『この時代のこの文化レベル』と表現するのは難しい。

　おおらかで、おおざっぱな世界。

　だからこそ、魔導古書店などという怪あやしげな商売も成立する。

　なぜタクトがこの世界に転生してしまったのか。

　元いた地球はどうなっているのか。

　帰る方法はあるのか。

　もしかしたら地球というのはタクトが見ていた夢だったのではないか。

　この十四年、タクトはずっと考えてきたが──答えは出なかった。

　それらの問いを追求するためにも、魔導古書店という仕事は都合がいい。

　つねにこの世界の知識に触ふれ続けることが出来るのだから。

　そして今、新しい一冊がタクトの元に飛び込んでこようとしている。

　場所は郊外の高級住宅地。

　広々とした庭を持つ一軒家。

　それこそが手紙の送り主、アルファーノ・ファミリーのボスの住居だった。

　庭の広さはザッと四百坪はあるだろう。

　立派な門の奥には石畳の道が延のびていて、両脇には綺麗に整備された木々が植うえられている。

　そのうちの一本に、灰色のドラゴンが止まっていた。

　ドラゴンとしては、それほど大きな個体ではない。

　せいぜいドーベルマン程度のものである。

　だが、それでもドラゴンはドラゴンだ。

　敷地に侵入する者がいれば、たちまち木から飛び降りて襲いかかり、場合によっては火も吐く。

　無論、魔術師としてのタクトは、小型のドラゴンに後おくれを取ったりはしない。が、顧こ客きやくのペットに怪け我がをさせては、商売人として落第だ。

　そして幸いにも、門の前に見張り役が一人いた。

　筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの、いかにもな用よう心じん棒ぼう。

　実際、街の殴なぐり合あいレベルなら、そうそう負けたりはしないのだろう。

　しかも、首にぶら下げている宝石は、魔術回路が刻きざまれたアミュレット。

　どうやら魔術の心得もあるらしい。

「おい、お嬢じようちゃん。さっきから何をジロジロ見ていやがる。ここがどこだか分かっているのか？」

　男はタクトを睨み付け、威い嚇かく的てきな声をぶつけてくる。

　ギャングが無礼なのは商売柄がら仕方がない。

　だが「お嬢ちゃん」ときたか。

　確かにタクトの身長は十四歳としても小柄なほうだし、顔立ちも中性的。

　ゆえに性別を間違えられるのは日常茶飯事で、今いま更さら怒る気もしない。

　不ふ愉ゆ快かいではあるが。

「これは失礼。俺は魔導古書店アジールの魔術師、タクト・スメラギ・ラグナセカです。本を売ってくださると聞いてやって来ました。それと、俺は男です」

　残念ながら声変わりもしていない。

　前世と合わせれば、歳としは三み十そ路じになるというのに。

　早く大きくなりたいものだ。

　タクトの言葉を聞き、彼は鳩はとが豆鉄砲を食ったような顔をする。

　果たしてそれは、タクトが男だと言ったからなのか。それとも魔術師だと明かしたからなのか。

「お前がみたいなガキが……？」

　どうやら後者だったらしい。

「ええ。不満ですか？　しかしライセンスは持っていますよ」

「……いいや。むしろ好都合だ。入れ。門から入ったなら、あのドラゴンは襲ってこない」

　そう言って、男は門を開けてくれた。

　そのときの彼の表情は、獲え物ものを前にした狼おおかみのようだった。

　──むしろ狼は俺のほうなんだけど。

　五分後。

　屋敷のリビングに通されたタクトは、柄の悪い男、十四人に取り囲まれていた。

　こちらを子供と侮あなどり、脅おどしをかければ如い何か様ようにも要求を通せると思っているらしい。

　実に予想どおりの反応といえる。

　中には何人か魔術師も交じっているが、こちらの実力を見抜けない時点で脅きよう威いにはなり得ない。

　交渉を円えん滑かつに進めるため、タクト・スメラギ・ラグナセカに囲かこみをかけるということの意味を、ギャングたちに教育しておく必要があるだろう。
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　西暦２０１Ｘ年。地球に魔族が出現した。

　いまだ詳くわしいことは分からないが、魔族は『世界の裏側』という場所に棲せい息そくしていて、それが表側を支配するために侵攻してきた〝らしい〟のだ。

　魔族が実際のところ何者だったのか。それを確かめるすべはもうない。

　なにせ拓斗は別の世界に転生し、タクトになってしまったから──。

　そして、魔族の侵攻と時を同じくして、特殊な能力を持った子供が生まれてくるようになった。

　その子供たちは、体のどこかに紋章が浮かび上がり、軍用兵器すら凌駕する戦闘力を持っていた。

　人類はそんな子供たちを『魔術師』と呼び、魔族との戦いに投入した。

　皇城拓斗は魔術師の中でも最強の力を有し、『勇者』と呼ばれ、主力となって前線に立ち──そして日本列島の上空で魔族の王と戦い、倒した、はずだった。

　だが、魔王にトドメを刺した瞬間、拓斗は光に包まれ、ふと気がつくと魔導古書店アジールの近くに倒れていたのだ。

　それも、赤ん坊の体になって。

　一時はパニックに陥っていたが、幸さいわいにも拾ってくれたアジールの店長は心優しい女性で、どこの誰かも分からないタクトを育ててくれた。

　また、こちらの世界の言語は日本語に近く、習得にさほど苦労がなかった。

　何よりもありがたいのは、勇者と呼ばれていた頃の力が、そっくりそのままこの身に宿っていたことである。

　地球における魔術師と、こちらの世界の魔術師。

　魔術の体系も役割も違うが、こと戦闘力という一点において、地球のほうが遙かに勝まさっていた。

　ゆえに、地球で最強といわれたタクトは、こちらの世界でも敵なし。

　比ひ喩ゆや誇こ張ちよう抜ぬきに一いつ騎き当とう千せんだと自じ負ふしている。

「おい、ボウズ。実はな。十年ほど前に二千万イエンの借金の担たん保ぽとしてもらった魔導書があるんだが……それを買い取って欲しい。そうだな……プレミアが付いているだろうから、三千万イエンでどうだ？」

「ご冗じよう談だんを。まだ現物を見ていないのに確約など出来ません。それに二千万や三千万といったレベルの魔導書となれば、第三種か第二種指定グリモワールでしょう？　譲じよう渡とにも所有にも、魔術師協会の許可が必要です。失礼ですが、所有許可証はお持ちですか？」

　タクトは慇いん懃ぎん無ぶ礼れいながらも、一応は商売用の笑顔を浮かべて優しく言ってやる。

　なのに、ギャングたちはもう沸ふつ点てんに達してしまった。

「うるせぇ！　黙だまって頷うなずけばいいんだよこのガキ！　首切り落とされたいんかボケェ！」

　十四人は一斉に抜剣。

　そのうち三人は魔術の心得があるらしく、刃やいばに魔力を流し強度と切れ味に補正をかけていた。

　対するタクトは丸腰。完全に囲まれているので逃げ出す隙間もない。

　しかし、相手が何人であろうと、タクトにとって関係なかった。

　ソファーに腰掛けたまま、足下から魔法陣を部屋いっぱいに広げる。

　魔術式の高速展開。高速演算。高速実行。

　その結果──

「か、体が動かねぇ……！」

　あれだけ粋いきがっていたギャングたちだが、剣を振りかぶった姿勢のまま、彫ちよう刻こくのように静止していた。

　もっとも、呼吸や瞬まばたきまで禁じるのは可か哀わい想そうなので、顔面だけは動けるようにしてある。

「失礼とは思いましたが俺は臆おく病びようなので。剣を持った人たちに脅されながら交渉するのは苦手なんですよ。だから少しだけ魔術を使いました。会話は問題なく出来ますね？　では話し合いましょうか」

　タクトは足を組み、背もたれに体を預あずけ、リラックスして語る。

　声色だってフレンドリーだ。

　とても親しみやすい雰囲気を出しているはず。

　なのにギャングたちの表情は恐怖に染まり、脂あぶら汗あせを流していた。

「こ、これをテメェが……？　こんな複雑な魔術を、この人数に、あれだけの時間で!?」

「はい、そうです。魔術師としての俺の実力は分かってもらえたようですね。ご安心ください。古書店の店員としても、それなりであると自負しています」

　にっこりと満面の笑み。

　自分で言うのも何だが、タクトの容姿は、商店街のおばちゃんたちから「息子にしたい」と言われるほど愛らしい。

　そんなタクトが微笑ほほえんでいるのだから、きっと彼らの緊張も和やわらぐはず。

「拘こう束そくを解といても俺に危害を加えないと誓ちかってもらえるなら、今すぐ魔術を解除しましょう。皆さんを苦しめるのは本意ではありません。もっとも、約束を違たがえた場合、次は痛い目を見てもらいますが」

　関接を逆に曲げますよ──と、タクトは笑う。

　赤ずきんを前にした狼のように、ニタリと。

　それからギャングたちの表情を見回し、思いが伝わっていることを確認してから、魔術を解除する。

　当然、誰一人として襲ってこない。声すら上げない。

　壁際まで後退し、震える瞳でタクトを見つめるだけ。

　これで少しは交渉がやりやすくなった。

　タクトはそのことに満足し、今度こそ心の底から笑う。

「さて。そろそろ魔導書を見せてください」

　はたしてどんなものが出てくるのだろう。

　古書店にとって、仕入れこそ醍だい醐ご味みだ。

「……ちょっと待て。俺たちじゃ倉庫に近づけねぇ。今、魔術師を呼んでくるから待っていろ」

「ええ、どうぞ。待ちましょう」

　タクトは心を躍おどらせながら、ソファーにふんぞり返って待つことにした。

　ほどなくして線の細い男が現われた。ギャングたちとは明らかに毛色が異ことなっている。

　雇やとわれた魔術師なのだろう。

　そんな彼に案内された先は、地下倉庫だった。

　中に入らずとも、扉の前に立っただけで、肌に突つき刺さすような禍まが々まがしさが感じ取れる。

「これだけ呪じゆ符ふを使っているのに……中は凄すごいことになっていそうですね」

　タクトは隣に立つ魔術師を横目で見て、そう皮肉を飛ばしてみた。

「……仕方ないだろう。私が雇われた時点で、あのグリモワールは手が付けられないことになっていた。呪符を買い足して何とかしのいできたが、もう限界だな。なにより呪符に一千万イエンも使ってしまった。持っているだけで金が減っていく本など、アルファーノ・ファミリーにとって百害あって一利なし。このままだと連中、屋敷ごと放置して逃げ出すぞ」

　自分に非はない、と彼は言いたいらしい。

　しかし封印とはいいながら、やっていることは高価な呪符を幾いく枚まいも扉に貼はり付つけているだけ。

　なんともお粗そ末まつな手法だ。

「なるほど。だから二千万の本を三千万で買えと凄んできたんですね」

　本そのものは二千万で、呪符が一千万。合わせて三千万という単純な足し算。

　ならず者にしては、むしろ良心的な価格といえるだろう。

　それにしても、「古書店に売りつけて出費を回収しよう」と彼らが思いついてくれて、本当に良かった。

　このまま放置して逃げ出されたら──ほどなくして封印が破られ、中身があふれ出してくる。

　扉越しでもこれほど感じるのだ。

　外に漏れたなら、数十人単位で死者が出るような厄やく災さいが街を襲うだろう。

　なにせ強力なグリモワールは、それ自体が魔力を持つ。

　だからこそ魔術師協会はグリモワールの所有や譲渡、売買に制限を設もうけているのだ。

　犯罪組織やら資産家やらが財ざいテクとして所有し、ふと気がついたときには取り返しのつかないことになっていた、なんてよく聞く話。

「さて。ボチボチ始めましょうか」

「おい、ちょっと待て。扉を開けるつもりなのか……？」

「当然です。中に入らず、どうやって本を鑑定しろと？　怖いのなら、上で待っていてください」

　タクトが涼しい顔で答えると、男は「うっ」と唸うなり、扉と階段を交こう互ごに見やる。

　まだ子供のタクトが平へい然ぜんとしているのに、大人の自分が怖おじ気けづくのは情けない。そう考えているのかもしれない。

　しかし、正直なところ足手まといなので、さっさと消えて欲しいというのが本音だ。

　そんなタクトの気持ちが伝わったのか、彼は「気をつけろよ」と言い残し、階段を上って行く。

「ご忠告にしたがい、少しは気をつけようか」

　そう呟つぶやきながらも、タクトはまるで気負うことなく、指先に魔力を集中させる。

　そして扉のふちをなぞり、積つみ重かさなって貼られていた無数の呪符を焼き、一瞬で炭化させた。

　その瞬間、奥からあふれ出す魔力がより一層、禍々しくなっていく。

　ぐずぐずしていると、冗談抜きでご近所が壊かい滅めつしてしまう。

　タクトは間かん髪はつ容いれずにドアノブを回し、中に押し入った。

　内部は予想していたとおり、常人なら一呼吸しただけで絶命するほどの邪悪な魔力で満ちていた。

　濃度が高すぎて、黒いモヤとして視認できるほど。

　そんな状況でも、タクトは焦あせらない。

　むしろ──。

　これほどの力を宿しているのなら、さぞ素晴らしい魔導書なのだろうと歓喜していた。
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　魔力は大別すると、二種類ある。

　大地から噴ふき出だしたり、宝石や魔剣などの物質が放つ、マナ。

　意志を持つ存在が精神力によって生み出す、マギカ。

　当然、魔術師が生み出すのはマギカだ。

　魔術は物を燃やしたり、凍らせたり、宙に浮かべたりと様々あるが、基本的に自分のマギカを使用する。

　場合によっては、マジックアイテムが作り出すマナを組み合わせ、マギカ不足を補おぎなうこともあった。

　ただし、マナの使用には注意が必要だ。

　なぜなら自分が生み出せる以上の魔力は、身の丈たけを超こえている。

　強力なマジックアイテムを手に入れた未熟な魔術師が、マナを暴走させて死亡したという話はよくあること。

　一人で死ぬならまだいいが、周りを巻き込むことも珍めずらしくない。

　では、グリモワールが生み出す魔力はマナであるか、マギカであるか。

　物質であるのだから、マナと考えるのが自然だ。

　実際、ほとんどのグリモワールが放っているのはマナである。

　しかし、だ。

　何事にも例外が存在する。

　優すぐれた魔術師によって書かれ、悠ゆう久きゆうの時を過ごし、人から人へと渡った結果、本そのものが〝意志〟を宿す。

　そうなれば、そのグリモワールは既に生物。

　マジックアイテムとしての使用と保存は困難を極める。いや、不可能と断言してもいい。

　マナとマギカ。最大の違いは、安定性だ。

　物質が作り出すマナは、機械的に安定している。磁じ石しやくがその日の気分によって磁力を変えたりしないのと同じく、マジックアイテムは壊れるまで一定のマナを放つ。

　対してマギカは不安定だ。魔術師の体調、精神状態によって変動し、やる気がなければゼロにもなる。

　つまり意志を持ったグリモワールは、気分次第で所有者を攻撃してくる。

　本棚に飾っておくだけで病を撒まき散ちらし、手に取れば灼しやく熱ねつの炎を放ち、ページを捲めくるたび雷鳴とどろかす──。

　グリモワールは必然的に貴重で高額ゆえに、それを巡めぐった争あらそいも絶たえない。

　人間の欲に晒さらされて、グリモワールは際さい限げんなく邪悪になっていく。

　そして、地下倉庫の奥にあるグリモワールは、間違いなく、意志を持っている。

　心臓の鼓こ動どうのごとく揺れ動く魔力。

　しかも激しい怒りが、ありありと感じ取れた。

　扉を開いた瞬間に噴き出してきた悪意ある魔力。並の魔術師なら浴あびただけで胃液を全てぶちまける。常人なら無論のこと即死。

　タクトだからこそ平然と踏み込める。

　その室内に光源はなく、完全な暗闇だった。

　タクトが手の平から光の玉を出すと、灰色の岩が剝むき出だしになった内装が照らし出される。

　広さは八畳間ほど。

　壁の棚には、資産隠しのためと思われる金の延のべ棒ぼうや、宝石箱。

　価値のありそうな絵かい画がや壺つぼもある。

　そして部屋の中心に、一冊の本があった。

　床の中心に、ではない。

　空間のど真ん中に、本が浮かんでいるのだ。

　勝手に開かぬよう革のベルトで固定され、さらに魔術的結界が幾いく重えにも張はり巡めぐらされている。

　にもかかわらず、グリモワールは一匹の魔物と化していた。

「ほう──扉の呪符を剝はいでくれたのか、小娘。ありがたいぞ。礼として、まずはお前から殺してやる。そして私をこんなところに閉じ込めた愚おろかさを、人間どもに思い知らせてくれるぞ──」

　グリモワールは好き勝手にのたまった。

　実際、大した魔力マギカである。

　このまま放置しておけば、千人単位で死者が出るかもしれない。

　しかし〝人間どもに思い知らせる〟というには程遠い。

　第一、タクトの性別を間違っている時点で、底そこが知れるというもの。

「魔導書ごときに小娘呼ばわりされる覚えはない。俺は男だ。端的に言って腹が立つ。悪いがお前の意識は封印して、アジールの商品になってもらうぞ」

　手っ取り早く決着を付けるため、タクトは右手の甲に、勇者の紋章を浮かび上がらせた。

　こちらの世界の条じよう理りから外れた規き格かく外がいの魔力マギカを発生させ、グリモワールの意識をページとページの狭はざ間まに押し込んでいく。

　それは技というより、力ずくの殴りつけ。

　単純な出力の巨大さによってグリモワールの意識を握にぎり潰つぶす。

「こ、この力は……貴様……！」












　貴様──？　はて、何を言いたいのだろうか？

　続きが気になるが、残念ながらもう遅い。

　グリモワールの意識は形を失い、分解され紙の中に溶け、ただの本に還かえっていく。

　辺りに撒き散らされていた凶暴なマギカは、本という監獄の中に圧あつ縮しゆくされた。

　もう、口を聞くことは出来ない。

「予想以上に強力な本だったな。これは高く売れるぞ」

　力を失いバサリと落ちてきた本をキャッチし、タクトはニヤつきながら、その表紙を撫なで上げた。

　タイトルも著者名も書かれていないし、装飾もないに等しい。

　それでも古い革の肌はだ触ざわりが、なんとも心地よかった。

　そして大人しくなった古書を脇わきに抱かかえ、上のリビングに戻り、チンピラどもに値段を告げる。

「五百万イエンで買わせて頂きます」

「おい待て、ふざけるな！」

　ギャングたちは目を血走らせた。

　タクトがじろりと睨むと怯ひるんだが、それでも五百万は承しよう伏ふくできないらしく、もう一度凄んでくる。

「こ、こっちだって面メン子ツがある！　二千万の担保として手に入れたものが、どうして五百万で手放せる!?　足元見るのも大たい概がいにしやがれ！」

「そうですか。では仕方がありません。この話はなかったことに。どうぞ、これからも頑張ってこの本を所有し続けてください」

　するとギャングのボスらしき男が「うっ」と言葉をつまらせる。

　なにせ持っているだけで金がかかる代しろ物ものだ。

　本当なら廃はい棄きしてでも手放したいというのが本音だろう。

　それを五百万で買い取ってやろうというのだから、むしろ感謝して欲しい。

「あなたがたはまだ自分たちの立場が分かっていないようですね。いいですか、この本は意志すら持っていた。つまり第二種指定グリモワールです。魔術師協会の許可なく所持することはタンノイ条約で禁じられており、協会にバレたら最悪、殺されますよ。魔術師協会の恐ろしさはあなた方もご存じでしょう？　あの人たちは国家相手でも遠慮しませんからね。まして街のゴロツキ集団となれば……」

「誰がゴロツキだ！」

「失礼。ですが魔術師協会から見たら、何であろうと同じです。さて、いかがでしょうか？　もしこの本を売っていただけるのなら、俺がどこかのダンジョンで入手したと魔術師協会に申請しておきましょう。あなたがたの名前は一切出しません。更さらに封印措そ置ちの手数料も考えれば、むしろこちらが代金を頂きたいくらいなのですよ。売っていただけないのなら、あなたがたが不法にグリモワールを所持していると、協会に報告するしかありません。俺も魔術師の一員ですからね。そういう義務があるのです」

　その言葉はトドメになった。

　ギャングたちの顔から血の気が消えていく。

　五百万イエンにて交渉成立だ。

「ありがとうございます。では五百万、数えて下さい。皆さんのような商売なら、小切手より現金のほうがいいかと思って用意してきました」

　タクトはローブの内側から、札束を五つ出して、テーブルの上に置く。

　代わりにグリモワールを受け取って、その場をあとにした。

　実に素晴らしい取引だった。

　まだ著者が分からないし、中身も未知の文字で書かれているため解読不能だが、どうやら文字の形そのものが魔術回路となって、何らかの効果を発はつ揮きしているらしい。

　なんにせよ、強力なグリモワールなのは確かである。

　古書というよりは骨こつ董とう品ひんのような鑑定の仕方だが──再度ちゃんとした封印を施ほどこし、魔導書として使えるようにすれば、三千万イエンでも売れるだろう。

　だがしかし。すぐに売れてしまっては寂さびしいから、しばらくは五千万イエンで並べておこう。

　タクトは店にこの本が飾られている光景を思い浮かべ、帰り道、一人で微笑んだ。

　ああ、心が躍る。

　お祝いに、寄り道をしてドーナツを買っていこう。

　せっかくだから、店長の分も。

　いつも寝てばかりの女神様であるが、ドーナツの匂いがあれば、きっと起きてくるはずだ。
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　店に帰ったタクトは、グリモワールとドーナツを一階に置いてから階段を上り、『クララメラのおへや』と札のぶら下がった部屋をノックした。

「店長、店長。まだ寝ているんですか？　もう夕方ですよ。起きて下さい」

　返事がない。

　タクトは「やれやれ」とため息をつき、ドアノブを回して部屋に入る。

　すると風が吹き込んできた。

　窓が開いたままで、カーテンがゆっくりと揺れている。

　そして、窓の下のベッドで、一人の少女が掛け布団を抱きしめて眠っていた。

　年齢は十八歳かそこら。

　肩まである髪は水色で、まるで光が透き通っているように見える。

　顔立ちは絶句するほど美しく、タクトを拾ってくれた十四年前から微み塵じんも変化していない。

　なぜなら彼女は人間ではないから。

　トゥサラガ王国があるこの樹の特異点ネムス・テラを統すべる者。

　五大女神の一人。

　クララメラの名で祭られる存在にして、タクトの育ての親。

　そして魔導古書店アジールの店長である。

「まったく……窓を開けたままで。人間だったら風か邪ぜを引きますよ、だらしがない。ほら、起きて下さい。ドーナツ買ってきましたよ」

「う、うーん……あらぁタクト。もう朝かしら？」

「バカ言わないでください。太陽は西から昇りませんよ」

　タクトがそう言うと、クララメラは上半身を起こし、むにゃむにゃと目を擦こする。

　ネグリジェの肩紐がズレ落ち、細く白い肩が顕あらわになった。

　実に艶なまめかしいが、タクトはもう見慣れてしまった。

　家族の無防備な姿など、珍しくも何ともない。

「あら……もう夕方なの？　大変。眠る時間だわ。おやすみなさい」

「いい加減にしないと窓から放り投げますよ」

「暴力はいけないわ。タクトったら反抗期なの？　大変。私、どう接したらいいか分からないわ」

　クララメラはおっとりした口調で、激しくズレたことを言い始める。

　もともとマイペースな性格なのに、寝起きで頭が働いていないから、なおのこと会話が成立しない。

「反抗期の子供がドーナツを親に買ってきますか？」

「どーなつ……？　ええ、ドーナツは好きだわ。タクトは気が利くわね。偉えらい偉い」

　などと言ってタクトの頭を撫でてくる。

　相手をしていると本当に夜になってしまうので、少々強引にクララメラの腕を引っ張り、ベッドから起こして一階まで連れて行く。

　そうしているうちに、やっと目が覚めたらしく、うーんと背伸びをしてから、ようやく「おはよう」と言ってくれた。

「はい。おはようございます店長。ほら、ドーナツですよ。お茶も飲みますか」

「もちろん、お願いするわ」

　クララメラはカウンターの中にある椅子に座り、それから紙袋を覗き込んで「四つも入っているわぁ」と嬉しそうに呟いた。

　まるっきり子供。

　三百年以上生きている存在にはとても見えない。

「言っておきますけど店長。うち二つは俺のですからね。食べないで下さいよ」

　タクトが魔術でお湯を沸わかしハーブティーを淹いれながら忠告すると、クララメラは唇くちびるを尖とがらせてみせる。

「分かっているわよ。タクトがくれるって言うなら喜んでもらうけど……優しいタクトはお母さんにドーナツくれるわよね？」

「あげません。俺が食べたくて買ってきたんですから」

「けちんぼねぇ。私はついさっきまで、樹の特異点ネムス・テラの制御をしていたのよ？　少しはいたわってくれてもいいじゃない」

　そう冗談めかして言ってから、ドーナツをパクリ。その瞬間、この世の幸福を集めて凝ぎよう縮しゆくしたような笑顔になる。

「いたわっていますよ。けど、さっき寝ていたのは、本当に寝ていただけでしょ？」

「ばれちゃった？　でも、いいじゃない。幸いにもお店は優秀な店員のお陰かげで、かつてないほど上う手まくいっているし。ほら、私が眠っている間に、また新しい魔導書を仕入れている。上司が口うるさくしないほうが、部下は育ちやすいのかしら？」

　クララメラは手をネグリジェで拭いてから、買ってきたばかりのグリモワールをパラパラ捲る。

　手を拭かずに触られるよりはマシだが、服をタオルの代わりにするのは見み過すごせない。

「また行儀の悪いことを。女神としての自覚があるのですか？」

「あるわよ？　あるからこの土地が生存領域になっているんじゃないの」

　それは反論の余よ地ちがない正論だった。

　彼女が人類にしている貢こう献けんを盾たてにされては、タクトの小言など完全に無力だ。

　なにせクララメラが気まぐれを起こして人類を見捨てたら、三日もせずに絶滅してしまう。

　この世界で五カ所確認されている樹の特異点ネムス・テラ。

　そして五人いる女神たち。

　数字の一いつ致ちは偶然ではなく必然である。

　樹の特異点ネムス・テラから噴き出すマナを制御する存在こそが女神なのだから。

　タクトも詳しくは知らないが、この世界の大半は、渾沌領域と呼ばれる恐るべき空間で占しめられている。

　そこには秩序などまるでない。

　生存領域から見れば、その境さかい目めは分からない。のどかな景色が広がっているように見える。だが、そこに足を踏み入れた瞬間、全てが一変するのだ。

　大地を歩いていたと思ったら、急に景色が変わって崖がけから落ちて死ぬ。

　のどかな草原だったはずなのに、瞬きした拍子に熔よう岩がんの海に切り替わる。

　凍いてつく凍土が一時間後には南国に変わり、地面から空に向けて雷が昇り、重力が歪ゆがみ、光の速度すら変動する世界。

　言うまでもなく、人間が暮らしていける環境には程遠い。

　では、今こうしてタクトがいる場所はなぜ快適なのか。

　樹の特異点ネムス・テラがマナを噴き出す場所だから？

　否。

　そのマナを制御し、秩序を構築してくれる存在がいるからこそ、樹の特異点ネムス・テラの周辺が生存領域として成立しているのだ。

　タクトの目の前で美お味いしそうにドーナツを頰ほお張ばっている彼女が、先代の女神から力を継承してから約三百年。

　その間、彼女はずっとこの森で、噴き出すマナを制御して秩序を作り出し、トゥサラガ王国を渾沌から守ってきたのだ。

「ん？　どうしたのかしらタクト。私の顔をじっと見て」

「いいえ別に。ただ、口の端にドーナツのカスが付いているなぁと思って」

「あら？　あらあら本当ね。もったいないわ」

　クララメラは舌で唇をペロリと舐め、それから二つ目のドーナツを手に取る。

　タクトも負けじと食べ始めた。

　それにしても、この店のドーナツはいつ食べても美う味まい。

　いい本を仕入れた祝いなのだから、もっと沢山買ってくればよかった──と、タクトは割と本気で後悔した。
















　魔導古書店アジールの裏には小さな畑があった。

　畑といっても育てているのは農作物ではなく、全てハーブの類たぐい。

　アイブライト。シナモン。カモミール。レモングラス。ローズマリー。エルダーフラワー。セージ。フェンネル。

　ペパーミントだけは増えすぎると困るので、小こ鉢ばちで栽さい培ばいしている。

　ハーブはお香こうにして焚たいても、お茶にして飲んでもよい。

　マナが染しみこんだ土で育てているから、魔術的効果も期待できた。

　タクトの朝は、ハーブの水やりから始まる。

　飛んできたモンシロチョウに水がかからないよう注意して如じよ雨う露ろを操り、それが終わると朝食の準備。

　店の奥にあるダイニングキッチンで、フライパンを魔術で熱する。

　ニワトリの卵を片面焼きサニーサイドアツプにして、食パンにのせる。

　少し物足りないような気もするので、昨日街で買ってきたリンゴも一つ食べることにした。

　食後にコーヒーを飲み、ごちそうさま。

「さて。そろそろ店を開けるか」

　店の振り子時計は七時五十五分。

　八時が開店時間だから、丁ちよう度どよい時刻。

　一度外に出て、扉の札を裏返して『開店中』に。

　それから足元に意識を集中し、店の周囲と森に張り巡らした二重結界に接続する。

「結界強度〝百〟から〝七〟へ変換。実行」

　結界を弱めても、森の外見に変化はない。

　魔導古書店アジールの結界は、森の動植物に作さ用ようしないよう調整されている。

　よって、木々や草花、昆虫や動物、小川に棲すむ魚たちには一切影響がないのだ。

　だが、森の外から侵入してこようとする者にとっては別。

　先程までは、アジールと街を繋ぐ森道に侵入することからして不可能だった。

　しかし、今は魔術師としてそれなりの腕前さえあれば、苦もなく歩けるようになっている。

「さて。今日は誰だれが来てくれるかな。ハウンド老とか最近見ないけど、元気にしてるのかな」

　タクトは、この店の売上を支えてくれる常連たちの顔を思い浮かべ、今日もよい一日でありますように、と願った。

　具体的には、五冊くらい売れますように。新規のお客さんも来ますように、と。

　なにせアジールの常連客は、五十人程度しかいない。

　そして一日の来店数といえば、その十分の一にも満たなかった。

　来たからといって必ず買ってくれるわけでもなく、タクトと談笑したいがために来店する人もいた。

　単純に客足を伸ばしたいなら結界強度を下げればよい。

　しかし、レベルの低い魔術師に魔導書を売り、それが元でトラブルが起きた場合、アジールは『魔導古書店組合』と『魔術師協会』の双方から吊つるし上あげを喰くらう。




　魔導古書店組合から破門されたら、仕入れが絶望的になる。

　実のところ、来店した客から買い取る本の数などたかが知れており、仕入れのメインは組合員だけが参加できる競きよう売ばいだった。

　なにせ古書店というのは古い知識を売る店。

　そこにどんな知識をラインナップするかは、それぞれの店の思想に委ゆだねられる。

　客から買い取ったはいいが、自分の店に並べたくない本。

　売れると思って並べたはいいが、実は客層とズレていた本。

　そういった本を持ち寄って、古書店同士で売買するのが組合競売だ。

　そこに参加できないというのは、古書店として致ち命めい的てきというしかない。




　そして魔術師協会は、魔術師全体の秩ちつ序じよを維い持じすることを目的とした組織だ。

　魔術師のイメージダウンになることをした者は、容よう赦しやなくライセンス剝はく奪だつだ。場合によっては死刑にすることも辞さない。

　こと魔術にかんしては、国家よりも上位の存在といえる連中だ。

　そもそも渾沌領域を容易たやすく横断し、五つの樹の特異点ネムス・テラに跨またがって活動できる組織など、魔術師協会と行商旅団くらいのもの。

　つまり魔術師協会とケンカをするということは、死を覚悟しなければならない。

　──まあ、俺は死なない自信があるけれど。

　だからといって、ケンカをしたいわけでもなかった。

　協会が定めたルールがあるからこそ、常人を超えた力を持つ魔術師という存在が日常にとけ込み、平和に暮らしていけるのだから。




「そして必然的に客足が遠のく……収入のほとんどがハーブ栽培とは情けない。まあ、昨日のグリモワールが売れたら一気に儲もうかるけど……あんな高い本はそうそう売れないし」

　古書店の店員として、実に複雑な気分だ。

　それでも、クララメラが一人でやっていた頃に比べたら、売上は各段に上がっている。

　なにせクララメラは眠っている時間の方が長いというサボリ魔──ならぬサボリ神。

　本人は「寝ている間はマナの制御をしているのよ。決して寝たいから寝ているわけじゃないのよ」と言っているが、どう考えても半分くらいは趣味で寝ている。

　そんなやる気のない者が店長をしていては、売れる本も売れず、ホコリが溜たまっていくばかり。まず店を開けないのだ。救いようがない。

　アジールが魔導古書店としてまともに機能し始めたのは、タクトが切り盛りするようになった四年前からだ。

　もっとも、クララメラの前の店長。すなわち初代店長の時代は、タクトより更さらに上手くやっていたらしい。

　しかし、それは何百年も前の話であり、タクトのあずかり知らぬことである。

　とにかく。

　良質の魔導書を仕入れ、売って、また仕入れてを繰り返すしかないのだ。

　そうしていれば、いつかタクトが求めている知識に辿たどり着つけるかも知れない──と、淡あわい期待を込めて、今日もカウンターの椅子に座り、客を待つ。

　やがて、店を開けてから二時間が経ったとき。

　カランカランと鐘かねを鳴らし、ようやく扉が開いた。

　本日一人目の来客だ。

「いらっしゃいませ」

　と、声を出しながら、タクトは誰が来てくれたのだろうと想像する。

　噂うわさをしたハウンド老だろうか。

　ハワードさんは前に金欠だと言っていたので、そろそろ本を売りに来るかもしれない。

　メアリ女史は話が長いくせに、なかなか買いも売りもしてくれないので苦手だ。

　しかし、意外なことに、現われたのは少女だった。

　銀色の髪を腰まで垂たらし、瞳ひとみの色は紫むらさき。

　歳は十七かそこら。

　タクトよりは年上だろうが、さりとて大人とは呼べない年齢。

　それはそれは綺麗な少女だ。

　だが、驚くべきは容姿より若さである。

　こんな若者がこの店にやって来るのは非常に珍しい。

　むしろタクトの知る限り、初めてだ。

　なにせアジールに来店するのは、『迷子』と『圧力』の二重結界を突とつ破ぱできる魔術師だけ。

　必然的に客の平均年齢は高くなり、常連で一番若いメアリ女史でも三十歳前後。

　十代の少女が来るというのは驚異ですらある。

　きっと恐ろしく優秀なのだろう。

　若い才能が芽め吹ぶいていることを、タクトは嬉しく思った。

　だが、しかし。

　いかに優秀であっても、少女にとって結界突破は、やはり、とてつもない冒険だったらしい。

「ぜーはー、ぜーはー……うぅ、もう、だめ……」

　熱っぽい顔で弱々しく呟いた少女は、手にした木製の杖で体を支えながら、ヨロヨロと入ってくる。

　そして店内に足を踏み入れた瞬間、糸が切れたようにバタリと倒れてしまう。

「……大丈夫ですか？　汗が凄すごいですよ」

　タクトは少女を抱き起こし、肩を軽く揺すりながら問いかける。

「だ、大丈夫じゃない……なんなの、あの結界の強さ……死ぬぅ……」

　こんなところで死なれてはたまったものではない。

　やれやれ、と内心思いながら、タクトは少女を担かつぎ上あげ、カウンター奥の椅子に座らせる。

　すると少女は、うー、と唸うなりながら背もたれに体重を預あずけた。

　目はくるくる回っていて、顔は真まっ赤か。汗のせいで銀色の髪が額ひたいに張り付いている。

「そのローブ。脱ぬいだほうがいいんじゃないですか？　暑いでしょう？」

「疲つかれすぎて動けない……」

「何でそんなになるまで頑張ったんですか」

　と文句を言いつつ、タクトは白いローブを脱がしてやる。

　その下に着ていたのは、白いブラウス。金の刺し繡しゆうが入った黒ネクタイ。赤いチェックのプリーツスカート。

　そして極きわめつけは、木で作られた初心者魔術師用の杖。

　ああ、やはり間違いなく。

「ララスギア魔術学園の学生さんですね。卒業前にここに辿り着いたのは多分、あなたが初めてですよ」

「へぇ……それは嬉しいけど……ご、ごめんなさい、しばらく話しかけない、でぇ……」

　手足をダラリとさせ、無防備な姿を晒さらし、少女はそのまま眠ってしまった。

　せっかく二重結界を越えてここまで来たのに、その結果が昏こん倒とうとは報むくわれない。

　タクトはついつい苦笑してしまう。

　優秀なうえ、古書店まで足を運ぶという研究熱心さ。きっと真ま面じ目めな人間なのだろう。

　なのに、その面影もなく、だらしのない有あり様さま。

　二階で寝ているクララメラといい勝負だ。

「どうせ暇だし、このまま眠らせておくか」

　タクトは台所に行ってタオルを濡ぬらし、それを少女の額に乗せてやった。

　果たしてこの少女はどんな本を求めてアジールまで来たのだろう？

　愛らしい寝顔を見つめながら、タクトは想いを巡らせた。





　　　　　＊






　少女が寝ている間、タクトはギャングから買ったグリモワールを眺ながめていた。

〝読む〟のではなく、あくまで〝眺める〟。

　なぜなら、そこに書かれている文字が、どう見ても言語として意味あるものではないからだ。

　無論、タクトは言語学者ではない。よって未知の言語を解読するのは専門外。

　タクトが分からないだけで、もしかしたら隠された意味があるのかもしれない。

　しかし、魔術にかんしてはプロだ。

　そのプロとしての勘かんが告つげている。

　これは文字ではなく、紙に刻まれた魔術回路だ、と。

　テケラゴディナ山に自生するンガトゥネの木を使って作られたと思わしき紙。

　アラヴェレン砂丘に棲むサンドワームの青い血で書かれた記号の羅ら列れつ。

　ただの暗号文や人工言語なら、これほど貴重な材料を使う必要性がない。

　タクトが思うに、この本は何か危険な存在を閉じ込めておくための『檻おり』だったのではないだろうか。

　だからこそ、百ページ以上にわたって複雑な魔術回路が刻まれ、それを駆く動どうさせるため、紙がマナを放つように作られている。

　すると、地下倉庫でタクトが倒したあの魔物は、グリモワールが長い年月の末に宿した意識ではなく、この中に封印されていた『何か』だったのかもしれない。

　このグリモワールはまだまだ研究の余よ地ちがある。

　売らずにしばらく所有して、もっと詳しく知りたい──が、やはり店の金で買ったものだ。

　買いたいという客が現われたら、売らないわけにはいかない。

「う、うーん……あれ？　ここはどこ……？」

　気絶してから三十分が経過した頃、銀髪の少女はようやく目を覚ました。

「ああ、気が付きましたか。魔導古書店アジールですよ。ようこそ学生さん」

　いまだ状況をよく把握していないらしい少女は、ポワンとした顔で店内を見回す。

　その拍子に、額のタオルが太ももの上に落ちた。

　五秒ほどキョロキョロしていた少女は、ようやく目をハッキリ開いて、自分がいる場所を理解する。

「アジール？　本当に！　私、ちゃんと辿り着いたの!?」

「ええ、本当に。よく頑張りましたね。疲れは取れましたか？」

「……まだちょっと」

「では、ハーブティーを淹れましょう。本当は常連さんにしか出さないのですが、あなたの健闘をたたえて」

「あ、ありがとう……」

　少し戸惑う様子の彼女を椅子に座らせたまま、タクトは台所に行って、二人分のお茶を用意し、盆ぼんに載せて店に戻る。

「どうぞ。遠慮なく」

「……はい。じゃあ、遠慮せずいただきます……ん!?　美味しい！　しかも何か力湧いてくる！」

　少女は紫の瞳を丸くし、ティーカップの中身を凝視する。

　そんな可愛らしい反応を見て、タクトは微笑んでしまう。

　自分が淹れた茶をこんなに褒ほめられたら、嬉しいに決まっているのだ。

「裏の畑で育てたローズマリーのお茶に、ハチミツを少し加えたものです。マナが染しみこんだ土で栽培していますから、疲労回復にも魔力回復にも効きます。しかし、一口飲んだだけで実感するとは、流石さすが、若いですね」

「いや、若いって……そう言うあなたは何歳なのよ」

「十四歳ですけど」

「じゃあ私より三歳も若いじゃないの」

「いや、まあ。この店に来る人は皆、三十歳以上ですから。それに比べたら、ということでして」

　タクトはそう言い訳をして、頭をポリポリかいた。

　自分も前世と合わせたら三み十そ路じだ、と言っても信じてはもらえないだろう。

　なにせクララメラですら、タクトが異世界から転生してきたということに、半信半疑らしいのだから。

　それに三十路といっても、十六歳で死に、今は十四歳。

　一度も大人になったことがない。

　精神年齢が三十歳相当かと問われたら、残念ながら全く自信がなかった。

「あなた店員でしょ？　店員はあの結界が効かないようになってるの？」

「いえ。普通に効きますが」

「じゃあ、あの中をいつも歩いてるんだ……」

「ええ。そうですね」

　タクトは前世の力をそのまま継承しているので、結界を苦に思ったことはなかった。

　それは、いわゆる反則。チートの類い。スタートからして他人より恵まれている。

　よって、まっとうな修練で力を獲得し、ここに辿り着いた少女のほうが、遙はるかに賞賛に値あたいする。

　しかし、タクトの事情を知らない少女は、ショックを受けてしまったらしい。

　はぁぁぁ、と深くため息をつき、こちらを恨うらめしそうに見つめてくる。

「こんなに小さくて可愛い子が……自信なくすわ……」

「俺は慣なれているだけです。その歳でいきなり来て結界を突破したあなたのほうが凄いですよ。ところで、可愛いとか言わないでもらえますか？　たとえお客様でも許しませんよ」

　タクトがトゲのある声色でそう言うと、少女は紫色の瞳に困惑を浮かべた。

「え、なんで？　褒めてるのに」

「男に対して可愛いは褒め言葉じゃないでしょう」

　すると少女はますます不思議そうな顔になり、タクトをじっくり十秒眺め、それから首を捻ひねる。

「誰が男？」

「俺が」

「……？」

　いや、確かにタクトは最近、髪を切りに行くのが面倒で伸ばし気味だが──。

　この反応はしつこすぎる。

　だんだん腹が立ってきた。

　相手が美少女じゃなかったら、とっくに叩たたき出しているところである。

「本当に男の子なの……？　こんなに髪が綺麗な亜あ麻ま色いろでサラサラなのに？」

「髪と性別は関係ないでしょう」

「こんなにも綺麗な顔なのに？」

「だから、男に向かって可愛いとか綺麗とか言わないでください。俺だって怒りますよ」

　そう。怒りたいのはタクトなのだ。

　なのに、どうしてか、少女のほうが頰ほおを膨ふくらませてしまう。

「私より年下で可愛いのに魔術が上手いとか何なの!?」

「何なのって……」

　まあ、言いたいことは分かる。

　実際、タクトは外来種のような存在だ。こちらの水準から見れば規格外。意味不明なレベルでずば抜けている。

　これでも相当おさえて生活しているのだが、真面目に頑張っている学生からすれば、インチキに思えるだろう。

　と、少女は不満を口にしてから、ハッとした顔になり口元を押さえた。

　それから申し訳なさそうな顔になり、言いにくそうに口を開く。

「ご、ごめんなさい……倒れたところを介かい抱ほうしてもらって、その上、お茶までご馳ち走そうになったのに……」

「いえ。悪気がないのは分かっているので、そう気にしないでください。ただ、もう俺に可愛いとか言わないでくださいよ」

「え、それは……頑張るわ……！」

　頑張らないと無理なのか。一体どういうことなのか。

「ところで。そのカウンターの上に乗ってる本。もしかして……グリモワール？」

「そうですよ。著者もタイトルも不明ですが。第二種グリモワールです」

「第二種!?　そんなの学園の先生でも持ってる人いないわよ！　さ、触さわってもいい？」

　目を輝かせてグリモワールを見つめる少女に、タクトは苦笑する。

　まるで好物のケーキを前にした子供のようだ。

「いいですよ。表紙に軽く触るくらいなら」

　タクトはグリモワールを手に取り、少女に差し出した。

　そして少女は、恐る恐る腕を伸ばし、指先でちょんと触れる。

　その瞬間、

「うひゃあああああっ！　なんかビリッとしたぁっ!?」

　大きく後ろに飛とび退のき、絶叫を上げる。

「それはそうですよ。グリモワールの定義は、魔力を持った本なんですから。触ったら魔力が流れてきます。しかもこれは、俺が封印措置を施ほどこしたとはいえ、第二種ですから。強力です。これ自体を魔術の動力源として使えるくらいの力があります」

　魔術師協会の基準では、グリモワールは三つに分けることができる。

　第三種グリモワールは、マナを放つ魔導書のこと。最も数が多いグリモワールだ。しかし多いと言っても、それはグリモワールにしては、ということで、希少本なのは間違いない。店頭価格の相場は百万から数千万イエンといったところ。

　第二種グリモワールは、意志を持った魔導書のこと。つまりマギカを放っている。値段はピンキリで、億単位のものもあれば、金を払ってでも焚ふん書しよにすべきものもあった。なにせ第二種は、保存状態を考えずに放置しておくと、厄やく災さいを撒まき散ちらす。タクトが手に入れたグリモワールも第二種だから、売る相手をしっかり選ばないと大変なことになってしまう。

　そして第一種グリモワール。これの明確な定義はなかった。実在しているのかすら定かではない。噂によれば、存在自体が世界を歪ませるとか。そもそも本の形をしておらず、高次元空間に情報として漂っているとか。森しん羅ら万ばん象しようがそこから広がっていったとか。怪しげな逸話だけが語り継つがれる魔導書。

　だが、魔術師協会は『如い何かなる理由においても、魔術師協会以外のあらゆる個人・組織が第一種グリモワールを所持することを禁ずる』というお触れを出している。

　それが何であるのかも告げずに──。

「グリモワールってやっぱり凄い……でも、どうしてあなたは平然と持っていられるの？」

「それは……俺が強いからじゃないですかね？」

「うわぁ……この子、自分のこと強いとか言ったし……自信なくすわ……」

　少女はガックリ肩を落とし、見て分かるほど意気消沈する。

　実に感情表現が豊かなお客様だ。

　からかい甲が斐いがある。ぜひ常連になって欲しい。

「まぁまぁ。さっきも言いましたが、この店に来ることが出来たというだけで大したものですよ。学生にしては本当に凄いことです。自信を持って下さい」

「うーん……あなたに会うまでは、むしろ自信の塊だったんだけど」

　それは申し訳ない。

　しかし、タクトはいわば別格なので、気にしないほうがいいのだ。

　と、そんなことを口に出せば、ますます自信を失いそうなので、黙っておこう。

「それはそうと。わざわざこんな森の中まで来たということは、何か本をお探しなのでしょう？　攻撃魔術の本でしょうか？　それとも薬草のカタログ？　渾こん沌とん領りよう域いき見けん聞ぶん録ろくなども、信しん憑ぴよう性せいはともかく読み物としてオススメですよ」

「ええ、もちろん古書店に来たからには、本を買うつもりよ。でも……」

　少女が何かを言いかけた、そのとき。

　珍しいことに、まだ午前中にもかかわらず、二階の眠れる女神が降りてきた。

「タクトぉ……さっきの『うひゃあああああっ！』って大声なぁに……って、あら？　あらあら。こんなところに若い娘さんなんて珍しいわね」

「店長。店内にネグリジェのまま入ってこないで下さいと前にも言ったでしょう。お客様の前ですよ」

「ごめんなさい。けど……本当に珍しいわ。もしかして、タクトの彼女？」

　クララメラは真面目な声で呟き、小指を立てた。

「か、彼女!?」

　それを見て銀髪の少女は顔を赤くする。












　十七歳にしてはウブい反応だ。

　この手の話題に慣れていないのだろうか。

　もっともタクトとて、人のことをいえる身分ではなかった。

　なにせ十六歳で人生をリセットされ、いまだ十四歳。

　合計が三十でも、人生経験は十代のまま。

　実のところ、彼女を作ったこともない。

「店長自らの営業妨害とは斬ざん新しんですね。お客様に対するそのふざけた言動をやめないと今すぐ叩き出しますよ」

「いやだわ、冗談に決まっているじゃない。タクトったら反抗期？」

「店を守るためならいつでも反抗期になりますよ。ほら、店に出たいなら着替えて着替えて」

「はーい」

　美少女が客として来てくれたことに機嫌をよくしたらしいクララメラは、鼻歌を歌いながら階段を上っていった。





　　　　　＊






「おまたせ。さあ、クララメラさんの華麗な接客をお見せするわよ」

　降りてきたクララメラは、髪と同じ水色のカットソーに、白いロングスカートという出いで立たち。

　整った容姿と相まって、まるで普通の美人のようである。

　毎日寝てばかりのぐーたら女にはとても見えなかった。

　見た目がいいのは、やはり得なのだ。

「クララメラさん……？　女神様と同じ名前？」

　少女はポカンとした顔でクララメラを見つめる。

「その女神様だけど？　なんなら証拠に、私のマギカ見せましょうか」

　そう言ってクララメラは体を淡く発光させ、そして地震を発生させた。

　それは魔術、と呼べるほど技ぎ巧こうを凝こらしたものではなく、単純な魔力の放出だ。

　力任せに、店周辺の地面を揺らしている。

　震度は三程度。

　地震の規模としては極小だが、魔力の放出だけで地面が揺れるというのが人智を超えている。

「はい、おしまい。ね、このマギカの量は人間じゃないでしょ？」

「え？　女神様？　本物……？　え、えええ!?　どうしてここにッ？」

　椅子からずり落ち、顎あごが外れそうなほど口を大きく開ける少女。

　なんて凄まじいリアクションだろうか。

　実は魔術師の卵ではなく、芸人の卵なのかもしれない。

「どうしてって。店長だからなんだけど……知らないで来たの？」

　クララメラは少女の反応に苦笑している。

「だってだって！　ハワード先生はそんなこと一言も……！」

　金魚みたいに口をパクパクさせる少女を尻目に、タクトとクララメラは「ああ、なるほど」と頷き合う。

　ハワードとは、この店の常連の一人だ。

「そういえば、ハワードさんって魔術学園の先生をしていると言っていましたね」

「人をからかうのが好きな人だから、純粋な生徒を驚かそうと思って、何も知らせずに向かわせたのね。この子のリアクションが面白いからいいけど」

「確かに面白いですね」

　そして──

　少女が話せる状態まで回復するのに、五分ほど待たねばならなかった。

　カウンターの中に椅子を三つ並べ、淹れ直したハーブティーでお茶会。

　しかし少女はやたらとクララメラを恐れ、タクトの後ろに隠れるように椅子を移動させてしまった。

　そのことにクララメラは本気で泣きそうな顔をする。

「どうして私から離れるの……何が気に入らないの……？」

「そ、そんな、だって女神様がこんな近くにいらっしゃるなんて畏おそれ多くて……ああ、申し訳ありません、同じ空気を吸ってしまって申し訳ありません！」

　少女は土下座するんじゃないかという勢いでペコペコ頭を下げる。

　一体、クララメラのどこに畏れ多い要素があるのだろうか──とタクトは本気で思うのだが、しかしこれが普通の反応である。

　タクトは十四年間も一緒に過ごして感覚がマヒしているし、常連の人たちも最初は気を使っていたが、徐じよ々じよに馴なれ馴なれしくなっていく。

　だが一般的に女神といえば、この世界の秩序を司つかさどり、人類を守って下さる大いなる存在なのだ。

　それは事実であるし、タクトもクララメラを尊敬している。

　されど同時に、一日中寝てばかりで、たまに起きてきたかと思えば家の中はおろか店の中までネグリジェでウロウロする駄目女でもあった。

「もっと気安く接してくれてもいいのよ。なんならおっぱい揉もむ？」

「へっ？　おっぱ……いえ、その、遠慮しておきます！」

　前触れなく女神がおっぱいと言い始めて、少女はかなり戸と惑まどっている。

　まあ彼女も、何度かこの店に来れば、クララメラの駄だ目めっぷりを思い知り、自然と舐めるようになるだろう。

「ところでところで。あなた、お名前は何というのかしら？」

「こ、これは申し遅れました。ララスギア魔術学園のセラナ・ライトランスです！　以後お見知りおきを！」

「まあ、これはご丁てい寧ねいに。私は女神とこの店の店長を兼業するクララメラよ」

「は、はい！　ああ、どうしよう……女神様に自己紹介されちゃった……帰ったら皆に自慢しよう、えへへ」

　少女は、見ているこっちまで釣つられて笑いそうなほどの笑みを浮かべ、両頰を手で包み、体をくねらせる。

　クララメラに自己紹介されただけでそこまで喜ぶ。理解しがたい感覚だ。なんて思いながらタクトが見つめていると、少女は視線をこちらに向ける。

　そしてクララメラも一緒になって見つめてきた。

　次はお前の番だぞということか。

「俺はタクト・スメラギ・ラグナセカ。この魔導古書店アジールの住み込み店員です。基本的に店の業務は俺がやっているので、気になることは俺に言ってください。可能な限り対処します」

「タクトくんね。よろしく。で、早速なんだけど……」

　セラナは身を乗り出し、気合いの入った表情を作り、そして語る。

　果たして何を言われるのだろうとタクトは身構えたが、飛び出した言葉は至し極ごく当然のもの。

「来たはいいけど、どんな本があるのかすら分からないから、ちょっと見て回っていいかしら？」

　そりゃそうだ、とタクトは納得し「お好きに、何時間でもどうぞ」と答える。

　なにせ来客の少ない古書店だ。

　思う存分、貸し切りにすればいい。

　ちなみに、魔導古書店アジールはさほど広くない。

　正確な数値は忘れたが、確か十五畳ほどだったはず。

　まず壁際に棚があり、それから真ん中を仕切るようにして天井まで伸びる棚が一つ。

　それだけだ。

　蔵書の数は二千冊ほど。

　床に本を積み上げれば、もっと沢山の本を扱うことが出来る。しかし、それでは見た目が煩はん雑ざつになる。

　なにより、店内を歩くのも、品物を探すのも大変だ。

　無論、それが味になっている店もあるのだが、タクトは敢あえて品数を絞しぼり、買ってもらいたい本だけを並べることにしていた。

　ゆえに、アジールに並んでいる本は全て良書だと胸を張って言える。

　壁紙は白色で、逆に本棚は濃い焦茶色で統一している。

　ランプが店内をセピア色に照らし、まるで時間が止まっているようにも見えた。

　自慢の店だ。

　タクトが来る前は、いつ仕入れたのかも分からない本が無秩序に積み上げられ、ホコリとクモの巣が支配する退たい廃はいした世界だった。

　なにせ、店長の整理整頓スキルは完全に欠落している。

　タクトがこの世界にこなければ、アジールは貴重な本を抱えたまま崩壊していたに違いない。

「ジェラルディン・フォックスの儀式魔術全集っ？　これ原書!?」

「まさか。写本です。しかし写本でも貴重ですから。二十万イエンです」

「高っ！　いや、私がこんな高度な本を買っても意味ないから、安くても買わないけど」

　ジェラルディン・フォックスは現役の魔術師だ。

　大がかりな儀式を用いた魔術を得意とし、天候を操ったり、街全体の運気を上げたりと、派は手でなエピソードが多い。

　そんな彼が二十年ほど前、九十歳にして、自分のノウハウを一冊の本にまとめ、魔術師協会に寄き付ふをした。

　そして魔術師協会は、写本を百冊ほど作り、協会員に販売した。

　その写本の、そのまた写本ですら五万イエンで取引されている。

　ちなみに原書は書かれてから二十年しか経たっていないのに、もう第二種グリモワールと化し、魔術師協会が厳げん重じゆうに保管しているらしい。

　もし市場に出たら、二億イエン以上は確実だ。

「エメリッヒ著、彼方の島……水平線の向こうにある伝説の島に行ってきた話ね。書いてることは全部デタラメだって話だけど、タクトくんはどう思う？」

「さて、どうでしょう？　しかし、この世界の大地が、この大陸とそこから見える範囲の島しかないというのは、とてもつまらないと思います」

「タクトくんもそう思う!?　そうよね、そうよね。ああ……いつかは海の向こうまで行ってみたいなぁ」

　タクトたちが住んでいるトゥサラガ王国には海がある。

　小さな漁村がいくつか点在するだけだが、それでも海がある国は、この世界に二つしかない。

　なにせ、人類の生存領域は樹の特異点ネムス・テラを中心に広がっている。

　どんなに開拓心を燃やそうと、渾沌領域に住める者は皆かい無む。最上位クラスの魔術師が短時間滞在するのが限界だ。

　よって、海があっても近海で漁りようをするのが関の山。

　そこから出航し、水平線の彼方まで冒険に行くというのは実現不可能な夢。

　だが二百年ほど前、エメリッヒという魔術師が、水平線の向こうに船出して島を見つけたと主張したことがあった。

　そのエメリッヒが書いた本が『彼方の島』である。

　エメリッヒは手書きで千冊作り、路上で配布し──徹底的にウソ吐つき呼ばわりされた。

　それでも一部に熱狂的なファンがいるため、一万イエンの値段がついている。

「シャイニングドラゴン討伐戦記。超大型ホムンクルスの作り方。ガンヴェル火山で取れる宝石を使ったアミュレットの作り方……うわぁ、タイトルからして気になるのばっかり」

「どれも十万イエンを超えていますよ。大丈夫ですか？」

「買えない……」

　セラナは潤うるんだ瞳でこちらを見てくる。

　魔導書としての十万イエンは、普通の部類なのだが。

　学生にはやはり厳しいか。

「そもそも、セラナさんはどんな本が欲しいんですか？　おおざっぱでも何かあれば、こちらからオススメも出来ますが」

「えっと……実はね。来週、学園で校内トーナメントがあるのよ」

「ああ。年に二回やる、あのお祭り騒ぎ」

　ララスギア魔術学園は五月と十一月に、生徒から志願者を募つのってトーナメントを行なう。

　校内のコロシアムに街の人も入れて、ビールや焼き鳥も販売する。

　しょせんは学生同士の魔術合戦なので大したことはないのだが、だからこそ安心して鑑賞できる。

　ララスギアの街の人々にとっては、楽しみな娯楽の一つだ。

「セラナさんなら優勝間違いなしですね」

「ありがとうタクトくん。私も優勝したいんだけど……一人、ライバルがいるのよ。そいつには絶対に負けたくないの！」

「へぇ……セラナさんのライバルですか……」

　それは意外だ。

　十七歳の若さで二重結界を越えたというのは、間違いなく天才の部類。

　てっきりタクトは、セラナが学園でぶっちぎりの成績だと思っていたのだが。

　同時代にもう一人天才がいるらしい。

「だから。一週間で強くなれる本が欲しいんだけど……ある？」

「うーん……ちなみに予算は？」

　タクトが尋ねると、セラナはモジモジと手を上げ、指を五本立てる。

「五万イエンですか？」

「……違う。五千イエン、なんだけど……タクトくん、何とかして」

「え……!?」

　五千だと？

　魔導書を買いに来たのに、予算が五千イエン？

　タクトが表情を引きつらせていると、カウンターでクララメラがケラケラ笑っていた。

　腹が立つ店長だ。

　しかし、困った。

　せっかくここまで辿り着いたセラナの頑張りには応えてあげたいが、それにしても五千。

　せめて、その三倍はないと、話にならない。

「──とりあえず俺のオススメは、これです」

「初心者魔術師を脱だつするための基礎知識……？」

　タクトが差し出した本を、セラナはいぶかしげな顔で見つめる。

「安臭いタイトルですが、分かりやすくていい本ですよ。本当は魔術学園を卒業した人が読むことを想定した本なのですが……たぶんセラナさんなら大丈夫でしょう」

　タクトは、この店に並んでいる本は一通り目を通している。

　安くて、そして初心者向けの本といえば、これが一番よいと断言できる。

　攻撃魔法も、回復魔法も、防御結界の張り方も、アミュレット作成も、材料の集め方も、まんべんなく書かれており、しかも分かりやすい。

　値段も他に比べたら極きわめて安価だ。

　出版されたのは四十年も前で、たしか一万部は出回ったはず。

　魔導書としては珍しく手書きの写本ではなく、活版印刷だ。

　だからこそ部数が多いのだが、魔術師の世界では手書き信仰が根強く、本の内容とは裏腹に評価はいまいちだった。

「本当は二万イエンですが……一万イエンでどうです？」

　セラナの頑張りと可憐さに免じて、限界ぎりぎりまでの値引き。

　駆け引き抜きに、これより下げたら赤字だというラインを提示した。

　それでもセラナは涙を浮かべる。

「うぅ……本当に五千イエンしか持っていないの……」

「いや、しかし……五千というのは、仕入れ値よりも安いので……」

　魔術学園の購買部で売っている魔導書は、それこそ本当の入門者用。

　価格は千イエンや二千イエンと低額である。

　セラナはその感覚で買いに来たのだろう。

　しかし安いということは、それだけ情報の程度が低いということに繋がる。

　他の分野ならともかく、魔導書は奥義に近づけば近づくほど高額になっていくのだ。

「お願いタクトくん……六月の頭になったら実家から仕送りが来るから……そのとき絶対に払うからぁ……」

　セラナはタクトの手を握り、うるんだ瞳で訴えてくる。

　いや、完全に泣いている。

　演技ではない。マジ泣きだ。

　泣かれたところで、これ以上の値引きは物理的に不可能。

　しかし、このまま追い返すのもまた、無理な話。

「……分かりました。セラナさんは新しく常連になってくれるかもしれない人です。それに、十七歳で森の結界を突破した才能を祝して、オマケしましょう。まず頭金に五千イエンもらって。残りは、まあ余裕のあるときに」

「本当!?」

「はい。構いませんね、店長？」

「んー、私は別に、タダであげちゃってもいいと思ってるくらいだし。しょせんは二万とか一万の本でしょう？」

　クララメラは商売人にあるまじき適当な答えを返してくる。

　相談したタクトが馬鹿だった。

　利益がどうという問題ではない。

　商売としてやっていることを無料で提供したら、それはプロとしての堕だ落らくを意味している。

　たとえ十イエンでももらわないと、古書店としての体てい裁さいが取れなくなる。

　少なくともタクトはそう考えていた。

「ほ、本当にいいのタクトくん……私、この店に初めて来たのに。もしかしたら残りの五千イエン、踏ふみ倒たおすかもしれないのよ？」

「セラナさんを信じています。それに、踏み倒したときは、店長がララスギア魔術学園まで乗り込んできますから」

「ええ、任まかせておいて。あそこの学園長は、私の熱心な信者だから。生徒一人退学にするくらい、わけないわ」

　クララメラが三杯目のハーブティーを飲みながらそう言うと、セラナは青ざめる。

「は、払う！　絶対に払うから！」

「そんなに必死にならなくても信じていますって。あと、来週のトーナメント。俺も見に行きますよ。店長は……起きているか分かりませんが」

「そうねぇ……私も自信ないわ」

　日時が分かっているのだから、頑張って起きたらいいのに。と、普通は思うところだが、クララメラくらいのぐーたらになると、自分の意志とは無関係に寝てしまうのだ。

　別に病気というわけではない。

　とにかく寝るのが好きで好きで仕方がないらしい。

「タクトくんが見に来るなら、なおさら負けられないわ！　絶対に勝つし、絶対に残りの五千イエンも払うから！」

　セラナは五千イエン紙し幣へいをタクトに渡し、買った本を大切に抱きかかえ、手を振りながら去って行った。

　タクトは店の外に出てその後ろ姿を見送ってから、彼女がちゃんと家まで帰れるよう、結界強度を少しだけ弱めてやった。
















　この世界でも活版印刷が百年ほど前に発明されており、おかげで庶しよ民みんでも手頃な価格で本を買うことが出来る。

　しかし印刷された文字や図形には魂たましいが宿らない。格調が低い。端たん的てきに言って買う気にならない──という主張は根強かった。

　そして、もっとも手書き信仰が強いのはやはり、魔術師だった。

　そこで活版印刷の代わりに魔術師が生み出したのが、写本用小型ホムンクルスである。

　形は人間そのものだが、手の平に乗る程度のサイズで、明確な自じ我がはない。

　ひたすら文字と図形を書き写すことに特化した脳を持ち、しかもキャラメル一つで十時間は働き続けるという燃ねん費ぴの良さ。

　この写本用小型ホムンクルスの素晴らしい所は、活版印刷やその他印刷技術では潰つぶれてしまうような細かいものも正確に写し取ることが可能ということだ。

　トゥサラガ王国の紙幣には、その特性を利用し芸術的と言えるほど微び細さいな模も様ようが描かれている。

　印刷で複製するのはまず不可能で、写本用小型ホムンクルスを使ったとしても、そのインクと紙を再現するのが困こん難なんを極きわめる。

　ゆえ、魔術師に言わせれば、トゥサラガ王国の紙幣は霊れい魂こんが宿っている──らしいのだが、タクトは全くそうは思わない。

　そもそも、グリモワールが魔力を放つのは、優れた魔術師が執筆したからである。誰だれが書いてもグリモワールになるわけではなく、よって手書きが至高という理屈にはならないだろう。

　それに、だ。

　タクトは本を読むのが好きだ。

　もっと沢たく山さんの本に触ふれていたい。

　そのためには、もっともっと活版印刷を活用すべきだ。

　魔導書だって内容が同じなら、写本である必要は皆かい無むとタクトは主張したい。

　魔導書以外の本は、もうほとんど活版印刷になっている。

　一体いつまで魔術師だけが古くさいことを言い続けるのだろうか──。
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　そして、とある昼下がり。

　タクトは喫茶店の野外テーブルで、文庫本を読んでいた。

　さっき普通の古書店で見つけ、百イエンで買ってきたばかり。

　まだ三ページしか読んでいないので、どんな話なのかは分からない。

　タイトルも作者も、店頭で初めて見た小説。

　何気なく手に取り、表紙に書かれていた美お味いしそうなレモンの絵に引かれて買ってしまったのだ。

　そうやって知らないジャンルの本を買い、この喫茶店で読むのがタクトの趣味である。

　リサーチせずに買うのだから、もちろん当あたり外れが大きい。

　が、それを含ふくめて楽しい。

　他の魔術師のように活版印刷を忌いみ嫌きらっていたりもしないから、選択肢は無限大だった。

「あれ？　タクトくん」

　四ページ目を捲ったとき、どこかで聞いたことのある少女の声がした。

　顔を上げて、その方向に目を向けると、ララスギア魔術学園の制服である白いローブを着て、木製の杖を持つ、銀髪の少女が立っていた。

「セラナさんじゃないですか。あの本、役にたってます？」

「たってるたってる！　読み進めるたびに知識がたまっていく感じがして凄すごいわ！　昨日とか、夜中に庭で雷撃魔術を試ためしてたら寮長に怒られちゃった」

「ああ……昨日の夜、学園の方でチカチカ光っていたのはセラナさんの仕し業わざだったんですね。それは怒られますよ」

「えへへ、ごめんなさい」

　セラナは舌をペロリと出して笑う。

　どうも、真ま面じ目めに反はん省せいしていないらしい。

　しかし、セラナにあの本を売ってから、まだ三日しか経たっていないのだが。もう実じつ践せんするところまで行ったとは驚きだ。

　もしかしたら、タクトが思っている以上に天才なのかもしれない。

　学園の購買部で手に入る魔導書で満足できなくなったのも当然だろう。

「それで、セラナさんはこれからどこに？」

「校内トーナメントに備そなえて、アミュレットを作ろうと思って。ほら、あの本の三章にアミュレットの作り方のってたでしょ。だから材料になる宝石を、テーゲル山に取りに行くのよ」

「え？　これからですか？」

「そう。これから」

　セラナは澄すまし顔でそう答えた。

　しかしテーゲル山は歩いて行くと、往復するだけで六日はかかる。

　セラナ一人で宝石を探すとなれば、更さらに何日かかるか見当も付かない。

　おまけに、セラナの姿はどう見ても、山登りをするような装備には見えなかった。

「今からじゃトーナメントまでに帰ってこられないんじゃないですか？　それに食料とかどうするんです？」

「い、急げば間に合うんじゃないかしら!?　食料は現地調達！」

「セラナさん……山を舐なめてますね」

「うっ……だって仕方ないじゃない……装備を調ととのえようにも……お金が……」

　涙目になったセラナは、呟つぶやいた瞬間に、ぎゅるるるるとお腹を鳴らす。

　あっ、と声を出し、慌あわててお腹を押さえるが、残念。もう聞いてしまった。

「タクトくんの前で……恥はずかしい……」

「セラナさん。ご飯食べてないんですか？」

「あの本買ったらお金なくなっちゃったのよ……」

「いや、しかし。学園の学食って確か、安くて美味しいと評判でしたよね。三食全て学食にすれば、食費をかなり抑えることが出来るんじゃないですか？」

「そうよ。だから今まで何とかなってきたんだけど……タクトくんみたいな可愛い子が、まさか五千イエンもぼったくるとは思っていなくて……」

「ぼったくってませんから。あと可愛いとか言わないでください」

「じょ、冗談、冗談！　そんな本気で怒らないで。怒った顔も可愛いとか思ってないから！　全然！」

　セラナは手をパタパタと振り、一生懸命、弁べん解かいする。

　しかし、ここらで一発シメておかないと、ずっと可愛い可愛いと言われ続けることになりそうだ。

　心を鬼にして、きつく怒ろう、と思った瞬間──。

　ぎゅるるるるるん！

　と、セラナのお腹が低音をかき鳴らす。

「あ、あぅ……やだどうしよう……変ね、昨日のお昼、友達にコロッケ一つ恵めぐんでもらったのに……」

　この少女は昨日の昼からコロッケ一つで過すごしてきたのか。

「……セラナさん。もういいです。何も言わずに、そこに座ってください。奢おごります」

「えぇっ!?　悪いわよ、そんな。本をまけてもらって、おまけにご馳ち走そうになるなんて……私にも一応、プライドが……」

「この二十四時間で食べたのがコロッケ一つと暴露しておきながら、今更プライドも何もないでしょう」

「違うの。そう、あれよ。ダイエット」

「セラナさん、痩やせてるじゃないですか」

「でも、着痩せするタイプだって言われたことあるわよ！」

　知るか、そんなもの。

　とにかく今のタクトは『こいつにスパゲティを食わしてやりたいんですが、かまいませんね』という気分なのだ。

「いいですかセラナさん。例えば土砂降りの雨の日。凍こごえて震ふるえる一匹の捨て猫を見つけたとします。あなたは見捨てて立ち去ることが出来ますか？」

「無理！　絶対に連れて帰るわ。うちの寮、ペット禁止だけど」

「でしょう？　俺は今、そんな気分なんですよ」

　タクトがそう告げると、セラナは眉まゆを八の字にし、悲しそうな表情になる。

「……私、雨の日の捨て猫みたいなの？」

「はい。お願いですから奢らせてください。このままセラナさんを見捨てたら、俺は一生後悔すると思います。ああ、あのとき俺が一皿のスパゲティを食べさせていたら、セラナさんは山で野たれ死なずにすんだんだろうな、と──」

「死なないわよっ！　でも、分かったわ……お言葉に甘えて、ごちそうになります」

　セラナはようやく観念し、タクトの向かい側に座る。

　タクト自身もまだ昼食を取っていなかったので、せっかくだから一緒に食べてしまおう。

「ちなみに、この店はカルボナーラが美味しいですよ。俺はそれを食べますけど、セラナさんは？」

「じゃあ私もタクトくんと同じの！」

「言っておきますけど。美味しいからって泣いて喜ばないでくださいよ。恥ずかしいので」

「泣かないわよ!?　なに、その私が泣く前提みたいな言い方！」

「だって、セラナさんよく半べそになってるじゃないですか。それに、普段まともなものを食べてない人って、何食べても泣きそうなイメージがあって……」

「半べそとかなってないし！　あとお金がないのは魔導書を買ったからで、いつもはちゃんと食べてるわ！　タクトくん、私に変なイメージもたないで！」

　と、セラナは半べそで訴うつたえる。

　その可愛い顔を眺めていると、ほどなくしてカルボナーラが運ばれてきた。

　中世ヨーロッパでは高級品であったコショウだが、このカルボナーラには、ふんだんに使われている。

　しかし特別に贅ぜい沢たくというわけではない。

　なにせ、この世界はすでに温室が発明されている。熱帯でなくともコショウの栽培が可能で、庶民でも安価に購入可能だ。

　よって珍しくも何ともないのだが、セラナには至し高こうの馳ち走そうに見えたらしく、目を輝かせてフォークを握にぎりしめた。

　ぱくぱく、もぐもぐ。

　もぐもぐ、ぱくぱく。

　とても気持ちのいい食べっぷり。

「ああ、美味しかった。ごちそうさま、タクトくん！」

「どういたしまして。六百イエンのスパゲティを奢っただけでそこまで喜んでもらえるなら、いつだって奢りますよ」

　カルボナーラを食べ終わり、食後のコーヒーを飲みながら、セラナは真夏の日ひ射ざしに照らされたヒマワリのような笑顔で礼を言ってくる。

　純粋すぎて撫なでたくなってくる少女だ。

「セラナさんって小動物っぽいって言われません？」

「い、言われるけど……タクトくんには言われたくないわ！」

　確かに、年下に言われたくはないだろう。

　しかし、セラナもタクトを「可愛い」と言うのだから、お互い様だ。

「ところで、これからどうするんです？　まさか、テーゲル山に向かうとか言いませんよね？」

「え？　行くわよ、当然。せっかくタクトくんがご馳走してくれたんだもの。カルボナーラ・パワーで一気に駆かけ抜ぬけるわ」

「そうですか……せっかくセラナさんと仲良くなれたのに、残念です。お墓参りはちゃんと行きますから、化けて出ないでくださいね」

「だから何で私、死ぬことになってるの!?」

「いや、だって。一皿のカルボナーラを食べただけで全能感を感じているような世間知らずが、アミュレットの材料になるレベルの宝石を採さい取しゆして無事に帰ってこられるわけないじゃないですか。本当にセラナさんの人生が心配です。やれやれ」

「年下の男の子に人生まで心配された!?　私のほうがお姉ちゃんなのよ！」

「その『私のほうがお姉ちゃん』って台詞せりふが、いい感じに子供っぽさを出していますね。はいはい、お姉ちゃんは偉えらいですねぇ、なでなで」

　タクトは可能な限り馬鹿にしたような声色を出し、更に手を伸ばして本当にセラナの頭を撫でてやった。

「タ、タクトくんがいじわるする……うぅぅ……でも、タクトくんがお姉ちゃんって呼んでくれるの、いいわね！　ナイスだわ！　もっと呼んで！」

　タクトは愕がく然ぜんとした。

　仮にも客である人に対し、馴れ馴れしく接しすぎてしまったと反省し始めていたのに。

　しかも、どういうわけか、喜ばれてしまった。

　前世、転生後を合わせても、これほどのアホを見たのは初めてだ。

　戦せん慄りつを禁きんじ得ない。

　知らない人について行ってしまいそうな危あやうさを感じる。

「もう二度と呼びません。反応がキモイので」

「はぁぁぁっ!?　いくら何でも酷ひどくないかしらっ？」

「じゃあ、性別を逆にして想像してみてください。十七歳の男が、年下の少女に自分を『お兄ちゃん』と呼ばせて悦えつに入いっている様子を」

「き、きもい……」

　セラナは自分が何をしでかしているのか理解したようで、サァァァと顔を青くする。

「ですよね。以上、セラナさんがキモイことの証明でした」

「反論の余地がない……どうしよう、私、そんなに気持ち悪かったんだ……気が付かなかったわ……」

　セラナは肩を落とし、死んだ目になり、口から魂が抜けていきそうなほど脱力する。

　タクトが想定していたよりもショックを与えてしまったらしい。

　少しいじりすぎた。

　これではイジメである。

「冗談ですから、そんなに落ち込まないでください。本気でキモかったら奢ったりしません。それより、どうしてもテーゲル山に行くというなら、俺も同行しますよ」

「本当!?　けど、お店は？　タクトくんがいないと駄目なんじゃ……」

「今日は店長に店番をお願いして、俺はオフなので大丈夫です」

「今日は、って……往復するだけでも何日もかかるんだけど」

「それは歩いて行った場合の話です。俺がホウキを飛ばすので、セラナさんは後ろに乗ってください。多分、今日中に帰ってこられますよ……って、どうしてふくれっ面つらになるんですか？」

　純粋な親切心で言ったのだ。

　他意など微み塵じんもなく、ゆえにセラナの反応が予想外で、タクトは戸と惑まどいを隠せない。

「だって。十七歳の私がまだ仮かり免めんなのに、十四歳のタクトくんはもう空飛べるんだなぁと思ったら……腹立つじゃない」

　仮免──といっても、もちろん自動車の仮免ではない。

　しかし、実のところ似たようなものだ。

　この世界における魔術全般は魔術師協会によって管理されており、魔術を使うには協会の発行した免許ライセンスが必要だった。

　魔術師免許を習得するには、まず世界各地にある魔術学園に入学するのが一般的な流れである。

　魔術学園に入学すれば仮免が発行され、制限付きではあるが魔術の使用が認められる。

　その制限とは、学生用魔術制御装置──通称〝見習いの杖〟を通して魔術を実行するということである。

　見習いの杖は、魔術の発動を補助すると同時に、その最大出力に制限をかける。

　ようは自転車の補助輪。

　補助輪があると車体が安定し幼児でも転ばないが、その代わりスピードが殺される。

　協会が運営する魔術学園のカリキュラムを全て終えると、本免試験への挑戦権が手に入り、それをクリアすると晴れて本物の魔術師を名乗ることが出来るのだ。

　また、魔術学園は普通の学校と違い、入学と卒業が春とは限らない。

　その時期は各人の事情と才能によって異ことなる。

　かつてタクトがいた日本の自動車学校に近いシステムだが、自動車学校は一ヶ月程度で卒業することが出来た。

　しかし魔術学園は平均して三年はかかる。

「そもそもタクトくん。いつ魔術学園を卒業したの？　私が入ったのが半年前だから、もっと前よね？　何歳のとき？　そんな小さい子があの学園を卒業したなんて話、聞いたこともないわ」

「俺は学園に通っていませんよ。仮免を飛ばして本免を受けて一発合格です」

「は？　外来受験!?　制度的には確かにあるけど、え、だって仮免がないと魔術の練習って出来ないでしょ!?」

「まあ、そうですね」

「じゃあ、タクトくん、無免許で魔術の練習してたってことっ？」

「声が大きいですよセラナさん……そういうことになってしまいますけど、俺はほら、女神の養子なので。魔術師協会もあまりうるさいことは言ってこないんですよ」

「うわぁ……ズルぅ……」

　セラナは口を尖らせ、ぶーぶー、とブーイングしてくる。

　なにせ外来受験というのは、ある種、反則的な制度なのだ。

　セラナの言うとおり、仮免なしで魔術の練習をすることは違法であり、そして練習なしで合格できるほど本免試験は簡単ではない。

　しかし、この世界には無モ免グ許リの魔術師が一定数、存在する。

　そんな連中に、魔術学園の入学費を払ってもらい、いちいち授業を受けてもらうなど、非現実的だ。

　そこで協会が苦くるし紛まぎれに作った制度が、外来受験である。

　学園の生徒より高い難なん易い度どの試験になるが、誰でも受験することが可能だ。

　この制度を利用し、魔術師協会は全ての魔術師に免許を発行することを目標としている。

　魔術師免許は、五年に一度の更新義務があった。

　更新するには、最も寄よりの魔術学園、あるいは魔術師協会の事務所に行き、事務手続きを行なえばよい。

　これにより、協会は魔術師の所在を確認し、管理することが出来るというわけだ。

　なお、魔術師にとっては免許の習得によるメリットは特にない。

　ただし、無免許のまま協会の警告を無視して活動を続けると、粛しゆく正せいされ、最悪、殺される。

　ちなみにタクトは無免許で魔術を磨みがいたのではなく、前世の力を引き継いでいるので、生まれたときから強かった。

　協会が想定しているケースとは異なるわけだが、それはタクトとクララメラだけの秘密である。

「そんなにぶーぶー言うなら、お一人でどうぞ。俺はお葬式の準備をしておきます」

「わーごめんなさい。乗せて行ってくださいお願いします」

　と、セラナはペコペコ頭を下げ、テーブルに額ひたいを擦すりつける。

　年上の威い厳げんはどこにもない。

　まあ、そんなものは初めからないのだが。
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　突然だが、おっぱいは偉大だ。

　タクト・スメラギ・ラグナセカは、前世と転生後の合計三十年目にして、ようやくその真理を体感した。

　ことの発ほつ端たんは、ホウキによる二人飛行である。

　目指すテーゲル山に行くため、タクトは近所の古道具屋でホウキを買い、後ろにセラナを乗せたのだが──それがいけなかった。いや良かった。

　十四歳のタクトと十七歳のセラナでは身長が違う。

　ゆえに、タクトの後頭部にセラナの胸部が押しつけられる形になり、大変まずい。いや凄い。

「……セラナさん。着痩せすると言っていたのは本当だったんですね」

「え？　急にどうして？」

「いえ、別に」

　どうやら本人は気が付いていないようだ。

　結構。そのまま押しつけていただきたい。

　ああ、しかし。

　厚手のローブ越しでもハッキリ分かるとは、何と大きな胸なのだろう。

　こんなにも柔らかいものがこの世にあったなんて。

「それにしても空を飛ぶって気持ちがいいのね。あ、ほら。見てタクトくん。海が見えるわ！」

　現在の高度は約五百ケメル。つまり千メートルほど。

　テーゲル山から流れる川が、海に流れ込むところまでハッキリ見える。

　王都ララスギアから放射状に延びる街道と、それを繋ぐ宿場町。

　あちこちに点在する村と、その周りに広がる畑。

　トゥサラガ王国が豊かな国であることが見て取れる風景だ。

　そして、光こう虫ちゆうの群れがおりなす光が地上から空中へと広がり、三次元的な模様を描いている。

　光虫が活発なのは、樹の特異点ネムス・テラから噴き出すマナが多い証拠。

　つまり、トゥサラガ王国は安あん泰たいということ。

　しかし──あるラインを境さかいに、光虫の姿が消えている。

　それは樹の特異点ネムス・テラのマナが届かない場所。

　クララメラの生み出す秩序が消える境界。

　こうして生存領域から見る限りは普通の草原に見えるが、一歩踏み込んだ途と端たん、火と氷と雷と毒と闇が襲いかかってくる。

　すなわち渾こん沌とん領りよう域いき。

　あの向こう側は人類の場所ではなく、他の〝何者か〟が支配するエリアだ。

　それが何なのか、タクトを含め、誰も知らない。

「あっ、私の故こ郷きようだ！」

「え、どれです？」

「ほら、あそこ！　ザーレンの町」

　セラナの指差す方向を見ると、一万人以上は住んでいそうな町があった。

　白い煙けむりがあちこちから上がっている。

　なにかの工場だろうか。

「しかし、どうしてあそこに、あんな大きな町が？」

「あれ？　タクトくん知らないの？　ザーレンの町は温泉で有名なのよ。私の家も温泉旅館なんだから」

「へえ。そう言えば、そんな町があると聞いたような気がします。こんど機会があれば泊とまってみたいですね」

「どうぞどうぞ。あ、でもそれってタクトくんが私の実家に泊まるってことよね……なんか照れくさいわ……」

　などと言ってセラナはモジモジ動く。

　おかげ様で胸も動き、タクトの後頭部を包つつみ込こむ。

　ずっとこの感触を味わっていたい。

　だが残念ながら、もう目的地に着く頃だ。

　帰りにまた楽しもう。

「降下します」

「分かったわ。それにしても、本当に一っ飛びだったわね。音速超えてる？」

「倍くらいです」

「凄すぎる……自信なくす……」

　風圧を円えん錐すい状の防御結界で防ぎ、同時に空気抵抗を減らしている。

　やっていることは技術的に大したものではなく、単純に出力の問題だ。

　だからこそ誰にでも出来ることではない。

　規格外の魔力を有するものでなければ、音速突破は難しい。

　もっとも、タクトが本気を出せば更に速く飛べるのだが、そうすると本当に一瞬で渾沌領域まで行ってしまい、セラナが即死するので手加減している。

「まあ、セラナさんならそのうち出来るようになりますよ。それより、しっかり摑まってください」

　セラナは言われたとおりタクトの腹に回した腕にギュッと力を込める。

　胸もギュッと押しつけられる。

　いつもよりゆっくり降下しよう──と、タクトは決心した。
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　テーゲル山は標高約千ケメル、つまり二千メートルほどの火山だ。

　ここ千年ほどは噴火していないが、大昔の噴火により地中深くの宝石が飛び散ったという。

　おかげで穴を掘ほらずとも、そこら辺に宝石が転がっている夢のような場所になっていた。

　しかも、直径十センチや二十センチという非常識な大きさのダイヤがゴロゴロと。

　宝石業者が見たらヨダレが止まらなくなるような光景だ。

　かつて、そこに目を付けた十人の魔術師がいた。

　彼らは宝石を一つずつ拾ひろい集あつめるのをわずらわしく思い、宝石が自分から集まってくるようにしようと企たくらんだ。

　大規模な儀式魔術を決行し、宝石に人工精霊を憑ひよう依いさせ、自律行動を取らせることに成功したのだ。

　その結果、宝石は暴走した。

　自分たちの身を守るため、採集しに来る人間を攻撃するようになってしまった。

　今でもその十人の魔術師は、諸しよ悪あくの根こん源げんとして語かたり継つがれている。

「ねえ、タクトくん。宝石が襲いかかってくるって、どういうふうに襲ってくるの？　体当たりでもされるのかしら」

「え……セラナさん、知らないで来たんですか？　無む謀ぼうですね」

「だって、しょせんは宝石でしょ」

「しょせんって……」

　魔術師にあるまじき台詞といえよう。

　なにせ宝石は、マナ密度が最も高い物質だ。

　ほんの少し加工してやれば、半永久的にマナを放ち続ける。

　便利であると同時に、扱あつかいには細心の注意が必要で、一つ間違えれば、この山のような有様になってしまう。

「あまり舐めてかからない方がいいですよ。マナを使って巨大化し、人型になっていますから」

「え、大きくなってるの？　お得じゃない！」

「でも、倒すと小さくなります」

「ちぇ、残念ね」

「そうそう世の中、甘くありませんよ。まあ、とりあえず歩いて探しましょう。そのうちエンカウントすると思います」

　タクトたちが降り立った場所は、山の中腹。

　ブナの森の中だ。

　平地のほうは近頃かなり暖あたたかくなってきたが、ここは標高が高いのでまだまだ涼すずしい。

　しかも木が日光を遮さえぎっているから、肌寒いくらいである。

　雪がちらほら残っているほどだ。

　また、テーゲル山には岩肌ばかりの場所や、洞窟などもある。

　そういった場所のほうが宝石も数多く棲息しているが、取り囲まれると厄やつ介かいだ。

　無論、タクト一人なら全く問題ない。

　しかし、今日はセラナの用事で来たのだから、セラナが自分で戦うべきであり、タクトはあくまでサポートに徹てつするつもりだ。

　よって、セラナでも勝てそうな状況を作るのが道理だろう。

「それにしてもタクトくんって、本当に凄いのね」

「何がです？」

「だって、そのホウキ、飛行用のじゃなくて普通のホウキでしょ。なのに人を乗せて飛べるなんて」

　確かに、タクトが肩に担かついでいるホウキは、古道具屋で買った何の変へん哲てつもないホウキだ。

　だが、魔術道具屋に行けば、あらかじめ魔術回路を組み込まれた、飛行用のホウキというものが売られている。

　約二十万イエンと高額だが、魔術回路のおかげで魔力を流すだけで飛ぶことが出来る。

　非常にお手軽なのだ。

　しかし多くを魔術回路に依存しているため、そのぶん自由度が少ない。

　人馬一体の爽そう快かい感かんが足りないとタクトは考えている。

　そもそも本来、空を飛ぶのにホウキが必ひつ須すというわけでもないのだ。

　なぜか多くの魔術師が、ホウキに跨またがった方が精神統一しやすいとか、そのほうが格好いいとかいう理由でホウキを使っている。

　別に空飛ぶ絨じゆう毯たんでも、空飛ぶ物もの干ほしざおでも何でもいいし、それこそ身一つで飛んだっていい。

　むしろタクトは普段、空を飛ぶ用事があれば、何も使わずに飛んでいる。

　今日は後ろにセラナを乗せるため、ホウキをわざわざ買ったのだ。

「私も飛べるようになりたいなぁ」

「セラナさんなら、ちょっとしたコツさえ摑めばすぐだと思いますけど」

「ほんと？　どうやるの？」

「そうですね。俺は自分の体に糸がついていて、それで引っ張り上げられるイメージで飛んでいますが」

「意外と簡単そう！　やってみるわ！」

　セラナは目をつむり、精神統一。

　マギカを練り上げ、見習いの杖に流す。

　杖は魔術の実行を補佐しつつ、仮免のレベルを超えた出力が出ないよう制御する。

　もっとも、空を飛ぶだけの魔術では、出力制限は働かない。

　音速突破を目指すとなれば、話はまた変わってくるが。

「あ、凄い！　本当に浮いてる！　タクトくん、私の体、浮いてるわ！」

　セラナは直立の姿勢のまま、ゆっくりと地面から離れていく。

　興奮しているらしく、手をパタパタと羽ばたくように振り回す。

「本当に凄いですよ、セラナさん。まさか一発で成功するとは思いませんでした。けど……それ以上高度を上げると……」

「上げると？」

「パンツ、見えますよ」

「へ!?　やっ、タクトくん見ちゃ駄だ目めッ！」

　そこで集中力を切らして落ちてくればよかったのだが。

　なぜかセラナは逆に魔力を強めてしまい、逆バンジージャンプのように、空へ向かって勢いよく飛んでいく。

「きゃああああああ！」

　学生にしては凄い魔力だ。

　やはり天才。

　しかしアホ。

　見習いの杖のリミッターが働いたおかげで雲の上までは行かないものの、それでも五十メートルは飛んでいる。

　受け止めてやらないと、即死は確定。

「とっとっと──」

　タクトは落下地点に移動し、両手を広げてキャッチ。

　セラナはスカートを両手で押さえた姿勢のまま、タクトの腕の中に収まった。

「お帰りなさい、セラナさん。空中旅行はどうでした？」

「よ、よく分かんなかったけど……受け止めてくれて、ありがとう……でもタクトくん、パンツ見てないわよね!?」

　気にするところはそこか。

「……見てませんよ」

「本当に本当ッ？」

「はい。しかし次からは……スパッツとか穿はいたほうがいいかもしれませんね」

「うぐっ、やっぱり見えたのね……！　恥ずかしい……お嫁に行けないよぉ……！」

　セラナは手で顔を覆い、半べそではなく、ガチ泣きを始めてしまった。

　パンツくらいで大げさな人だ。

「そんなに泣かないでくださいよ。見たことは謝りますから……ほら、行きましょう」

　歩いていれば、そのうち宝石のほうから現われるだろうと考え、タクトはあてもなくブナの森をウロウロする。

　その十歩ほど後ろを、セラナが無言で、スカートをギュッと押さえたままついてくる。

　顔はリンゴのように真まっ赤か。

　ずっとモジモジしていて、かなり怪しい人だ。

「いつまでそんな後ろを歩いているんです？　となりに来たらいいじゃないですか」

「でも……タクトくん、もうパンツ見たりしない……？」

「見ませんよ。というより、セラナさんが勝手に空を飛んで露出したんじゃないですか。年下の少年にパンツ見せつけるなんて、セラナさんは変態なんですね。失望しました」

「べ、別にわざとじゃないし！」

「はいはい。分かってます。俺も忘れますから、セラナさんも普通にしてくださいよ。そうやってモジモジしているほうが逆に変ですよ」

「だって……」

　もじもじ。

「だってじゃありません。子供ですか、あなたは」

「十七歳は子供よ！」

「けど、俺よりはお姉ちゃんなんですよね？」

「……タクトくん、どうして真顔でイジワル言うの？　もしかしてサドっ気あるの？」

　どうしてそういう話になるのだろう。

　タクトは当たり前のことを言っているだけなのだ。

　せっかく一緒に来たのに、ずっと後ろをついてこられては、気まずくてしかたがない。

　そもそも、仮にも年上なのだから、もっと堂々とするべきだ。

　まあ、可愛いからいいのだが。

　などと、タクトが不ふ埒らちなことを考えていると。

　セラナの背後に、突とつ如じよ、真しん紅くの巨体が出現する。

「セラナさん、危ない！」

「え!?」

　叫んだところで彼女が避さけられないのは分かっている。

　ゆえにタクトは走り、セラナを抱き上げ、跳ちよう躍やく。

　一瞬後、元いた場所に、巨椀が振り下ろされた。

「な、何あれッ？」

「あれが宝石ですよ。八百年ほど前、十人の魔術師が行なった儀式によって、ああなってしまったんです」

　木の枝の上に着地したタクトは、そこにセラナを降ろし、眼下を見下ろす。

　そこにいたのは、全長五メートルほどの巨人だった。

　全身が真紅。ガラスのように透き通っており、粗あらく削けずりだした彫ちよう刻こくのように角かく張ばった形をしている。

　そんな代しろ物ものが、意志を持っているかのごとく動き、タクトとセラナを見上げてくる。

「さっきまで気配もなかったのに！　木の陰かげに隠れていた……ってわけでもなさそうね？」

「ええ。あの巨体が身を隠せるような木は見当たりません。この山の宝石はそうなんですよ。普段は小さな宝石として転ころがっているのに、いざ人が近づくと、ああやって大きくなって人型になるわけです。あれは、ルビーですかね」

　そう言っている間に、ルビーの巨人はタクトたちがいる木を、力尽くで薙なぎ倒たおす。

　わずか一撃でブナの木は根元から折れ、無数の破は片へんとなって吹き飛んだ。

　その寸すん前ぜん、タクトはセラナを抱いて枝を蹴る。

　そのまま巨人の腕が届かない高度まで上昇し、空中で静止した。

「なかなか強い奴が出てきてしまいましたね。それだけ質のいいルビーなのでしょうが……セラナさん、あれに殴なぐられたら死にます？」

「どうして疑問系なのよ！　死ぬに決まってるじゃない！」

「いや。俺は死なないので」

「タクトくん本当に人間!?」

　酷い言いぐさだ。

　別にタクトに限らず、ある程度の魔術師なら、あの程度のパンチ、防御結界で防ぐことが出来る。

　むしろ、セラナにも出来るのではなかろうか。

　店に入った瞬間に倒れたとはいえ、あの二重結界を越える力が既すでにあるのだ。

　全身全霊で、刺し違える覚悟で挑いどめば、倒せるかも知れない。

「セラナさん。あなたが使う宝石を取りに来たんですから、あなたが戦うべきだと思いませんか？」

「えぇっ？　いや、私もその考え方に同意だし、さっきまでは実際そのつもりだったけど──あれは無理無理！　死んじゃう死んじゃう！」

「大丈夫ですよ。何事も経験です。俺、セラナさんをスパルタで育てるつもりなので」

「何で年下の男の子に育てられなきゃいけないの私!?　あっ、手を離さないで、う、うわああああお母さあああああんっ！」

　セラナは絶叫虚むなしく、真まっ逆さかさまに落ちていく。

　常人がこの高さから落ちたら骨折は免まぬがれない。が、見習いとはいえ魔術師のセラナは、激突の直前に魔力を噴射して減速。更に肉体強化の魔術を使い、何事もなかったかのように転がって立ち上がる。

　そして目の前に立つ巨人を見て再度絶叫していた。

　もちろん、タクトも鬼畜ではない。

　そのまま一対一で戦わせるような真ま似ねはせず、しっかり空中から援えん護ごするつもりだ。

「アサルトバインド。マナドレイン」

　タクトは二種類の魔術を、杖やアミュレットの補助もなく同時に実行し、ルビーの巨人に叩き付けた。

　アサルトバインドは、拘束系の魔術。

　対象の動きに制限をかけ、究極的には完全に停止させる。

　しかもアサルトバインドは、時間の経過と共に相手を締しめ付つけ、物理的なダメージも与えていく。

　マナドレインは、吸収系の魔術。

　その名の通り、効果範囲内のマナを吸い上げ、自分のものにしてしまう。

　相手を弱体化させ、逆にこちらは強化されていくという、強力な技だ。

　コントロールをしくじると逆流し、むしろ損そんをすることすらある高難易度の技だが、一度はまれば格上に勝つ可能性も出てくる。

　タクトは転生してから格上など見たことも聞いたこともないので、なければなくてもいい魔術だと思っていた。

　しかし、今、セラナの相手として手頃なレベルまで巨人を弱体化させるのに役立っている。

「ちょっとタクトくん！　そんな高等技術の見本市みたいなことしてなくていいから。どうして倒すより難しいことしてるのよ！」

「それはもちろん、セラナさんに頑張って欲しいからですよ。ほら、ファイト。怪け我がをしそうになったら助けるんで。安心してください」

「ひゃあああ！」

　そして巨人は、セラナを踏み潰すようにして突進していった。

　セラナは悲鳴を上げながらも、タクトが捨てたホウキを拾い上げ、それに跨またがり高速離陸。

　先程は制御できずに醜態パンツを晒していたのに、今度はベテランのような動きだ。

　迫る巨人の股またを潜くぐり抜け、更に木々の隙すき間まを駆け抜け──攻撃魔術を放つ。

「撃ち抜け！　サンダーヘキサ！」

　セラナの突きだした杖の先端が放電を始め、そこから六本に分かれた雷が巨人目がけて走る。

　鈍どん重じゆうな巨人はそれを回避することが出来ず、六本の全てが直撃した。

　当たった場所が爆はぜ、紅あかい破片が飛び散り、空気中で霧む散さんして消えていく。

　それでも巨人はセラナへの猪ちよ突とつを止めない。

　それに対しセレナはホウキから飛び降り、杖を両手で構える。

「ライトニング・ブレードッ！」

　すると杖の先から蒼い光が発生し、一直線に伸びる。












　刃渡り十メートルを超える、プラズマの剣──。

　タクトは目を大きくし、我を忘れて見とれてしまった。

　なぜなら、魔力で形を作り、一カ所にとどめておく技は、単純に放出するよりずっと困難だ。

　その魔力量が増えれば増えるほど、正比例して難しくなっていく。

　セラナが作った剣は、ルビーの巨人を一刀両断にするだけの力を有していながら、まるで崩くずれる気配がなく──そして、そのまま振り下ろされ、敵を斬きり伏ふせた。

　なんて綺麗な魔力光。

　出力とか、魔術の練度とか、そういった理り屈くつを超えた、華があった。

　手本のような縦一文字斬り。

　それは息を飲んでしまうほどだった。

　なぜ、こうまで目を奪うばわれる？

　それは恐らく、今の技が魔術ではなく、剣術に属しているからだろう。

　タクトとて剣が素人しろうとというわけではない。

　しかし、セラナの一撃には、明らかに超一流の煌きらめきがあった。

「やった！　私、勝ったのね！」

　セラナは地面に着地し、プラズマの刃を消した。

　そして、ゆっくりと倒れていく巨人を見ながら、嬉しそうにピョンピョン跳ねる。

　ところが──

　真っ二つになったはずの巨人は、瞬またたく間に再生し、セラナを押し潰そうと手刀を垂直に振り下ろす。

　セラナはそれに気付いたが、反応が間に合わず、死相を浮かべる。

　しかし、タクトからすれば鼻歌を歌う余裕すらあった。

　指を鳴らして魔術を発動。

　まず地面から氷柱つららを生やして巨人を閉じ込め、

　間かん髪はつ容いれずに晴天の空から落雷をぶち当てた。

　氷は粉こな微み塵じんに飛び散り、中にいた巨人も同様に砕くだけ、そして溶けるように消えていった。

「大丈夫ですかセラナさん？　巨人はもう死にましたよ。どうして座り込んでいるんです？」

　なぜか知らないが、セラナは巨人が吹っ飛んでから尻しり餅もちをついた。

　タクトはそんなセラナの前に降り立ち、手を伸ばして助け起こす。

「だって……タクトくんの早業を見たらビックリしちゃって……タクトくん、やっぱり凄いなぁ」

「今のは真面目に頑張ればセラナさんも出来るようになりますよ」

「……タクトくんも頑張ったの？」

「それは……」

　この程度の攻撃魔術、地球では序じよの口くち。

　使えたところで魔族への有効打にはならず、ゆえに使えて当然。自慢にもならない。

　才能がない者は、頑張る前に魔族に体を乗っ取られてしまうのが地球での戦いだった。

　しかし十四年前、タクトは魔王を倒し、魔族を滅ほろぼした。

　そして地球は平和になった──はずなのだが。

　はたして今、どうなっているのだろう？

「タクトくん？　どうしたの、ぼんやりして」

「いえ、何でもありません。それより、宝石を回収しましょう。あれだけの強さです。きっと大きな宝石がコアになっていたはずですよ」

　だが、タクトの予想は外れてしまった。

　てっきり、直径十センチくらいの塊が転がっていると思ったのに。

　巨人がいた場所に落ちていたのは、小さなルビー。

　もっとも、小さいといっても三センチはあった。

　ペンダントにするには、丁度いい大きさだろう。

　それが二つ。

　仲むつまじい恋人のように、寄より添そって地面に落ちていた。

「なるほど。二つのルビーがコアになっていたから復活したんですね。これは珍しい」

「珍しいってことは、高く売れるの？」

「いえ。巨人の構成が珍しいだけで、倒して普通のルビーに戻した以上、関係ありません」

「なーんだ」

　セラナはがっくりと肩を落とす。

　しかし、アミュレットに使う宝石を探しに来たのであって、一ひと儲もうけするためではない。

　気持ちは分かるが、落ち込むのは筋違いだ。

「さあ、帰りましょう。二つ手に入ったんだから、一つは売って生活費の足しにしたらいいじゃないですか。たぶん五万イエンくらいにはなるんじゃないですか？」

「え？　一つはタクトくんのでしょ？」

　セラナは不思議そうな顔でそう言った。

「いいんですか、もらっても」

「いいも何も。タクトくんがいなかったら私、勝てなかったし。そもそも辿たどり着つけてなかったし。むしろ本来、二つともタクトくんの物だと思うんだけど」

「いやいや。セラナさんが使う宝石を取りに来たんですから、二つとも俺がもらってしまったら、何をしに来たのか分からないじゃないですか。でも、そうですね。せっかくなので、一つもらいましょうか」

　タクトとセラナは、それぞれルビーを手に持って、空にかざしてみた。

　まだカットされていない原石だが、それでも十分に美しい。

　これを街の宝石店に持っていき加工してもらい、それから自分好みの魔術回路を組み込めばアミュレットの完成だ。

「綺麗ね。お店で買ったら私の一ヶ月分の生活費がなくなるのに。こんなに簡単に手に入るなんて……ねえタクトくん。もう何個か手に入れてから下山しない？」

「セラナさん。だんだん図ずう々ずうしくなってきましたね」

「うっ……だって！　宝石がお金になれば、私はご飯食べられるし。本のローンも払えるし」

「でもセラナさん。一対一だと宝石に勝てないでしょう？」

「それは……そうなんだけど」

　つまり、タクトが戦わねばならないわけだ。

　セラナがアジールに払う代金を、アジールの店員であるタクトが稼かせいでしまっては、もう何が何やら分からない。

「第一、宝石の乱らん獲かくは駄目ですよ。ある程度の数を保っておかないと絶ぜつ滅めつしてしまいますから」

「え、ちょっと待って。まるで宝石が繁はん殖しよくするみたいな言い方じゃない？」

「繁殖、するらしいですよ。誰も見た人はいませんが。一時期、このテーゲル山で宝石を狩ることがブームになったらしいんです。それであらかた狩り尽くして、ブームが過ぎて。それから百年くらいしてから、とある魔術師が調査のために登ると……」

「登ると……？」

「増えていたらしいです。宝石の数が、明らかに」

「うっそだぁ！」

「俺も半信半疑ですが。そういう記録が残っているんですよ。以来、魔術師の間では、テーゲル山の宝石は乱獲しないと、そう暗あん黙もくの了りよう解かいが出来たんです。セラナさんも一人で戦えるようになっても、むやみに狩ってはいけませんよ」

「分かったわ……それにしても……宝石ってどうやって増えるのかしら。産卵、とか？」

「かもしれません」

「宝石の貴重な産卵シーン！　見たい！」

　タクトだってもの凄く見てみたい。

　しかし、ずっと山に泊まり込み、宝石が繁殖している現場に出くわすまで待つのは骨が折れる。

　流石さすがにそこまで暇ひまではないのだ。

「興味があるなら、セラナさん。卒業したらテーゲル山の宝石の生体調査をしたらいいんじゃないですか？　本にまとめたら売れるかも知れませんよ」

「それいいかも！　タクトくんのお店でも扱ってくれる？」

「うちは古書店ですから。売れてもセラナさんには一イエンも入りませんよ。それでもよければ」

「あっ、そっか。じゃあ駄目。誰かが売りに来ても突き返して」

「営業妨害ですよ。訴えます」

「タクトくぅぅぅんっ！」
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　そして再びセラナを後ろに乗せ、タクトはホウキを飛行させていた。

　当然、後頭部にはおっぱい。

　これだけで今日の労働は全て報むくわれる。

　おまけにルビーを一つもらったのだから、文句などあるはずもない。

「今日はタクトくんにお世話になりっぱなしだったわ。というか、最初に出会った日もそうだったけど。私のほうが年上なのに……」

　心配無用。

　今タクトは後頭部でお姉さんの魅力をたっぷり味わっている。

「それはそうと。セラナさんはどうしてあんなに剣が上手なんですか？」

「え？」

　さっきから気になっていたことを尋ねると、おっぱいから──否いな、セラナから意外そうな声が帰ってきた。

「え、じゃないですよ。巨人を両断した縦一文字斬り。あれ魔術師の動きじゃなく、完全に剣士になっていましたよ。セラナさん、もしかして、その杖を捨てて剣一本になったほうが強いんじゃないですか？」

　魔術で作った刃を『振り下ろす』という、ただそれだけの動作。

　なのに、タクトは目を奪われた。

　あまりにも技術が隔かく絶ぜつしすぎていて、タクトにはどう凄いのか説明できないほどの達人。

「……タクトくんはやっぱり凄いね。私が魔術より剣のほうが得意だって、一発で見抜いちゃった」

　彼女はそう呟き、タクトの腰に回した腕に力を込める。

「私の実家ね。温泉旅館やってるって言ったでしょ？　けど、その前はお父さんもお母さんも、ダンジョン探索で生活してたんだって。剣持ってさ」

「へえ。それは……かなり凄いですね。お世辞抜きで」

　タクトは本心から言った。

　当たり前の話だが、この世界では剣士より魔術師のほうが強い。

　それも、圧倒的に。

　魔術師は魔術によって肉体を強化し、獣を超えた動きを可能とし、更に空を飛び、火を放ち、雷を操り、大気を凍いてつかせ、光線で狙撃する。

　ようは超人だ。

　練度にもよるだろうが、基本的に魔術師はそうでない者に負けたりしない。

　だからこそセラナの両親が、剣という武器でダンジョン探索を行ない、あまつさえ生せい計けいを立てていたというのが畏い怖ふに値あたいする。

　この世界には、いくつものダンジョンが存在する。

　それは山の洞窟だったり、滝の裏だったり、湖の底だったり、古代遺跡だったり。

　生存領域、渾沌領域を問わず、無数に。

　誰も数を把は握あくできないほどに。

　その多くは、地下へ地下へと続いていく構造になっている。

　近年、人間の手によって作られたダンジョンもあるが、いつ誰が何の目的で作ったのか分からないものがほとんどだ。

　内部には、危険な野生動物が棲息していたり、古いマジックアイテムが魔物化して徘はい徊かいしていたりと、実に剣けん呑のん極きわまっている。

　しかし同時に、魔物を倒せばマジックアイテムが手に入るし、誰かが隠した財宝の類たぐいなども見つかったりする。

　ハイリスクに見合うハイリターンがある以上、命を懸かけてダンジョンに潜もぐる者はあとを絶たたない。

　実際、それによって見つかったマジックアイテムや魔導書は数知れない。

　無論、命がけ。

　生存率を上げるには、戦闘力の増強は必至。

　ゆえに魔術師こそがダンジョン探索に最良──なのだが。

　魔術ほど才能に左右される技術はないだろう。

　努力次第で誰もが上を目指せるというものではない。

「失礼ですが、セラナさんの両親は魔術の才能は？」

「全然駄目だったみたいね。じゃなかったら剣士なんて選ばないもの。というか、普通は魔術の才能がないと分かった時点で、強くなることを諦あきらめる。けど、私のお父さんとお母さんは馬鹿だから。どうしても強くなって、冒険したかったんだって。子供よねぇ」

　馬鹿。子供。

　そう言いながらも、セラナの声色は、どこか誇ほこらしげ。

　事実、凄いことなのだ。

　いくら剣術を磨こうと、人間は人間。

　普通はクマやトラにも敵かなわない。

　しかしセラナの両親は、ダンジョン探索を生業なりわいとしていた。

　つまり魔物を剣で狩っていたのだ。

「それがどうして温泉旅館を始めたんです？　ダンジョン探索は収入がいいと聞きますよ」

「うーん……二人が言うには、歳には敵かなわないんだって。二十代前半までは良かったらしいんだけど、三十歳が近づくにつれ、出来ていたことがだんだん出来なくなってきたって言ってた。他人からは分からないような、わずかな反応。わずかな重心。わずなか太た刀ち筋すじ。ちょっとずつ、ずれていく。それで、無理って思ったみたい」

「なるほど。魔力は才能次第で全盛期を延長できますが……体力はそうもいきませんからね」

「そうね。あと、やっぱり、ここ一番ってときにどうしても魔術師に勝てないのが、悔くやしかったんだって。だから引退」

　まあ、そうなるだろう。

　一瞬だけでも魔術師と張り合えていたことが異常なのだ。

　それを生しよう涯がい続けるなど、夢のまた夢。

「じゃあ、セラナさんの剣技は、ご両親に教わったんですね」

「そういうこと。私がねだって教えてもらったんだけど、そこそこ才能あったみたいで。途中からは二人のほうが熱心になっちゃって」

　と、セラナは楽しげに語っていたのに。

　不意に言葉を切り、そして重く沈しずんだ声色になってしまう。

「けど、お父さんとお母さんが言うには、私はまだまだ甘いんだって。二人とも十五歳の頃にはダンジョンに潜っていたけど、私には無理だって。うん、私もそう思う。私の才能は、二人には遠く及およばない」

「……そういうもの、なんですか」

　タクトには分からない世界だ。

　セラナの斬撃ですら、神かみ業わざに見えた。

　それが甘いと。

　真の達人がそう言ったらしい。

　そして、そんな達人ですら、ダンジョン探索を引退せざるを得なかったという現実。

「才能のない私は、どうしたらいいんだろう？　温泉旅館を継つげばいいのかしら？　色々考えてみたけど、私も自分を試してみたい。最終的には諦めるかも知れないけど……それでもダンジョンに潜ってみたい。あの強いお父さんとお母さんが諦めてしまった場所ってどんなところなのか見てみたい。だから魔術学園に入ったの。幸いにも私、魔術の才能がそこそこあるみたいだから。剣の修業を続けるより、そっちの方が伸びしろあると思うの」

　両親の跡を継ぐ。

　ただし、旅館でもなく、剣技でもなく──ダンジョン探索という最も走そう破は困こん難なんな道を継ごうとしている。

　悲痛な覚悟。というわけではなく。

　両親が昔やっていたことだから、何となくやってみたい。

　その程度の動機であり、人生の指針を決めるには、おそらくそれで十分。

　なにせこの世界は、魔王の侵攻を受けているわけでもなく、放射線除去装置を持ってこなければ滅びるわけでもなく、謎の疫えき病びように冒されているわけでもない。

　誰が何をしようと自由なのだ。

　個人の選択や生き死にで、世界が変わったりはしない。

　つまり、ここは平和な世界──。

「目標があるのはいいことです。しかし、ダンジョンに潜るなら、さっきの巨人くらいは片手で倒せるようにならないと」

「やっぱり？　先はまだまだ遠いわね……早くタクトくんみたいに強くならないと」

　セラナは深刻そうにため息をつく。

　だが、タクトはその言葉に疑問を持ってしまった。

　確かにセラナがタクト並の力を得るにはまだまだ遠い──というより、この世界の人間には不可能なことだ。

　されど、ダンジョン探索をするための力となれば、そう遠くない未来に辿り着くはずだ。

　それこそ、一年以内とか。そういうすぐ先の未来。
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　歩いて行けば、往復だけで六日はかかるような場所。

　そこに食料も持たずに出発し、宝石を探し、討とう伐ばつするというガバガバ過ぎる計画。

　一週間後の校内トーナメントに間に合わないのは確実で、下手をすれば人ひと気けのない山に死体を晒すはめになったかもしれない。

　しかし、タクトが送迎したおかげで、日が沈しずまないうちに帰ってくることが出来た。

　今からなら宝石店が閉店する前に駆け込むことが可能だろう。

「ああ、あれです。俺の行きつけの店」

　職人通りにある、小さな宝石店。

　加工から販売まで一いつ括かつして行なう、個人商店。

　店主の商才はともかく、技量は極上である。

　まだ三十代の青年が店主だが、彼にかかればどんな原石も美しくカットされ、指輪でもペンダントでも、材質を選ばず作ってくれる。

「けどタクトくん。ルビーをペンダントにしてもらうのもお金がかかるのよね……？　私、無一文なんだけど」

「そんな必死にアピールしなくても知っていますが……急にどうしたんです？」

「ちょっと、そんな本気で戸と惑まどった顔しないでよ！　私がお金ないの自じ明めいの理りみたいな反応しないで！」

「自明の理ですよ」

　本当に、何を今更という気分でタクトは答える。

「違うわ！　事実だけど、自明の理じゃない！」

「じゃあ、いますぐ残りの五千イエン。耳を揃そろえて払ってくださいよ」

「タクトくんが虐いじめる！」

　またセラナは半べそ。

　面白くて可愛い。

　しかも剣技と魔術の才能に溢あふれている逸いつ材ざいだ。

　その成長を見守るのは──少々不ふ謹きん慎しんな言い方になるが、最高の娯楽だろう。

「虐めてません。五千イエンは待ちますし、ルビーの加工代も俺が払います」

「え……ええ!?　駄目よタクトくん！　そこまでしてもらったら、私、タクトくん無しじゃ生きていけない人間になっちゃうわ！」

「何を大げさな……じゃあ、分かりました。出世払いで返してください。いつかセラナさんが大魔術師になって、お金に余裕が出来たとき結構ですから」

「わ、分かったわ！　絶対ビッグになってタクトくんにお金払う！」

　セラナはグッと拳を握りしめ、沈む夕日に誓ちかった。

　通りを歩く人たちが、何事かと見つめてくる。

　かなり恥ずかしい。

　セラナの羞しゆう恥ち心しんはぶっ壊れているので大丈夫かも知れないが、タクトは常人なのだ。

　勘かん弁べんして欲しい。

「ほら、セラナさん。そんなところで気合いを入れなくてもいいですから、早く店の中に入りましょう」

「タクトくんが強ごう引いん！　そんなに急がなくても宝石屋さんは逃げないでしょ？」

「逃げなくても閉店はしますよ」

「あ、そうか」

　言われて初めて気が付いたような反応のセラナは、タクトに引っ張られるまま、宝石店に入っていく。

　店内は宝石店にもかかわらず、あまりセレブな雰ふん囲い気きがない。

　そもれもそのはず。

　店主が、貴族や富豪の類いと顔を合わせるのを、病的なまでに嫌っているのだ。

　裕福そうな者が来店した瞬間に激げつ昂こうし、追い返してしまう。

　端たん的てきに言って変人。

　その分、値段が安いのが魅力だ。

　そうでなければ、タクトも変人とかかわろうとは思わない。

「おおっ？　タクトじゃねーか！　どうした、今日は彼女連れかぁ？　お前もちゃんと男なんだなぁ」

　そうシミジミ語る店主は──ハゲだった。

　筋肉質で、クマやゴリラとも素す手でで殴り合えそうな立派な体格。

　男として憧あこがれるが、しかしハゲ。

　三十代なのに既にハゲ。

　毛もう根こん尽ことごとく壊かい滅めつ。

　一点の曇くもりなくツルツル。

「彼女じゃありませんよ。うちの店のお客さんです。今日はアミュレット用の宝石加工の依頼に来ました」

「ああん？　なんだ彼女じゃないのか。つまらんなぁ……いやいや！　何であれお客さんには変わりない。ようこそダウエル宝石店へ、お嬢じようさん。宝石にかんすることなら何でもお申しつけください」

　店主のドミニク・ダウエルは、その外見からは想像も出来ないほど気さくな声で、セラナに話しかける。

「は、はじめまして！　セラナ・ライトランスです！」

「おう、よろしくな。で、どの宝石を加工したらいい？」

　タクトとセラナは、それぞれのルビーをカウンターの上に乗せる。

　店主はそれを虫むし眼鏡めがねで観察し「いいルビーだ」と呟く。

「それで。アミュレットってことはペンダントか？」

「ええ。どちらも装飾は金でお願いします。それでいいですねセラナさん？」

「う、うん……タクトくんに任まかせる、けど……」

　セラナは妙みように遠えん慮りよがちだ。

　しかしアミュレットならペンダント型が一番使いやすいだろう。

　特にこの大きさの宝石になると、指輪にしたら邪魔になってしまう。

「ま、明日の今頃までには出来るだろう。代金は……二つ合わせて一万イエンでいい」

「安すぎますよ、ダウエルさん。それじゃあ材料費にしかならないと思いますけど」

「うるせぇ！　俺がいいと言ったらいいんだ！　子供は黙だまって従したがえ！」

　とんでもない暴言だ。

　しかし、安くしてくれるのだから、従わないほうが損というもの。

　大人しく一万イエン紙し幣へいを出し、店を後にする。

「まったく……悪い人じゃないんですけど。むしろいい人なんですけど。見た目と口調が乱暴なのがたまにきずです」

　通りを歩きながら、タクトはセラナに話しかける。

　ちょっとした世間話の一環。

　特に答えを期待してのものではない。

　それでも全くの無言だと気まずくなってしまう。

「……どうしたんですかセラナさん。そんなカチカチに固まって」

「いや……その……ねえタクトくん。私たち、同じようなルビーを、同じ店に持ち込んで、どっちもペンダントにするじゃない？」

　セラナは何やら、胸の前で指を絡からませながら、恥ずかしそうに語る。

「そうですね。それが何か？」

「だから、その……おそろいのペンダントになっちゃったり、するのかなぁ、と思って」

「デザインに注文をつけなかったので、同じになるかもしれませんね。それが何か？　嫌なら今からでも変えてもらいましょうか？」

　タクトは、セラナのことを思ってそう言った。

　女の子だから、アミュレットにも装飾性を求めるのだろうと、気を使ったのだ。

　なのに。

　なぜかセラナは頰を膨ふくらませてしまう。

「タクトくんの欠点発見したわ！　朴ぼく念ねん仁じんなのね！」

「は？　何ですか急に？」

「急じゃないから！　もう、知らない！　今日はありがとう！　またね！」

　怒っているのか礼を言っているのかサッパリ分からないが、セラナは肩を怒いからせて、ズンズンと歩いて行った。

　実際のところ、今日の予定は全て終わったので、これ以上ここにとどまっていても仕方がない。

　だが、最後にお茶くらいしてから帰ればいいのに。

　もちろん、代金はタクトが出す。

「急に帰るなんて、セラナさんはよく分からないなぁ」

　そう呟き、タクトも帰路についた。
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　魔導古書店アジールの店番は、店長であるクララメラに任せてある。

　つまり実質的には、閉店しているのと同じだ。

　なにせ彼女は店を開けていても、カウンターに突つっ伏ぷして眠ってしまう。

　そうなると客が来ようと雷が落ちようと、本人が満足するまで絶対に起きない。

　そして案の定。

　困り顔で店の前に座っている女性が一人いた。

　真っ黒なマントに、真っ黒な三角帽子。

　赤いおかっぱ頭。見た目、二十歳前後の活発そうな美人。

　草むらの上で膝ひざを抱え、ホウキを転がして遊んでいる。

　無論、楽しくてやっているのではなく、暇で暇で耐たえられないから仕方なくそうしているのだろう。

「エミリーさん。お疲れ様です」

　タクトが声をかけると、彼女はパッと表情を明るくし、勢いよく立ち上がった。

　お尻についた草をパンパンと払いながら、軽やかな動作で駆け寄ってくる。

「やぁやぁ、タクトくん。待っていたよ。クララメラ様は相変わらず、声をかけても揺すっても起きてくれないし。だからといって荷物を黙って置いていくわけにもいかないし」

　外見どおりの明るい声。

　スレンダーな体型に、キビキビした手足の動き。

　少年のような印象を与える女性であるが──しかし。

　森の二重結界を越えてくる実力と、街にいる他の魔術師たちの証言から考えるに、おそらく彼女の年齢は三十歳を超えている。

　しかし本人は「永遠の十七歳」と言い張っていた。

「すみません。店長が『今日は絶対に寝ないわ』と自信たっぷりに宣言していたので、店を開けたまま出かけたら……このザマです。しかし不在票を置いていってくれてもいいんですよ？　エミリーさんだって忙しいでしょうに」

　彼女、エミリー・エイミスは、空飛ぶ運送屋だった。

　このララスギアの街を中心に、大手の運送業者の下した請うけとして活動している。

「なぁに。今日の仕事はもう終わったよ。ここが最後。だから時間はたっぷりあったんだ。それにタクトくんの顔を見たかったからね。君のためなら私は何時間でも待つよ」

「おおげさな。俺にそんな価値はありませんよ」

「おや、謙けん遜そんかな？　タクトくんがいなかったら、私は相変わらず極ごく貧ひん生活を送っていただろう。君が教えてくれた冷凍魔術のおかげで、大好きな官能小説を沢山買えるようになった」

「そうですか……それは良かったですね……」

　女性が官能小説コレクターであることを自じ慢まんげに語るのは、いかがなものか。

　ちなみに冷凍魔術と官能小説がどのような関係かといえば、実のところ至し極ごく単純。

　ことの発端は、一年ほど前のある日。

　タクトは元日本人として発ほつ作さに襲われ、刺さし身みが食べたくて食べたくて死にそうになっていた。

　しかし、このララスギアは海から五十キロ以上離れており、新鮮な生魚など、なかなかお目にかかれない。

　海まで飛んでいけば食べることは可能だが、刺身を食べたくなるたびに街から出るというのも億おつ劫くうだろう。

　ならば他の魔術師に物流を確保させるというのはどうか？

　しかし普通の魔術師の飛行速度など、せいぜい時速二十キロ程度であり、馬車に毛が生えたようなもの。

　冬はともかく、夏に鮮度を保たもったまま運うん搬ぱんするのは至し難なんのわざだ。

　そこでタクトは、店に配達に来ていたエミリーに目を付けた。

　上手いこと言いくるめ、三日間で冷凍魔術の基き礎そを叩き込み、それを使って漁村から生魚の直輸入をやらせることに成功する。

　生魚はタクトの行きつけの食堂に卸おろし、刺身定食として出す。

　タクトは刺身を食べることが出来て大勝利。

　エミリーは生魚運搬という副業ができて大勝利。

　食堂も刺身定食で客を呼べて大勝利。

　全員大勝利のミラクルというわけだ。

「今日も帰ったら読むんだ。どうだい、タクトくんも一冊。そろそろエッチな本に興味が出てくる年頃じゃないかい？」

「興味が出たとしても、異性からそういうのを借りたくはないですね」

「そうか？　私は一向に構わないが……ああ、そうだ。肝かん心じんの配達物を渡さないとな。タクトくんにセクハラしに来ただけになってしまう」

「セクハラだという自覚あるんですね」

　エミリーはマントの裏から、大きな封筒を取り出した。

　差出人は、トゥサラガ魔導古書店組合。

　目録在中とスタンプが押してある。

「確かに受け取りました。お疲れ様です」

「うむ。これで今日の仕事は全て終了。もう少しタクトくんと会話したいが……なにせ官能小説の積つん読どく本が私を待っている！　さらばだ！」

　人間との会話よりも官能小説を優先させたエミリーは、マントを翻ひるがえして飛んでいく。

　はたして、どんなジャンルの官能小説を読んでいるのだろう。

　少し気になるが、尋たずねると深い闇に引きずり込まれそうなので、やめておくのが吉である。

「店長。ただいま戻りました」

　そして扉を開けて店に入ると、やはり。

「すぴー……すぴー……」

　店内には幸せそうな寝息が漂ただよっていた。

　発生源は、この国を渾沌から守ってくれる偉大な女神クララメラ。

　その彼女がカウンターに突っ伏し、惰だ眠みんを貪むさぼっていた。

「まったく……本を盗まれたらどうするつもりなんですか。コソ泥ごときじゃ二重結界を越えることは出来ませんが……とにかく、ほら。店長。起きてください。寝るなら自分の部屋でお願いします」

「うーん……むにゃむにゃ……あら、タクト……お帰りなさい……」

　そう答えるクララメラだが、目覚めたとは言い切れない。

　体を起こさず、薄ボンヤリした目だけをタクトに向け、ハッキリしない口調で呟く。

　おそらく脳の半分も覚かく醒せいしていないだろう。

　この状態のクララメラに何を言っても無駄だ。

　酔よっ払ぱらいを相手にするようなもの。

　幸い、暴れたりはしないので、放っておけばいい。

「仕方ない。今日はもう遅いし、店を閉めて、組合から来た目録に目を通すか」

　クララメラの隣に腰を下ろしたタクトは、ハサミで封筒を開ける。

　中に入っていたのは、百ページほどの冊子だった。

　トゥサラガ魔導古書店組合に加入している古書店の、在庫目録。その六月号だ。

　これがあれば、自分の店にない本でも、他の店から取り寄せて、客の要望に応えることが出来る。

　タクトは早速、新入荷の欄らんを開き、食い入るように見つめた。

　組合に加入している店は、アジールを除のぞけば、十二店。

　だが、どの店もタクトが望む魔導書を入荷していなかった。

　分かっていたこととはいえ、つい、ため息が漏もれてしまう。

「ん……タクトぉ……いい加減諦めたら？　『次元回廊』の本なんてあるわけないじゃない。あったとしても、それは第一種グリモワールだろうから、古書店なんかに出回らないわ」

　いつの間にか目覚めていたクララメラは、うーんと背伸びをしつつ、目録を睨むタクトをたしなめる。

「次元回廊は魔術師の世界に伝わるおとぎ話。女神である私ですら、お目にかかったことはないわ。そもそも異世界って何よって感じ。そんな怪あやしげなものを探してないで、もっと楽しく生きなさい。タクトの才能なら、何だって出来るんだから」

　それはきっと、正論。

　ただし、この世界にとっての正論、だ。

　いかに長い時間を生きていても、クララメラはこの世界で生まれ、この世界で死んでいくことに変わりない。

　ゆえに彼女にとっての『世界』とは『この世界』だけであり、『異世界』などというものは、与よ太た話ばなしの類い。

　しかし古来から、魔術師の間で『異世界』という幻想が語り継がれてきたのも、また事実。

　その異世界に行くための手段。

　世界と世界を繋ぐための究極魔術。

　それが次元回廊である。

　成功した記録は、皆無。

　基礎的な理論ですら、皆無。

　ただ「あったらいいなぁ」という願望だけが拡大し続けていた。

　ようは魔術師の都市伝説だ。

　本気で研究し始めたら、仲間から変人扱いされ、魔術師としての評価は地に落ちる。

　しかし。

　タクトはその異世界から来たのだ。

　自分がなぜ転生してしまったのかは、いまだに不明。

　だが、異世界が存在する以上、次元回廊だって否定しきれないだろう。

　そして次元回廊を自在に開くことができたなら、タクトはこちらの世界と地球を、好きなように往復できる──かもしれない。

「店長は、俺の話をまだ信じていないんですね」

「うーん……だって異世界よ、異世界。そりゃまあ、タクトが生後半年で言葉を喋しやべって、あまつさえ『おれのなまえは、すめらぎたくと』と名乗ったときは腰を抜かしたし。一歳の時点で私を超える魔力を持っていたのは、それこそ異世界から転生してきたくらいの理由がないと説明が付かないけど。それにしてもねぇ……」

　クララメラの口調は歯切れが悪い。

　信じてあげたいけど、やはり無理という複雑な思いがありありと伝わってくる。

　無理もないことだ。

　タクトだって、自分が地球にいたときに「私は異世界から転生してきました」と言われたら、「何を言っているんだこいつは」という反応をする。

　それでも異世界は実在する。

　かつてタクトが地球で過ごした記憶は噓うそじゃない。

　その証拠に──

「この紋章がある限り。俺は自分の前世を信じます」

　タクトは右の手の甲に魔力を集中させる。

　浮かび上がる、青く輝く二枚の翼。

　かつて魔王と戦った力の象徴。

　最強の異能者『勇者』の印。

　女神が表情を引きつらせるほどの不純物イレギユラー。

　そこに宿るマギカの量は、この樹の特異点ネムス・テラから噴き出すマナの総量を凌りよう駕がしている。

　そのような現象、この世界ではありえないと断言できる。

　大地に生まれた人間が、大地を凌駕する力を持つなど、道理に反している。

　だが、タクトの力を育てたのは、こことは違う別の大地。別の世界。

　もう一度、地球の大地を踏みしめたい。だから次元回廊を諦めない。

　もし探求の果てに次元回廊がないと証明されてしまったら──タクトが一から作り出せばいいだけの事。
















　ルビーのペンダントを受け取るため、タクトはダウエル宝石店に向かう。

　今日こそは寝ない、とクララメラが豪ごう語ごしていたので一応、店は開けてある。

　が、まるで信用はしていない。

　もっとも、女神が経営する店で万引きする不届き者はいないだろうし、会計をせずに本を持ち出せば金かな縛しばりになるようになっているので、心配は無用だ。

　そしてセラナとは特に待ち合わせをしたわけではないが、もしかしたら鉢はち合あわせするかも──と期待して歩いていたら、案の定。

　銀色の髪に夕日を映し出した少女が、通りの向こうからやって来た。

「セラナさー……ん……？」

　確かにセラナだ。

　しかし、歩き方がおかしい。

　むしろ、全体的におかしい。

　両手で杖つえを握にぎりしめ、それを垂直に立て、左右に揺れないよう、慎しん重ちように慎重に。

　まるで皿回しの曲芸でもやっているかのように、死にもの狂いでバランスを取っている。

　だが、杖の先端にあるのは、皿ではなく黄金の魔法陣。

　それも五ご芒ぼう星せいや六芒星のような単純なものではなく、複雑な模様が重なり合った魔術回路図だ。

「セラナさん、なにしてるんです？　どうして魔術回路を剝むき出だしで？」

「タクトくん……今は話しかけないで……これを宝石店まで持っていって……その場でペンダントに刻み込むんだから……」

　セラナはタクトに一いち瞥べつもくれず、魔法陣を凝視し、水平にたもったまま歩くことに全力を注そそぐ。

　道行く人が何事かと見つめてくる。

　無理もない。

　棒の先でピザを支えるような姿勢で歩く少女がいたら、誰だれだって見てしまう。

　タクトだって無視できない。これは面白すぎる。

　しかし、友達だと思われるのは勘かん弁べんだ。

「恥はずかしいですよセラナさん。俺が持ちますから、普通に歩きましょう」

　タクトは杖の先から魔法陣を取り上げ、指先でクルクル回してみせる。

　するとセラナはギョッとした顔になり、悲鳴を上げた。

「ちょ、ちょっとタクトくん！　私が早起きして組み上げた魔術回路を乱暴に扱あつかわないでよ！　そんなグルグルやったら壊れちゃうじゃないの！」

「壊れませんよ。ちゃんと保護してますから。ほら」

　魔法陣を放り投げ、空中でキャッチ。

　右手の人差し指から、左手の人差し指に移うつし替かえてみせる。

「ああ、やめてぇやめてぇ！　大丈夫だとしても心臓に悪いからやめてぇ！」

　例のごとくセラナは半べそになり、タクトにしがみついてくる。

「分かりました。もう意地悪しませんから泣かないでください」

「な、泣いてないし……うぅ、それにしてもタクトくんは器用だなぁ……」

　タクトの指先で回転する魔法陣を、彼女は羨せん望ぼうの目まな差ざしで見つめた。

「こんなの、ちょっとコツを摑つかめばすぐですよ。むしろ、ずっと杖の先にのっけて歩いてきたセラナさんの度胸のほうが凄すごいです。羞しゆう恥ち心しん、ないんですか？」

「あるわよっ！　けど、ペンダントを受け取ってから魔術回路を作ってたら、明日になっちゃうじゃない。私は今日中に使ってみたくてウズウズしてたんだから」

　まるで遠足前夜の子供である。

「はぁ……ところでセラナさん。魔術回路を作るのは初めてですか？」

「そうよ。あの本を見ながら作ってみたの。タクトくんの目から見たら……やっぱり駄目？」

　セラナは自信なさげに小さな声で呟つぶやく。

　だが、むしろ逆だ。

「いえ。初めてだというのが信じられないくらいの出で来き映ばえです。学生レベルじゃありませんよ。大したものです」

　魔術回路に組み込まれている術式は、敵の攻撃に対してオートで防御結界を張るというものだ。

　なるほど。セラナはもともと剣術を習っていたため、真正面からの攻撃には強いだろう。

　しかし、遠距離からの不意打ちや、トラップ系魔術まで回避するのは難しい。

　ならば、自分の意志とは無関係に、自動的に防御してくれるアミュレットを一つ持っておけば、いい保険になる。

「本当!?　タクトくんのお墨すみ付つきがもらえたら自信がつくわ」

「ええ、自信を持って下さい。デバッグもちゃんとしてあるし、処理も速そうです。これなら実用レベルでしょう」

「そんなに褒ほめられると……照れるでしょ！　もうタクトくんってばやめてよ……えへへ」

　セラナはとろけてしまいそうな笑顔を浮かべ、全身で喜びを表わした。

　こちらの言動にいちいち素直に反応してくるので、可か愛わいくて仕方がない。

　まるで妹が出来たような気分である。

　年上だが。

「いつまでもニヤけていないで行きましょう。素晴らしい魔術回路を作れても、顔が引き締まっていないと見下されますよ」

「タクトくん、持ち上げてから落とすのやめて頂ちよう戴だい！　普通にへこむから！」

「大丈夫ですよ。セラナさんは面つらの皮かわが厚いですから」

「えぇ!?　新しいタイプの貶けなし方された！」

「そうですか？　面の皮が厚くないと、古書店で値切ったあげく分割払いなんて出来ないし、あげくそこの店員に宝石採集を手伝わせたりしないでしょう？」

「うっ……言われてみれば……けど宝石採集の手伝いはタクトくんから言い出したことだし……」

　セラナは胸の前で人差し指を合わせ、一生懸命、反論しようとする。

「まあ、図ずう々ずうしいのもある種の才能ですよ。頑張って才能を伸ばして下さい」

「うわぁ腹立つ！　毒舌ショタに腹が立つ！」

「はっ？　誰がショタですか!?」

　毒舌ショタという不ふ名めい誉よなレッテル。

　思わぬ反撃に、タクトはたじろいだ。

「十四歳はショタですぅ。むしろタクトくんは十四歳よりも幼く見えますぅ。完かん璧ぺきショタですぅ」

「何ですかその口調は！　いくらセラナさんでも許しませんよ！」

「わーい、タクトくん、怒った顔も可愛い！」

「ぐっ……何と言い返そうか……！」

　宝石店の前でタクトがワナワナ震ふるえていると──。

　見かねた店主のダウエルが表に出てきて、呆あきれた顔で呟いた。

「お前ら、イチャついてないで早く入れよ。営業妨害だぞ」

　イチャついてなどいない。

　そう言い返そうとしたのだが。

　道行く人々が全員、微笑ほほえましい顔でこちらを見ていることに気が付き、タクトとセラナは赤面して店に入った。

「ほれ、どうだ。いい感じに仕上がってるだろ」

　ダウエルは自慢げな顔でカウンターの上にペンダントを二つ並べる。

　それは予想どおり素晴らしい出来映えで、そしてお揃そろいだった。

「じゃあセラナさん。魔法陣を返すので、指を出して下さい」

「う、うん。分かったわ」

　タクトは差し出された指に魔法陣を乗せた。

　そしてセラナは大きく深呼吸してから、ルビーにそれを押しつける。

　宝石の性質を利用し、魔力を吸わせ、魔術回路を刻み込む。

「これで……アミュレットになったの？」

「はい。ちゃんとルビーに魔術回路が刻まれました。その証拠に、ほら」

　タクトはセラナのおでこ目がけて、思いっきりチョップを放った。

　が、それは寸前で止まってしまう。

　魔術回路が正常に働き、セラナの魔力をオートで使い、防御結界を張っているのだ。

「凄い！　私の魔術回路凄い！」

　セラナは手に握るペンダントを見つめ大いに喜ぶ。

「ですが、いくら自動的に動くといっても、セラナさんの魔力を消費していることに変わりはありませんから。使いすぎると魔力が切れて倒れてしまいますよ」

　魔力の酷こく使しは、精神と肉体の双方に負ふ荷かをかける。

　よって、魔力がゼロになるほどの状況では、足腰が立たなくなり、気絶することもありえる。

　セラナがアジールに来店したときのように。

「でも、そもそも魔力切れになるほど追い込まれるような相手って、どのみち勝てないと思うんだけど」

「それはそうです。だから、勝てないと思ったときは逃げる。その判断も大切です」

「分かってるわよ。私だって死にたくないし」

　そうセラナは澄すまし顔で言う。

　しかし、本当に分かっているのだろうか？

　自分はこいつに殺されるかも知れない、という判断は簡単なようで難しい。

　特に、負けたくない戦い。負けられない戦い。

　そういったときは、判断が鈍にぶる。まだいけると思ってしまう。

　相手が実力を隠すのに長たけていたらなら尚なお更さらだ。

　巧こう妙みように追い込まれ、気が付いたときには退たい路ろを断たたれている。

　タクトは転生してから死の恐怖を覚えたことはない。

　しかし地球では幾いく度どもあった。

　平和なこちらの世界では、死線を乗り越えることなど、普通に生活している限り、そうそうないだろう。

　それこそ、ダンジョンにでも潜もぐらないと、命の取り合いが発生しない。

　だから、いくらセラナが剣術の達人でも、危険察知能力は過か信しんできないのだ。

「しかし、魔術ってのはすげぇな。お前らみたいな子供でも、いっぱしの奇跡を起こしやがる」

　横で見ていた宝石店の店主、ドミニク・ダウエルが、顎あごに手を当てシミジミと呟いた。

「何を言っているんですかダウエルさん。宝石加工こそ立派な技術です。俺は一生かけても、こんな見事なカッティングを出来る気がしないし、金細工もです。まして一日でやるなんて」

「そうですよ。私、こんなに可愛いアミュレット見たことありません。学園の皆に自じ慢まんできます！」

　タクトとセラナが褒ほめ称たたえると、ダウエルは頰ほおを赤らめ、自分のハゲ頭をピシャリと叩たたく。

「そ、そうか？　嬉しいことを言ってくれるなぁ。よし、お前たちが結婚することになったら、無料で指輪を作ってやろう！　腕によりをかけてな！」

「結婚……？　俺と、セラナさんが……!?」

「何を、変なことを……やめてくださいダウエルさん！」

　ダウエルの言葉を、タクトとセラナは全力で否定する。

　タクトにとってセラナはたんなる客であり、出会ってからまだ数日しか経たっていない。

　あるいは友人といえるかもしれないが、ようはそれだけ。

　恋人では断じてないし、結婚など想像も出来なかった。

「俺がセラナさんと結婚とかありえませんから。冗談でもやめてください。全くもって意味が分かりませんよ」

　それは二人の総意だと思い、タクトは口に出した。

　なのだが──

「ちょっとタクトくん！　そこまで言わなくてもいいんじゃないっ？　失礼しちゃうわ！」

　急にセラナが怒り出した。

　犬歯を剝き出しにし、紫色の瞳でタクトを睨にらむ。

　マギカが体から溢あふれ出だし、静電気が起きていた。

　比ひ喩ゆぬきに、怒ど髪はつ天てんをつくという状態。

「え、セラナさん……？」

「もういい、私帰る！　ばいばいタクトくん！　また今度ね！」

　セラナは出来たてほやほやのアミュレットを握りしめ、大おお股またで店から去って行った。

　どうやら本気で腹を立てているらしい。

　しかし、理由が皆かい目もく分わからない。

「……ダウエルさん。セラナさんは一体どうしてしまったんです？」

　ダメ元でタクトはダウエルに助けを求めた。

　すると彼は肩をすくめ、それからタクトの頭をポンポンと撫なでた。

「タクト。お前、ませているようでも、やっぱりガキなんだなぁ。いやぁ、良かった良かった」

　なぜか安心した口調で、ダウエルはしみじみと呟いた。

　ああ、まるで意味が分からない。
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　アジールに帰ると、また店の前に人がいた。

　今度はエミリーではなく、クララメラでもない。

　──老人？

　それは酷ひどく腰の曲がった、白髪しらがの男性だった。

　顔にシワが深く刻まれている。が、目には精気がある。

　いかにも好こう々こう爺やといった優しげな顔で、ぼんやりと森を見つめていた。

　手にした杖には魔術回路が刻まれた様子がなく、おそらく完全に歩行の補助用。

　しかしボケ老人がたまたま迷い込んできた、というのは有あり得えない。

　なぜなら、ここは魔導古書店アジール。

　一般人が踏み込んでも、迷子の結界の効果でさまよい、ふと気が付けば街に戻ってしまう。

　迷子の結界を無効化できても、次は圧力の結界により、見えない壁で押し出されてしまう。

　それを突破する魔力があって、はじめてアジールは客を迎え入れる。

　ゆえに、ここに〝いる〟というだけで、魔術師としては並以上の証あかしなのだ。

　しかも、この老人からは、何か迫力を感じる。

　はっきりとしたことは分からないが、一流の匂いが漂っていた。

　そんな老人はどこか懐なつかしげな様子で、アジールとその周りの木々を見回している。

「おや？　君もアジールのお客さんかい？　残念だけど、クララメラ様はお休み中だよ。また今度にした方がいい。あの方は、一度眠るとなかなか起きないから」

　老人はタクトを見つけると、はきはきとした口調でそう語る。

　腰の曲がり方からは想像も出来ない力強さだ。

「ああ、いえ。俺はこの店の店員です。留守にして申し訳ありません」

「おお、そうかね。クララメラ様は人を雇やとったのか。それはいい。どうりで店の中が綺き麗れいになっていると思ったよ。失礼だけど、クララメラ様が片付けるとも思えないしね」

「それは……ええ、そうですね。分かります」

　老人の言葉にタクトは、苦笑しつつも頷うなずいてしまう。

　愛すべき、ぐーたら女神。

　敬意を持って、陰かげ口ぐちをたたこう。

「ちなみに私はチャーリー・バルフォア。今はもう魔術師を引退してしまったが、二十年ほど前まではアジールの常連だったんだ。よろしくね」

「ああ、申し遅れました。俺はタクト・スメラギ・ラグナセカです。しかしチャーリー・バルフォア……失礼ですが、もしやマジックアイテムの制作で有名な、あのチャーリー・バルフォアさんですか？」

「へえ。君のような若い子でも私の名前を知っているのか。照てれくさいけど光栄だな。しかし昔の話だよ」

　バルフォアは照れくさそうに頭をかく。

　しかし照れくさいのはむしろタクトのほうだった。

　なにせチャーリー・バルフォアといえば、文句なしの大魔術師。

　魔導書こそ書いていないが、ダンジョン探索でもモンスター討とう伐ばつでも成果を上げている。

　そして何より、魔法剣やアミュレットをはじめとした、マジックアイテム制作の達人として有名である。

　そんな高名な人が今、目の前にいるのだ。

　光栄であり、そして自分の無知を恥じる。

「お恥ずかしながら、バルフォアさんがアジールの常連だったとは知りませんでした。お許しください」

「いや、いいんだ。君が生まれる前の話だから。そうかしこまらず、もっと気楽にしていて欲しい。私など、クララメラ様に比べたら小者だろう？」

　それはそうだ。

　クララメラは世界を支える、五大女神の一ひと柱はしら。

　彼女がいなくなれば、数日中にトゥサラガ王国は滅ほろびる。

　女神とはそれほどの存在なのだ。

「それで、今日はどのようなものをお探しでしょうか？」

「実は、グリモワールを探しているんだ。内容は問わない。とにかく、放つマナが強力ならそれでいい」

　店に入ったバルフォアは、穏やかな口調でぶっそうな注文を始めた。

「マナが強力なグリモワール、ですか。申し訳ありませんが、用途を教えてくれませんか？　グリモワールを売るとなれば、何かあったとき、店の信用問題にもなりますので」

「無論だね。しかし単純なことだよ。久しぶりに、新しいマジックアイテムを作ろうと思ったんだ。その動力源としてグリモワールが欲しい。必要な量のマナを確保できるなら、別にグリモワールでなくともよいのだが……この街でそれだけのマナ源を手に入れるなら、アジールが一番早いと思ってね」

「なるほど、バルフォアさんの新作ですか！　いや、これは失礼しました。あなたのような大魔術師に聞くこと自体が無粋なのですが……一応、規則なので」

「分かっている。昔から魔術師協会はグリモワールの取り扱いにうるさいからねぇ。だけど自慢じゃないが、私は協会からの信頼が厚い。私に売ったからといって、協会が何か言ってくることはないよ」

　グリモワールの売買や譲じよう渡とをした場合、魔術師協会に書類を提出する必要があった。

　ダンジョンなどで入手しても同様だ。

　とにかく魔術師協会は、どこの誰が何というグリモワールを持っているのか、把は握あくしたがっていた。

　そして、グリモワールを持つに値しない者の手に渡った場合は、回収しに来ることもある。

　もちろん、回収するときは対価を払っていく。が、拒否した場合、最悪、殺されてしまうらしい。

「分かりました。実は条件に合う本が一冊あります。こちらです」

　タクトはカウンターの下に隠しておいた、あのグリモワールを取り出した。

　それを見た瞬間──

「ほう」

　と、バルフォアは唸うなる。

　やはり一流。

　タクトが施ほどこした封印の上からでも、この本のポテンシャルを見抜いたようだ。

「ご覧らんの通り、立派なグリモワールです。最初に発見したときは暴走状態で、呪のろいを撒まき散ちらしていましたが、俺が封印しておきました」

「この封印は君が……そうか、いい腕をしているね。これなら、一年くらいは何もしなくても大丈夫そうだ。そのあとは、私が封印を修復していけばいい」

「はい。俺もそう自負しています。それにしても、バルフォアさんに褒めて頂けるなんて光栄ですよ。ところでこれは本来、第二種グリモワールで、不安定なマギカを放っていました。しかし、今は安定したマナしか出さない、第三種相当にまで落としています」

「ふむふむ。若いのに凄い才能だ……いや、本当に。私の目から見ても、完璧といえる」

　タクトは少し心を躍らせていた。

　こと、戦闘力という点で見れば、この世界の魔術師たちはタクトの足元にも及およばない。

　しかし、それ以外の技。

　たとえば、ホムンクルス。ゴーレム。傷を治すポーション。木の根を利用した遠距離通信網。不老の秘術──などなど。

　地球の魔術師では思いもよらない数々の技術が、こちらでは実用化されていた。

　バルフォアはその第一人者ともいえる人だ。

　敬意はいくら払はらっても、払い足たりない。

「書類は俺が作っておきます。バルフォアさんはここにサインだけしてください。それとライセンスの提示をお願いします」

「分かった。ところで価格はいくらかね」

「ああ、そうでした。四千万イエンでどうでしょう？」

「流石さすがに高価だね。しかし、これだけの本で、更に封印措置も完璧。十二分に四千万イエンの価値がある。小切手でいいかい？」

「もちろんです」

　五百万で仕入れた本を、四千万で売る。

　利益率だけで考えればボッタクリだが、バルフォアの言葉とおり、技術料を入れれば妥だ当とうだと胸を張って言える。

「ありがとう。よい買い物が出来た。アジールは何年経ってもいいね。クララメラ様もお変わりないようだし」

　そう言って、バルフォアはタクトの横に座るクララメラに目をやった。

「すぴー……すぴー……」

　カウンターによだれを垂らして穏おだやかに眠る女神様。

　タクトは隣の国に行ったとき、そちらの女神とも会っているが、こんなぐーたらではなかった。

　クララメラは「樹の特異点ネムス・テラの制御には睡眠が必要」と言って自己正当化しているが、隣の女神は「毎日八時間の睡眠で十分。その間に制御する。更に言えば起きている間でも可能」と証言していた。

　つまり、女神かどうかは関係なく、クララメラ個人が駄目だということだ。

「店長、起きて下さい。バルフォアさんが二十年ぶりに来てくれたのに」

「すぴー……」

「いいんだよ。女神の眠りを妨げるなんて畏れ多い。それに、近い内にまた来るよ。それじゃあ……」

「ありがとうございました。またのご来店を」

　バルフォアの背中を見送りながらタクトは、一体どんなマジックアイテムを作るつもりなのだろうと、十四歳の少年のようにワクワクした。
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　チャーリー・バルフォアは別格にしても、バルフォア家は代々、優秀な魔術師を数多く輩出していた。

　生まれた子供は将来の魔術師となるべく育てられ、魔術学園に入学する前に、実技はともかく知識は一通り教え込まれてる。

　そして、今年十七歳になったシンシア・バルフォアもまた、そんな一人。

　一年前から魔術学園の生徒となり、来年の今頃には卒業しているだろう。

　十代のうちに入学試験を突とつ破ぱするとは、流石はバルフォア家──周りからはそう言われていた。

　実際、普通の人間は、十代のうちは心も体も成長しきっていない。ゆえに魔力も入学レベルにすら達しておらず、試験に合格できない。

　無論、バルフォア家の人間が十代で成せい熟じゆくしてしまうというわけではなく、未成熟でも他の者たちより優すぐれているということだ。

　つまり才能。

　天才の家系。

　ところが、である。

　シンシアと同じ年齢のライバルが一人いた。

　しかも彼女は、半年前に入学してきたばかりなのに、もうシンシアと同レベルに達している。

　いや、正面切っての戦闘となれば、向こうに軍配が上がるかも知れない。

　名をセラナ・ライトランス。

　魔術師の家系でも何でもない、田舎いなかから来た銀髪の少女。

　どうやら彼女も次の校内トーナメントに出るつもりらしい。

　となれば、どこかでぶつかるのは必ひつ至し。

　絶対に負けられない。

　バルフォア家の名めい誉よにかけて。

　否──シンシアの個人的な想いにかけて。

「シンシア。今、帰ったよ」

「あら、おじいさま。お帰りなさいませ」

　シンシアがリビングでセラナの顔を思い浮かべていると、出かけていた祖父、チャーリー・バルフォアが帰ってきた。

　その脇わきに抱えられた古書を見て、シンシアは息を飲む。

　こうして離れていても、強烈なマナを感じ取ってしまう。

　なんて強力なグリモワール。

　流石は祖父だ。

　やはり、おねだりしてよかった。

「お疲れ様ですわ、おじいさま。こちらに来て一緒に紅茶をいかがです？　それとも今すぐアレの制作に取りかかりますか？　なにせ、それだけのグリモワールを手に入れたのですから。昔の血が騒さわぐのではありませんこと？」

　そうシンシアが尋ねると。

　チャーリーはグリモワールを手に持ち、シゲシゲと眺め、そして不思議そうに首を捻った。

「はて……私はいつの間にこんなものを……？　一体どこで？」

　いつ、どこで──それは、どうでもよいこと。

　重要なのは、今ここに、アレの動力源となるグリモワールがあるという事実。

「まあ、おじいさま。久しぶりにマジックウェポンを作ると仰おつしやっていたではありませんか」

「そうだった、かな？　うん、そうだった、そうだった！　しかし、私はどうして急にそんな気になったんだろう？」

　それは無論。

　シンシアが校内トーナメントでセラナを倒すためだ。

「よろしいではありませんか。一流たる者、生涯現役。そういうことですわ。わたくし、おじいさまの新作を楽しみにしております」

「そうだな……しかしシンシア。完成しても触さわってはいけないよ。アレは学生のお前では扱いきれないからね」

　チャーリーはグリモワールを持ち、地下の工房へと向かっていく。

　その後ろ姿を見ながら、シンシアは苦笑してしまう。

　扱いきれないなどと、随ずい分ぶんと低く見られたものだ。

　シンシアの才能は、教師も学友も皆が認めている。

　認めていないのはただ一人、あのセラナだけ。

「はい、分かっております、おじいさま。疲れたときはお声をかけて下さいまし。いつでも肩をお揉もみしますわ」

「おお、それはいい。しかし……頭の中に設計図があるが……いつの間に考えたのだろう……？」

　チャーリー・バルフォアは八十歳を過ぎても、いまだ実力が衰おとろえない。

　魔力。知識。技術。そしてマジックアイテムの制作能力。

　全てが超一流の水準にとどまっているが──残念ながらボケている。

　もはや、朝ご飯を二度食べるようなレベルで記憶が続かない。

　そんな祖父を誤ご魔ま化かして、対セラナ用のマジックウェポンを設計させるのは容よう易いなことだった。

　なにせ腐くさってもチャーリー・バルフォア。

　新しい記憶を保持できなくても、培った技術と知識は湯水のごとく湧わいてくる。

「ふふ。騙だましてごめんなさいね、おじいさま。セラナさんを倒したら、お礼に沢たく山さん甘えて差し上げますから」

　そして敗北に打ちのめされているセラナをシンシアが──。
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　深夜、十一時を回った頃。

　風呂上がりのタクトは、パジャマ姿で自室の押し入れを漁あさっていた。

　そして冬用の布団とか、蒸じよう留りゆう装置とか、バジリスクの目玉とか、ダンジョンで拾った素性不明の名剣とかの奥から、お目当ての大おお瓶びんを発見する。

「あった、あった。サンダードラゴンの骨こつ粉ぷん」

　容量一リットルほどの、ガラスの瓶。

　その中には真っ白な粉がつまっていた。

　二年ほど前、山さん菜さい採とりに出かけた際に襲ってきた、サンダードラゴンの骨を砕くだいたものである。

　タクトは瓶のフタを開けてひっくり返し、机の上に骨粉の山を作る。

　ちょっとした風を起こしただけで部屋の中に散ってしまう。

　くしゃみなどしたら大惨事だ。

　タクトは慎重に骨粉の左右に手の平をかざし──そして魔力を込めた。

　右の手の甲に浮かび上がる、青い二枚の翼。それは勇者の紋章。

　左の手の甲に浮かび上がる、黒い逆五芒星。それは──の紋章。

　二つの力が混ざり合い、サンダードラゴンの骨粉を圧あつ縮しゆくしていく。

　縮ちぢめて、縮めて。熱を持ち、光り輝くほど縮めて。

　窒ちつ素そやカルシウムなどの不要な物質を吹き飛ばし、炭素だけを抽ちゆう出しゆつして、更に縮める。

「よし、完成だ」

　魔力を抜くと光が収まり、机の上に一ひと欠片かけらの宝石が転がり落ちた。

　それは直径一センチほどの、ダイヤモンド。

　すでにカッティングされた形でそこにある。

「ちょ、ちょちょちょ、ちょっとタクト!?　今の魔力どうしたの！　何があったのっ!?」

　いつもおっとりしているクララメラが、隣の部屋から血相を変えて飛び込んできた。

　相変わらず眠っていたらしく、髪の毛はボサボサで、目の下にクマがある。

　普段なら矢が降ろうとも起きないくせに、タクトが紋章解放するとすぐにこうやって暴れ出すのだ。

「落ち着いて下さい。ちょっとダイヤモンドを作っていただけです」

「ああ、そう……ならいいんだけど……急に紋章を二つとも解放するとか、びっくりするからやめて頂戴。か弱い女神のガラスハートが割れちゃうじゃないの」

「女神はいつから弱くなったんです？」

「あなたに比べたらの話よ。タクト」

　そう呟いて、クララメラはタクトのベッドに腰を下ろす。

　顔に脂あぶら汗あせが浮かんでいた。

　どうやら本気で恐ろしかったらしい。

「ねえ、タクト。あなた、いつかは元の世界に戻っちゃうの？　この世界は嫌い？」

　クララメラは足をぷらぷらさせながら、天井を仰いでそう呟く。

「……どうして急にそんなことを？」

「だってね。その紋章を見るたびに思うのよ。ああ、やっぱりタクトは本当に別の世界から来たのね、って。そしてあなたは異世界への扉である次元回廊を探し続けている。やっぱり帰りたいの？　そりゃ生まれ故郷が一番いいのかもしれないけど……私はタクトにずっとここにいて欲しいわ。わがままだってのは分かってるけど……」

　愁うれいを帯びた、女神の横顔。

　先代の女神から力を受け継ぎ、ラグナセカという姓を捨て、人間をやめてから数百年。

　この森から離れることを許されず、人々と同じ時間を生きることを許されず、ひたすら眠って時間が過ぎるのを待つ女性。

「店長。あまり俺を見み損そこなわないで下さい。寂さびしがり屋のあなたを置いていなくなるわけないでしょう？　俺がこの世界に転生して十四年。すでに第二のふるさとですから」

「本当に？　じゃあ、いつまで次元回廊を追い求めているの？　何のために？」

　まるで見た目通りの少女のように、クララメラはすがる瞳をタクトに向ける。

「店長。次元回廊は異世界との行き来を可能にする魔術といわれています。いいですか、一方通行ではなく、行き来です。この意味、分かりますよね？」












　もちろんそれは、こうなったらいいなというタクトの構想。妄想と言い換えてもいい。

　実現するか否かは何の保証もなく、それどころか次元回廊が実在するのかも分からない。

　しかし、それを聞いたクララメラは、意味を呑のみ込んでから破顔した。

「そうね……ええ、そうね！　それならタクトは故郷に行けるし、私ともずっと一緒にいられるわ。なんだ、そういうことだったのね！」

　手をパンと合わせ、喜びの声を上げる。

　むしろタクトからすれば当たり前の話なのだが、クララメラにとっては天地が引ひっ繰くり返るほどの衝撃だったらしい。

　そして「うんうん」とひとしきり頷いてベッドに寝転がると、幸せそうに眠ってしまった。

「俺のベッドなんですけどね……」

　タクトはクララメラの寝顔を見て苦笑し、それから次の作業に取りかかった。

　まず、いま作ったダイヤモンドに魔術回路を刻み込み、剣に埋うめ込こんで──。

「いや。先にこっちからやったほうがいいか」

　机の端にあるルビーのアミュレット。

　それがふと目に止まり、タクトは手を伸ばす。

　せっかくセラナがくれたのだ。

　彼女のためになる加工を施そう。
















　ララスギア魔術学園の敷地内には専用のコロシアムがあった。

　普段は授業や、放課後の自主学習などで使われているが、やはりハイライトは年二回の校内トーナメントだろう。

　約百人ほどいる生徒の中から希望者を募つのり、最強の学生を決める大会だ。

　今年は十六人出るらしい。

　もちろん、その中にはセラナ・ライトランスが入っている。

　当然、タクトは彼女を応援するため朝早くから並び、一番前の座席をゲットした。

「それにしても、すごい人にん気きだな……」

　タクトは客席を見回した。

　およそ一万人を収容可能な観客席だが、ほとんど埋うまっている。

　この街だけでなく、近きん隣りんの村々からの客も多い。

　なにせ、魔術師同士の戦いは派は手でで見み応ごたえがあるのだ。

　それが学生レベルであっても、いい娯楽になる。

　しかも無料となればなおさら。

　学園側もしっかりしていて、出場しない学生にビールやポップコーン、焼き鳥などの売り子をやらせている。

　タクトは十四歳なので、ビールを飲むわけにはいかない。

　注文するのはサイダーだ。

　それに前世は十六歳で死んでしまったから、酒の味など知らないのだ。飲んでみたいと思わなくもないが、まあ、もう少し体が大きくなってからにしよう。

　そんなタクトがサイダーと焼き鳥をちびちび飲み食いしていると──

　やがて一回戦の第一試合が始まった。

　なんと、いきなりセラナの登場だ。

　対戦相手は、見るからに強そうな巨漢。年齢は二十代半なかばくらいだろうか。腕うでがセラナの胴どう体たいより太い。ローブを着ているが、魔術師よりも格闘家に見えてしまう。

「いよぉライトランス。お前と戦うのは初めてだな。学園で一番強いといわれているみたいだが……それが間違いだと証明してやるぜ！」

「ふーん。ご託たくはいいから早くかかってきたら？」

　リングの上で挑ちよう発はつし合う選手二人に、観客たちも声援を送る。

　どうやら賭かけ事を行なっている者もいるようで、鬼き気き迫せまる怒ど声せいが飛んでいた。

「それじゃ、遠慮なくいかせてもらうぜ！」

　巨漢はセラナへ向かって拳こぶしを振り下ろす。

　と同時に、肉体強化の魔術を発動。

　ただでさえ優すぐれた筋力に魔力が上乗せされ、爆撃じみた勢いでセラナを強襲した。

「危ない！」

　客席から悲鳴が上がる。

　なにせセラナは華きや奢しやな少女だ。

　普通の感覚で見れば勝ち目はなく、凄せい惨さんな殺さつ戮りくショーにしか思えない。

　しかし、タクトは安心しきって観戦していた。

「大口を叩く割には大したことないわ！」

　セラナは右腕を突き出し、それ一本で巨漢の拳を止めてしまう。

　崖がけから岩が落ちてきたような轟ごう音おんが響ひびいたが、そんな衝撃を喰くらっても、セラナは微み塵じんも揺ゆるがず、不ふ敵てきに笑うばかり。

「な、何だぁ!?」

　巨漢は自分の攻撃を止められた事実が信じられないらしく、愕がく然ぜんとした顔でセラナを見つめる。

　客席からも、どよめきと歓声が上がった。

　無む残ざんに吹き飛ぶかに見えた少女が思わぬ優位に立っているのだ。

　沸わかないはずがない。

　だが、タクトにとっては──というより魔術師にとっては当然のこと。

　見た目の筋肉など問題ではない。重要なのは魔力の多た寡か。そして、その扱あつかい方の上う手まさが勝敗を決する。

　あの巨漢は魔術師として、明らかにセラナに劣っていた。

「じゃ、そういうことで」

　セラナは左手に持つ杖に魔力を流し込む。

　それによって雷撃魔術が発動。

　晴天の空から突とつ如じよとして落雷。

　巨漢に襲いかかった。

「んぎゃああああああ！」

　黒焦げになるほどの威い力りよくはなかったが、それでも彼の体からプスプスと煙けむりが上がり、そのまま気を失ってバタリと倒れてしまう。

「勝者、セラナ・ライトランス」

　審しん判ぱんがそう宣言するとともに、リングの周りにいた教師たちが回復魔術を巨漢に飛ばす。

　このトーナメント。出場者の誰もが本気で優勝を目指している。

　だからこそ、死者を出さないよう学園側はつねに気を配くばっているのだ。

「セラナさーん」

　客席からタクトが手を振ふると、セラナもこちらに気が付き、手を振り返してくれた。

「タクトくん！　見ててね、私、優勝するから！」

　優勝、するだろう。

　なにせ格が違う。

　森の二重結界を越えた時点で他の学生と一線を画かくしていたはずだ。

　そして、あの本を読んだことで、更に成長してしまっている。

　手作りのアミュレットもあった。

　苦戦すらせずに終わらせてしまうだろう──そうタクトは思っていたのだが。

　次の第二試合で現われた少女もまた、天才と呼ぶに相応ふさわしい存在だった。
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　それは波打った金髪をきらめかせる、美しい少女。

　立ち振る舞いの全てが優ゆう雅が。コロシアムで舞踏会が始まったのかと錯さつ覚かくするほどだ。

　一体何者か？

　選手紹介でその名が読まれると、その疑問はすぐに氷ひよう解かいしてしまう。

　シンシア・バルフォア。

　ララスギアの街では名門として知られる家だ。

　優秀な魔術師を多数輩はい出しゆつしており、つい最近、アジールに来店してくれたチャーリーもその一人。

　であれば、相そう応おうの実力を持っているのだろうと、観客の誰もが期待して試合を見つめた。

　そして、彼女の力は全員の予想を遙はるかに超こえていた。

　お祭り好きの人々が静まりかえってしまうほどに。

　まず異い様ようなのは、シンシアが杖を二本持っているということ。

　左手にあるのは学生が使う木製の杖だが、右手にあるのは金属製だった。

　それも普通の金属ではない。

　おそらくは、オリハルコン。

　マジックアイテムの素材としては最高級の素材だ。

　素すの状態でも鋼鉄を上回る強度を誇ほこり、魔力を流せば天井知らずに強固となっていく。

　そして魔術回路を刻めば、宝石以上の精せい度どで作動するという反則的な性能を持っている。

　だが、加工が非常に困難で、その上、ダイヤモンドよりも高額だ。

　一いつ介かいの学生が入手できる代しろ物ものではない。

　しかしバルフォア家の財力があれば、可能なのだろう。

　それにしても、どんな効果を持つマジックアイテムなのか？

　そう、誰もが考えたのも束つかの間ま。

　試合開始と同時に、試合が終わった。

　リングの上に突如として巨大な黒い腕──のようなものが出現し、シンシアの対戦相手を場外まで弾はじき飛とばしたのだ。

　飛ばされた学生は気絶し、起き上がれない。

　審判はシンシアの勝利を宣言した。

　時間にして十分の一秒以下。

　弾き飛ばされた者はおろか、観客ですら何が起きたのか分からず、愕然とするばかり。

　タクトも黒いそれの正体を把は握あくできなかった。

　不意に現われ消えたことから、おそらくは召喚獣の類たぐいだろう。

　その秘密がシンシアの実力ではなく、あの杖にあるということも想像できる。

　だが、それにしても。学生の試合に持ち込むようなマジックアイテムではない。

「反則じゃねーか！」

　客の誰かがそう叫ぶと同時に、連れん鎖さしてブーイングが始まった。

　一万人近い人間が、一人の少女に罵ば声せいを飛ばす。

　しかしシンシアは涼しい顔で客席を見回してから、一いつ喝かつする。

「お黙だまりなさいッ！」

　その女王の如ごとき声に全員が圧倒され、コロシアムは静寂に包まれる。

　タクトですら感心してしまうほどの迫力だった。

「このトーナメントには、自前のマジックアイテムを持ち込むことが認められています。そしてこの〝見習いの杖〟を通せば、どのような魔術を使っても構わない。それがルールですわ。そうですわね、先生方」

　シンシアはこれ見よがしに、左手の杖を掲かかげてみせる。

　学生用魔術制御装置──通称〝見習いの杖〟。

　魔術発動を補佐すると同時に、見習い魔術師がトラブルを起こさないよう、魔力に制限をかける装置だ。

　シンシアは右手と左手の杖を同時に使用した。

　つまりシンシアが今行なった技は、仮免許で認められる範はん疇ちゆうに収まっているということ。

「協議の結果、シンシア・バルフォアにルール違反がないという結論になりました」

　運営委員会が魔力で拡声したアナウンスを流す。

　公式に認められてしまった以上、シンシアは遠慮なく使うだろう。

　彼女の対戦相手は、さっきの技と対たい峙じしなければならない。

　勝敗はやる前から分かっていた。

　開始と同時の敗北。

　そんな試合に出たかがる者はおらず、ほとんどの者が一斉に棄き権けんを申し出る。

　客席も白しらけてしまい、ため息ばかりが漏もれていた。

　だが、たった一人だけ。

　シンシアとの戦いに臨む生徒がいた。

　言うまでもなく、それはセラナ・ライトランスである。





　　　　　＊






　決勝戦の開始は三十分後だとアナウンスされた。

　そこでタクトは席を立ち、コロシアムの入り口に向かう。

　予想どおり、セラナとシンシアのどちらが勝つかで賭け事が行なわれていた。

　どうやら、オッズはかなり偏っているらしい。

「おいおい。ほとんど全員がシンシアじゃねーか。これじゃ賭けにならねぇ。大穴狙ねらいで男気みせる奴はいねーのか？　万が一ってこともあるだろうが」

　賭けの元締めは、周りにいる男たちにそう呼び掛ける。

　が、誰もセラナに賭けようとしない。

　無理もないだろう。

　シンシアの圧倒的な強さを見てしまっては、彼女が負けるところなど想像も出来ない。

　しかし、タクトは手を上げ、そして宣言する。

「セラナさんに十万イエン」

　瞬間、うぉぉぉと歓声が上がった。

「おい、正気か!?　大金をドブに捨てることになるぞ！」

「悪いことは言わないからやめておけ。素人しろうと目に見ても実力差がありすぎる」

　周囲の人々がタクトに忠告してくる。

　無論、聞く耳持たない。

「ご心配なく。俺には俺の考え方があるので。さあ、十万イエンはここにあります。セラナさんに賭ける人がいなくて困っていたのでしょう？」

　タクトは元締めの男の前に立ち、札束を突きつけた。

「へっ、可愛い顔して勇気がある奴だぜ。ほら、これがセラナに賭けたって証明書だ。なくすなよ」

　男は紙に『セラナ、十万イエン』と走り書き、最後に判はんを押してタクトに渡す。

　周りの連中が興味深げに覗のぞき込んでくる。

　おい、こいつ本当に十万イエンも賭けやがったぞ──という感じだ。

　タクトは何か言ってやろうかと思ったが、思いとどまる。

　どちらが正しいかなど、試合が始まれば分かること。





　　　　　＊






　タクトは客席に戻り、リングを見つめながら腕を組む。

　その上で向かい合うのは、セラナとシンシアだ。

　決勝戦開始は秒読み段階である。

　コロシアムは熱気に包まれ、そしてここにいるほとんどの人間が、シンシアの勝利を確信していた。

　タクトだけは違う。

　ゆえにセラナに十万も突っ込んでしまったが。実のところ、彼女が絶対に勝つという確証はなかった。

　さりとて他の客のように、必ずシンシアが勝つと思っているわけでもない。

　ようは五分五分……いや、四割……三割くらいはセラナの勝ち目があるはずだ。

　根拠はいくつもある。

　まず装備はともかく、本人の魔力量はセラナの方が優まさっている。

　それからセラナには、アジールで買った本の知識がある。

　そして何よりも、タクトですら遠く及およばない剣技がある。

　シンシアの召喚獣を〝剣だけ〟で捌さばけと言われたら、タクトは絶対に断る。

　しかしセラナならあるいは。

　むしろ下へ手たに魔術師らしく戦おうとせず、杖を剣に見立て、剣士として戦った方が遙かに強いだろう。

　問題なのは、セラナ本人にそうするつもりがあるのかどうか。

　なにせこの戦い、誰かの生命や運命がかかっているわけではなく、たんに学園で一番強い生徒になれるという名誉だけの大会だ。

　負けてもいいから魔術師らしく戦いたいとセラナが思うなら、口を挟はさむ権利など誰にもない。

　たとえ十万イエン賭けていたとしても、だ。

　──それにしても。

　シンシアの杖が放つマナに見覚えがある。

　いや、あるどころか、あれは確実にタクトがチャーリー・バルフォアに売ったグリモワールと同等のものだ。

　それを証明するかのように、杖の先端には本一冊が収まりそうな飾りがついている。

　新しいマジックアイテムを作ると言っていたが、まさかそれが学園のトーナメントに出てくるとは思わなかった。

　そして、もう一つ気になるのは、あのグリモワールを学生が制御可能なのか、ということだ。

　確かにタクトはグリモワールに封印を施し、滅めつ多たなことでは暴走しないようにした。

　そして、あの名匠チャーリー・バルフォアが、マジックアイテムの動力源として調整し直したのだ。

　しかもシンシアがこうして持っているということは、彼女のために作ったと考えるべき。

　となれば、タクトの心配は杞き憂ゆう──のはず。なのだが。

　なぜだろうか。

　胸騒ぎがする。

　今からでも遅くはない。

　自分の足元にある『コレ』をリングに向かって投げようか。

　いやいや。シンシアのように初めから持ち込んでいたのならともかく、途中で客席から差し入れするのは反則感が大きい。

　そもそもルール上、許されているのか……？

　やはりタクトは大人しくしていよう。

　今日は応援に徹てつするのだ。

　コレは当初の予定通り、セラナが優勝したときのご褒ほう美びにとっておく。

「セラナさん！　頑張ってくださいっ！」

　タクトが声を張り上げると、リングにいるセラナが親指を立てて応えてくれた。

　ただし視線は正面のシンシアに向けたまま。

　その横顔は凜り々りしく、タクトは少しドキリとしてしまう。

　そして──

「試合開始！」

　審判が叫ぶと同時に出現する黒い腕。

　ああ、間違いない。

　前の試合では油断していたが、こうしてジックリ見ると、巨腕そのものだ。

　シンシアの真横。何もない空間から生えるその腕は、五本の指でセラナより大きな拳を作り、尋じん常じようならざる速度で突き出される。

　まるで砲ほう撃げき。

　直撃すれば場外まで飛ばされてしまう。

　テンカウントまでに復帰すれば問題ないが、普通なら気絶して終わりだ。

　それに対して、セラナが取った行動は。

　真っ向勝負である。

　黒い腕が出現するのと同時に──正確には試合開始と同時に、テーゲル山で巨人を倒した『ライトニング・ブレード』を出し、迎撃の姿勢をとっていた。

　見習いの杖から伸びる、蒼あおい光の刃やいば。

　それが獣じみた反射神経で黒い巨腕を捉え、野球ボールのように打ち返した。

　沸き立つ観客。

「うおおおおおおおおおおおおっ！」

　それはセラナを称たたえる響きだ。

　自分のことじゃないのに、タクトは何だか嬉しくなってしまう。

　黒い腕は空中に飛び上がり、そのままコロシアムの外まで飛んでいきそうな放物線を描く。

　だが、腕は空中で止まり、シンシアの元へと帰ってきた。

「ふふふ……流石はセラナさん。有象無象の生徒とは違い、この一撃を凌しのぐのですね。ええ、それでこそ、わたくしのライバル」

「な、何を笑ってるのよ！　あんたの攻撃は、もう見切ってるんだから！　私と闘う前に奥の手を出したのが運の尽つきね！」

　まさに、それだ。

　タクトも初見は驚いたが、こうして二回目になると、目が慣なれてしまう。

　学生レベルの戦いでこれほどの威力と速度、奇襲性を持った技が出てくるとは驚きだが、そうだと分かっていれば、対処のしようなどいくらでもあるのだ。

　ところがシンシアは口に手を当て不気味に微笑む。

「あらあら。奥の手とはいったい何のことですの？　わたくしの奥の手とは……これのことですわ！」

　シンシアは杖の底でリングを叩いた。

　甲高い音が響き渡る。

　それによって黒い腕は痙けい攣れんするように震ふるえ、そして伸びていく。

　腕の根元から、肩が生えてきた。

　何もない空間なのに、まるでドアの隙間から潜くぐり抜ぬけてくるように。

　頭が、胴体が、そしてもう一本の腕がリングの上に現われる。

　ふと気が付けば、巨大な上半身がそこに浮いていた。

　腰から下がないのに、それでも三メートルはあるだろう。

　シルエットが炎のように揺らぎ、実態が摑めない。

　どうやら召喚獣ではなく、グリモワールの魔力で作り出した人工精霊のようだ。

　それにしても、何と力強い。

　これほどの人工精霊を生み出すには、膨ぼう大だいな魔力と複雑な演算が必要だ。

　しかし学生であるシンシアがそれらを用意できるはずがない。

　シンシアは杖に刻まれた魔術回路を起動させただけだ。

　それだけで、あの巨人が顕けん現げんした。

　流石はチャーリー・バルフォア。

　見事と言うより他にない。

　だが、いくら何でも、学生にあの巨人を制御可能なのだろうか？

　あの杖の補助はそこまで強力なのか？

　巨人を生み出すことは出来ても、まともに操れるとは到とう底てい思えない。

　下手をすれば、暴走する。

　しかし、タクトが考えているようなことは、チャーリーならとっくに分かっているはず。

　ちゃんと安全機構が搭とう載さいされているのだろう。

　ただ、暴走しないようになっているのと、巨人を自在に操れることはイコールではない。

　セラナの勝機はそこにある。

「セラナさん、攻めて！」

　タクトの叫びが聞こえたのかどうかは分からない。が、セラナはライトニング・ブレードを構え、巨人へ向かって走った。

「うふふ。素晴らしい勇気ですわセラナさん。しかし、体格差は圧倒的ですわ！」

　突如、巨人の腕に黒い剣が生える。

　それは走るセラナの頭上に振り下ろされた。

　同時にセラナもライトニング・ブレードを振り上げる。

　闇と光の交差。

　シンシアの言うように体格差は圧倒的。

　セラナが潰つぶされて終わる──という観客の予想を裏切って、蒼い光の剣は、巨人の剣を弾き返した。

「な、何事ですの!?」

「悪いけど、腕だけだったときのほうが速くて厄やつ介かいだったわ。あなた、これを制御し切れてないみたいね！」

　セラナは笑みを浮かべ、よろめいた巨人に追撃をしかける。

　目が覚さめるような横一文字斬り。

　それにより黒い巨人が両断され、セラナの勝利が確定する──と思われた、そのとき。

　シンシアの右手にある杖が、ひび割れた。

　先端の飾りが壊れ、グリモワールが露出する。

　ああ、何ということだろう。

　タクトがグリモワールに施した封印措置が、消えていた。

　空中でページがパラパラと捲めくれる。

　意味不明の記号が書き連つらねられた紙があらわになった。

　マジックアイテムの動力源という想定されていない用途に使われ、なおかつシンシアの未熟な制御が重なった結果。

　魔物を封印するための魔術回路が今、完全に無力化され──

　グリモワールを中心に突風が巻き起こった。

「な、なんですの!?」

　杖の所有者たるシンシアは、何が起きたのか分かっていないらしく、腕で顔を覆おおって風を防ぐ。

　しかし、そんなことをしている場合ではないのだ。

　あの本に封印されていた魔物は『そこにいる』というだけで、呪いを撒まき散ちらす。

　それこそ、このコロシアムにいる人間を皆殺しにするくらいの力がある。

　なのに観客たちは自分に死が迫っていると気が付かず、リング上の新たな展開に目を輝かせていた。

「──仕方がない」

　タクトは応急処置的に、観客席とリングの間に防御結界を張った。

　これで客たちは守ることが出来る。

　問題はリングにいるセラナとシンシアだ。

　グリモワールからは黒いモヤが溢あふれ出だしている。危険度は見るからに高い。それが黒い巨人と融ゆう合ごうし、下半身を形成していく。

　上半身だけだった巨人に足が生はえ、のっぺりしていた顔に真しん紅くの瞳ひとみが浮かび上がった。

　やがて巨人はグリモワール自体を取り込んで──強烈なマギカを放った。

　そう、マナではなく、マギカ。

　自律した意志を持っている証あかしだ。

「おい、なんか変じゃねーか……？」

「あの巨人をみていると、すげー不安になってくるんだが……」

　客席からそんな声が上がってくる。

　魔術の心得がない者が見ても、危険を感じてしまうほどの禍まが々まがしさ。

　だが、タクトが結界を張っているからこの程度で済すんでいるのだ。

　まともに直視すれば、嘔おう吐とし、血を吐き、ほどなくして死ぬ。

　そして、結界の内側にいるセラナとシンシアは、巨人の呪いを直に浴あびている。

　どちらも並の学生を超えた力を持っているとはいえ、このままでは危ない。

　そのことを学園の教師たちも察したらしく、五人ほどの集団が客席の最前列まで走ってきた。

「いかんぞ。詳細は分からんが、あれはマギカを放っている……シンシアに扱えるものじゃない！」

「くそっ、誰だこんなところに結界を張った奴は！　助けに行けないじゃないか！」

「早く結界を分解しろ！」

「だ、駄だ目めです……信じられないほど強力な結界です。こんなの見たこともありません！」

　と、教師たちは頼りない発言をする。

　あの魔物は、学園の教師レベルで戦える相手ではないのだ。

　そこで黙って見ていてもらおう。

　あの二人を助けることが出来るのは、この会場内でタクトのみ。

　ゆえに、フェンスと結界を乗り越えリングに飛び込もうとした、そのとき──。

　巨人がシンシアを向き、赤い瞳を光らせた。

「なんですの！　なんですの!?　どうして勝手に──」

　シンシアは尻餅をつき、震えながら壊れた杖を巨人に突き出す。

　しかし既すでに巨人はシンシアのコントロール下を遠く離れている。

　彼女には、もうどうすることも出来ない。

　そして、至近距離で目を合わせたことにより、呪いはシンシアを直撃する。

「ひっ！」

　シンシアは全身を痙攣させ、目は焦点が定まらず、滝のように涙が流れている。鼻水が止まらず、口からは泡を噴く。

　完全な恐慌状態。

　そこから逃げ出す、という簡単な判断が出来ないほど意識が混乱している。

「まずい！」

　タクトがリングに行く前に、シンシアが死んでしまう。

　少々危険だが、客席から巨人を狙そ撃げきするしかない。

　余よ波はでシンシアを巻き込むかもしれないが、死ぬよりはマシとあきらめ、我が慢まんしてもらおう。

　そう考え、タクトは腕を突き出し魔法陣を広げた──。

　しかし、タクトが魔術を使用する前にセラナが動いた。

「うりゃああああ！」

　呪い渦うず巻まくリングの上で、セラナは気合いの掛け声とともにライトニング・ブレードを握りしめ、巨人へと駆けていく。

　無茶。無謀。自殺行為。

　そもそも地力が違う上、呪いを喰らっているせいでセラナの顔は蒼そう白はく。脂汗だらけ。

　確実に返り討ちにされる。

　セラナの声に反応した巨人は振り返り、迎げい撃げきのために拳を握にぎりしめた。

　──彼女はなぜ、わざわざ声を出して自分の存在を？

　それはもちろん、シンシアを守るためだろう。

　ならば、セラナを守るのはタクトの役目。

「アミュレット起動」

　タクトは胸に下げたペンダントのルビーを握りしめ、そこに刻まれた魔術回路に魔力を流す。

　それはセラナがくれたルビー。

　今、彼女も同じ形のルビーを首に下げている。

　セラナのルビーには、自動防御の魔術回路が刻まれている。

　当然、巨人の攻撃にも反応して防御を行なうだろう。

　しかし、セラナ自身の魔力が少ないために、防御結界は容易たやすく貫つらぬかれる。

　ならば、外部から補強してやればよい話。

　タクトが自分のルビーに刻んだのは、そういう魔術回路だ。

「リンク開始」

　タクトのルビーからセラナのルビーへ、赤い線が伸びていく。

　それはマギカの伝達。

　セラナの魔力を使って張られた防御結界に、タクトの魔力を流し込み飛躍的に強化する。

「はッ！」

　セラナは飛び上がりライトニング・ブレードを振り下ろす。

　だが、それよりも巨人の拳が速い。

　蒼い光の刃が届く前に、黒い拳が少女を叩き潰す──その刹せつ那な。

　タクトの魔力で強化された結界が、巨人の拳を跳ね返した。

「!?」

　巨人以上にセラナ自身が驚きの顔を浮かべるが、剣士の本能が彼女の体を突き動かした。

　まさに稲いな妻づまの如ごとく打ち下ろされる唐から竹たけ割わり。

　それは巨人の肩を斬り裂いて、そのまま胸まで食い込んだ。

　が、そこで止まってしまう。

　セラナの魔力が足りない──というより、見習いの杖が限界を迎え、真ん中から折れてしまったのだ。

「あっ！」

　触しよく媒ばいが壊れたことでライトニング・ブレードも消えてしまい、セラナは攻撃の途中でリングの上に着地してしまう。

　巨人の傷はみるみる塞ふさがっていく。

　セラナは無傷の巨人の前に丸腰で立つはめになった。

　絶体絶命。

　しかしタクトは、こうなることを読んでいた。ゆえに──

「セラナさん、新しい剣だ！」

　タクトはセラナがライトニング・ブレードを振り下ろす前から、それを手に持ち、投げる動どう作さに入っていた。

　足元にずっと置いたままにしていた、手製のマジックウェポン。

　かつて、とあるダンジョンで拾った名も無き名剣を、タクトが改造して作った魔法剣。

　タクトがセラナのために作ったものだ。

「タクトくん！」

　槍やり投げの要領で、剣をリングへと。

　客席を守る結界を易やす々やすと通り抜けて、セラナの眼前に落ちる。

　それは丁度、手にとって振りやすい位置だ。

　黒い巨人はセラナを踏み潰そうと、その巨大な脚を上げた。

　だが、すでにセラナは、タクトが投げた剣を拾っていた。

　剣の柄つかには、サンダードラゴンの骨から作ったダイヤモンドが埋め込まれている。

　そこに刻まれた魔術回路は極単純。

　ダイヤモンド自体が放っているマナを使い、剣の強度と切れ味を強化するのだ。

　使用者の魔力に依存せず、つねに安定した効果を発はつ揮きする設計。

　つまり、扱うのが学生であっても。それどころか完全な素人であっても、鋼鉄をチーズのように斬り裂くことが可能である。

　そこにセラナの剣技が加われば、それこそサンダードラゴンだって倒せるだろう。

　ならば、この黒い巨人だって倒せるのだ。

「やっ！」

　セラナを押し潰そうとする巨脚と、きらめく刃が交差する。

　結果、セラナは潰れず、逆に巨人の脚が切断された。

　片脚を失った巨人はバランスを崩し、仰向けに倒れる。

　その巨体とは裏腹に、音は思いのほか小さかった。

　炎のように揺れるシルエットから見て取れるように、やはり実態がないのかもしれない。

「シンシアさん、大丈夫!?」

　セラナはシンシアのもとに駆け寄り抱き起こす。

　シンシアはしばらく愕然としていたが、ハッと気が付くと、目を見開いてセラナを見つめた。

「セラナさん……わたくしを助けてくださったのですか……？　わたくしのせいでこんなことになったのに……」

「なに言ってるの！　当たり前でしょ！　それより、早く逃げなきゃ！」

　セラナはシンシアの手を引いて、リングの端まで走ろうとした。

　だが巨人の体が変形し、人型からイソギンチャクのような不気味な姿になり、触手を伸ばす。

　触手はセラナとシンシアの脚に絡からみつき、二人を持ち上げてしまった。

　そしてイソギンチャクは口を開け、少女たちを飲み込もうとする。

「え、ちょっと！　私たちを食べても美お味いしくないし！」

「誰か、誰か助けてくださいましぃ！」












　言われずとも助けるに決まっている。

　タクトは剣を投げたあと、すぐに結界の内側に入り込んでいた。

　位置は巨大なイソギンチャクの頭上。滞空し、空中に魔法陣を展開。

　眼下に炎の矢を放つ。

　それにより触手が切断され、セラナとシンシアはリングの上に落ちた。

「きゃ！」

「はう！」

　セラナは悲鳴を上げながらも無事に着地した。が、シンシアはビタンと音を立ててうつ伏せになり、そのまま動かない。

「……セラナさん。シンシアさんを担かついで逃げてください。結界は二人を通すように設定していますから気にしないで」

「タクトくんはどうするの!?」

「もちろん、このイソギンチャクを始末します」

　イソギンチャクはタクトを敵と見なしたらしく、セラナたちを無視して、十数本の触手を空に向けて伸ばしてきた。

　だが、タクトはあらかじめ、周囲に高熱の空間を作り出している。

　触手の全てはタクトに接近しただけで融ゆう解かいし、蒸発してしまう。

「わ、分かった！　ありがとうタクトくん……気をつけてね！　大丈夫だと思うけど！」

　蒸発した触手を見たセラナは、グッと親指を立ててからシンシアを担ぎ上げ、客席へと走っていった。

　その客席では、すでに避ひ難なんが始まっていた。

　巨人やらイソギンチャクやらと化物が出現したせいで、誰も彼もが我先にと出口に向かっている。

　幸いにも、このコロシアムの通路は広く、出口も複数あるので、ドミノ倒しのような混乱は起きていない。

「さて。とっとと片付けるか」

　なぜ、このような事態になってしまったのか。

　結局、あのグリモワールの中身は何だったのか。

　それらの疑問を追つい求きゆうするためにも、まずはこの場を鎮ちん圧あつしよう。

「ライト・オブ・ファランクス」

　タクトの呟きとともに、空中に光の槍が現われた。

　それは十本、二十本と増えていき、やがて百を超える。

　その切っ先は、真下にいるイソギンチャクへ向いていた。

　イソギンチャクは危険を感じ取ったようで、新たな触手を生やし、タクトに攻撃してくる。

　しかし、もう遅い。

　百の光こう槍そうは隊列を組み、垂直にイソギンチャクを強襲した。

　それは刺すというよりは、抉えぐり、削けずり取とると表現すべき暴力の群れ。

　瞬またたく間にイソギンチャクは小さくなっていき、リングごと消滅してしまった。

　これで終わり──タクトがそう思った瞬間。

　抉れた地面の奥から、再び巨人が現われ、タクトに向かって突進してきた。

　驚くべき再生力である。

「むっ！」

　タクトは後退してそれを避ける。

　すると、同じ高度まで上ってきた巨人が、真まっ直すぐタクトを睨み付けてきた。

　巨人には表情があった。

　激しい怒りの表情。

　ただたんに攻撃されたから怒っているのではなく、もっと深い、長年の怨うらみがこもっていそうな形ぎよう相そうだった。

　一体いつ自分が巨人の怨みを買ったのだろうか。

　初めて会ったのは、ギャングの地下倉庫のはず。

　あれも怨みの対象といえばそうなのだが、しかし、それにしても凄すさまじい憤ふん怒どだ。

　訳が分からずタクトが首を捻ひねっていると、巨人は口を開いた。

「ああ、やはりそうだ！　あの地下倉庫で会ったときから予感していたぞ！　その魔力の波長……貴様、皇城すめらぎ拓たく斗とだな！」

「──なに？」

　どうして巨人がタクトの名を知っているのだろう。

　それも、タクト・スメラギ・ラグナセカ、ではなく。

　皇城拓斗という日本人としての名を。

　──まさか、こいつ。いや、俺がこうしてここにいる以上、こいつがこちらの世界にいても不思議ではない……？

　見る影もなく弱体化しているから、今の今まで連想もしていなかった。

　しかし、よく観察すると、似ている。

　いや、同じだ。

　かつて地球で戦った、あの最強の敵と全く同じ波長のマギカが、巨人から出ているのだ。

「お前……魔王ヴァルバレア……なのか？」

　それは、かつて地球に突如現われ、人類を滅めつ亡ぼうの危機に叩き落した魔族の長おさ。

　十四年前、タクトはそれと戦い、勝った──と思った瞬間、こちらの世界に転生してしまったのだ。

　その後、魔王と地球がどうなったのかタクトは知らない。

　なんとか地球に帰ろうと次元回廊なるものを探しているが、いまだ成果が出ていない。

　だが、よく考えてみれば、タクトがこちらに来ているのなら、同じ条件だった魔王が来ていても不思議ではないのだ。

　とはいえ、それでもやはり奇妙といえる。

〝彼〟はグリモワールに封印されていた。

　そして、あのグリモワールは作られてから、少なくとも百年以上経たっているはず。

　タクトが魔王を倒したのも、こちらに転生したのも十四年前の話なのに。

　同時に転生してきたのなら計算が合わない。

　グリモワールが作られた年代と封印された時期が異ことなるのか？

　だが、あのグリモワールは『何かを封印すること』に特化した本だ。

　素直に考えれば、魔王を閉じ込めるために作られた本と見るべき。

　──いや、そうか……こちらの世界と地球の時間軸が同じという保証はないんだ。

　確かにタクトの主観では、あれから十四年経っている。

　では、仮に今、タクトが次元回廊を開くことに成功し地球に帰ったとして、十四年後の地球に行けるのかといえば──何の保証もなかった。

　一年しか経っていないかもしれないし、百年経っているかもしれない。

　なにせ、世界が違うのだ。

　ならば、魔王が別の時代に転生していたというのも十分にありえた。

「おい魔王。お前、一体いつからこの世界にいるんだ？」

「よく聞いてくれたな皇城拓斗よ！　この世界に生まれ落ちて、はや二百年！　かつては魔王と恐れられたこの我が、力の大半を失い、ただの一匹の魔物に成なり下さがり、しかも魔術師風情の手で封印されてしまった……この屈くつ辱じよく！　だが……ああ、嬉しいぞ勇者、皇城拓斗よ！　お前も普通の人間に転生していたとはな！　かつての魔力は微塵も感じない！　ほんの少し優秀な魔術師というだけよ！」

　魔王は高笑いを上げる。

　巨体なだけあって、実に大きな声だった。

　しかし、残念。

　喜んでいるところ申し訳ないが、勘かん違ちがいを指摘しなければならない。

「……悪いが。俺は前世の力をそのまま引き継いでいるぞ」

　そう言って拓斗は右手を突き出し、勇者の紋章を浮かび上がらせる。

　その瞬間、爆発的に膨ふくれ上あがる魔力の渦。

　十四年前、魔王と戦ったときそのままの力がそこに残っていた。

「なっ！　何だと……！　どういうことだ!?　我は力を失っているのに、なぜ貴様だけ……では我の力はどこにいってしまったのだッ？」

　かつて魔王だった巨人は、気の毒なほど狼ろう狽ばいしていた。

　なにせ二百年も不ふ遇ぐうの時を過ごし、ようやく宿敵と再会して怨みを晴らせると思ったら、絶望的なまでに差が開いていたのだ。

　魔王が地球でやった破壊と殺戮は絶対に許さないが、この運命は同情に値あたいする。

「お前の力はな……理由は知らないが、俺の左手に宿っている」

　タクトは左手も突き出し、そこに別の紋章を浮かばせる。

　黒い逆五芒星の形をした〝魔王〟の紋章だ。












　それを見た巨人は、赤い瞳を点にする。

「なっ!?　え、は？　それは、えぇ!?」

「そういうわけで。悪いがもう一度グリモワールの中に戻ってもらうぞ、魔王。お前が誰に封印されたのか、とか、俺たちがこちらに転生した理由、とか、そういったことはあとでじっくり調べてやる」

　タクトは二つの紋章を共鳴させ、巨人の体を分解していく。

　先程は倒しきれずに復活させてしまったが、再生能力が高いと分かった以上、今度は念入りに倒す。

「ま、待て！　二百年ぶりに自由になれたのに……！　せめて、もう少し暴れてから！」

「問答無用」

「ぎゃああああ！」

　六メートルを超えるその体が消し飛んだ。

　あとにはグリモワールと、それから人ひと魂だまのような黒い火の玉が残っていた。

　その火の玉は魔王の魂だ。

　タクトが念じると、魔王の魂はグリモワールに潜り込んでいく。

　二百年前に作られたこのグリモワール。何という魔術師が書いたのかは知らないが、実に優秀な魔術回路が刻まれていた。

　長い年月でほころんでいるが、それをタクトの魔力で補強。魔王を閉じ込める監獄をこの場で再構築する。

「やれやれ。それにしても妙みような因いん果がだなぁ」

　タクトはグリモワールを念力でたぐり寄せ、その表紙を眺めた。

　何かの動物の革で作られた、無地の表紙。

　さて。これからこの本をどう扱えばいいのだろう。





　　　　　＊






　校内トーナメントでの事件は被害こそなかったが、目撃者が多く、しかもグリモワールがらみということで、魔術師協会が調査に乗り出した。

　そこでいくつかの事実が判明したが、チャーリーにかんすることは、タクトにとってショッキングなものだった。

　なんとチャーリー・バルフォアの記憶力はもう、かなり怪あやしくなっているらしい。

　そこを孫のシンシアに利用され、マジックウェポンを作って渡してしまったというのだ。

　タクトとしては、まさかあの大魔術師が認知症であるなど思いもよらず、ライセンスを確認しただけでグリモワールを売ってしまった。

　知らなかったこととはいえ、魔導古書店として責任の一いつ端たんがある。

　しかし魔術師協会は、正規の手続きで取引をしたタクトを責めるつもりはないようだ。アジールの名に傷をつけずに済みそうで、そこは安心だ。

　そして元凶となったチャーリー・バルフォアであるが、彼はもう責任能力がないとみなされ、罪は不問とされた。

　とはいえ魔術師ライセンスは当然没収で、更に保護観察になるらしい。

　彼ほどの知識と技術をもった者がこのような末まつ路ろを送るのは悲しいが、老人が去るのは自然の摂せつ理り。仕方がない。

　また、祖父を騙だまして騒ぎを起こしたシンシアだが、彼女はまだ仮免の学生だ。

　学生が起こした騒ぎは、むしろ学園側の監督責任となる。

　なにせ、彼女が危険極きわまる杖を大会に持ち込んだことを、学園は見抜けなかったのだから。

　だが、魔術師協会の規定でそうなっていたとしても、やはり人道的にシンシアは非ひ難なんされてしかるべきだろう。

　事件が起きた次の日、校長室にシンシアとセラナ、それから参考人としてタクトが呼び出され、校長と協会の職員の前で事情聴取が行なわれた。

　そこでシンシアは泣きながら、こう答えた。

「わ、わたくし……セラナさんとお友達になりたかったのです。セラナさんは可愛らしいのに強くて、頑張り屋さんで……けど、わたくしなんか眼中にないみたいで……もし校内トーナメントでセラナさんに勝てたら、わたくしに興味を持ってくれるかと思って……！」

　それを聞いたセラナは驚いた顔で異を唱となえる。

「私もシンシアさんを凄いと思ってたよ！　綺麗だし、気品あるし、私なんかよりずっと魔術に詳しいし……けど、だからこそライバルだと思って、ちょっと冷たくしてたかもしれない……っていうか……その……私もシンシアさんと友達になりたい！」

「セラナさん！」

「シンシアさん！」

　彼女らは涙ぐんで見つめ合い、それからギュッと抱き合った。

　異界の魔王を封印した第二種グリモワールを暴走させた結果、少女二人が友達になるというほのぼのする結末に至いたったわけである。

　魔術師協会が乗り出してきたにしては寛かん大だいな処しよ置ちといえるだろう。

　だが、彼らだって趣味で粛しゆく正せいしているのではないのだ。

　将来性ある学生や、魔術の発達に貢献してきた老人を虐いじめても、協会に利はない。

　悪評とは裏腹に、協会にも慈じ悲ひはある。

　相手に悪意がなければ──の話だったが。

　まあ、そちらのほうは一件落着。

　だが、問題はまだあった。

　グリモワールをどう処理するか、ということである。

　タクトは魔術師協会の職員に呼び出され、別室で二人っきりの話し合いを始めた。

「あのグリモワール。私のほうでもザッと調べてみたが、やはり著者は不明だ。それから、中に封印されていた魔物もよく分からない」

「なるほど、そうですか」

　あの魔物、実は地球にいた魔王なんですよ──とは言えないので、タクトは適当に相づちを打つ。

「チャーリー・バルフォアが変に弄いじった上に、シンシア嬢じようが未み熟じゆくだった。そのせいで魔物が復活してしまったが……君が再封印してくれた。ゆえに、しばらくは大丈夫だろう」

「でしょうね。それで、あの本は協会で回収するのですか？」

「いや。アジールとチャーリー・バルフォアの間で正式な取引が成立している以上、あれはバルフォア家のものだ。正体が分からないとはいえ、物としてはそこまで特殊でもないから、わざわざ協会が保有する価値があるとも思えないし」

　知らないとはいえ、異世界の魔王を相手に凄い言いぐさだ。

　ある意味、第一種グリモワールに匹ひつ敵てきする希少性なのに。

「しかし、今のバルフォア家に第二種グリモワールを管理する能力があるとは思えない。シンシア嬢の両親も、封印魔術は専門外だからね。そこで、しばらくの間、アジールで預かってはどうだろうか？　無論、バルフォア家の同意を得てからだが」

「なるほど。もし俺が断ったらどうなります？」

「そのときは危険物として回収するしかないな。魔術師協会の最大の目的は、魔術師によるトラブルを防ぐことにあるのだから」

　それは困る。

　タクトはあのグリモワールを使って──というより、あの中にいる魔王から、地球と次元回廊にかんする知識を引き出すつもりなのだ。

「分かりました。アジールでお預あずかりしましょう」

「ありがとう。実に助かる。クララメラ様にもよろしく伝えてくれ」

　タクトは協会の職員と握手を交かわし、そしてグリモワールを受け取った。

　四千万イエンで売った本が無料で帰ってきたのだから、こんなに美味しいことはない。

　きっとタクトの日頃の行いが良いからだろう。
















　校内トーナメントが終わってから一週間が過すぎた。

　その日、タクトはカウンターで待機せず、店の前に座り込んで空を見上げていた。

　別に黄昏たそがれているわけではない。

　人を待っているのだ。

「やぁやぁタクトくん。君に何か大きな荷物だよ」

　ほどなくして、軽快な声と共に、ホウキで空飛ぶ魔法使いがやってきた。

　黒い三角帽子に黒いマント。

　運送業を営いとなむエミリー・エイミスである。

　そのホウキの後ろには、大きな木箱が縄なわで繋つながっており、エミリーと一緒にフワフワと降下してきた。

　人間一人が収まるサイズの、棺かん桶おけのような木箱だ。

「いつもありがとうございます、エミリーさん」

「いいんだよ、仕事だからね。ところで差出人が『カムデン魔術道具店』になっているけど。差さし支つかえなかったら、何を買ったか教えてくれよ。大抵のものは自分で入手するか作ってしまうタクトくんがこんな大きな買い物するなんて、お姉さん、興味が尽つきないな」

　エミリーは追及する口調ではなく、軽い世間話のノリで尋たずねてきた。

　タクトも、たぶん聞かれるだろうと予想していたので、スラスラと答える。

「ホムンクルスですよ。型かた落おちになって売れ残っていたやつを買ったんです」

「へぇ、ホムンクルスか。確かに便利なものだと聞くけど……あれって安くても百万イエンとかするんだろう？」

「普通はそうです。けど、これは値切りまくったので二十万イエンです」

「二十万イエンか！　安すぎだろう、それは。タクトくん、顔に似合わず大だい胆たんな値切り方をするんだなぁ」

「そうでもありませんよ。なにせこのホムンクルスは、ハンバート社製〝ＣＬ01〟ですから」

　タクトが説明すると、エミリーは得心した顔になり「なるほど」と呟く。

「ＣＬ01はもう五十年近く前のホムンクルスだからねぇ。当時は人気があったみたいだけど、流石さすがに今のホムンクルスと比べたら性能が低すぎて話にならない」

　もともとホムンクルスとは、魔術師が自分の手伝いをさせるために作る、人工人間のことである。

　実験の助手だったり、戦闘用だったり、愛あい玩がん用だったり、死んだ娘の代わりだったりと、用よう途とは様さま々ざまだ。

　ホムンクルスがほしければ、魔術師に頼んで作ってもらうか、自ら魔術師になって作るか、その二つしか手段がなかった。

　しかし五十年ほど前、ホムンクルスを大量生産し、一般向けに売り出そうという動きが生まれる。

　ハンバート社は、そんな流れの一つであり、当時は一部に熱狂的なファンを持っていた。

　なにせ、社長のハンバート氏は優秀な魔術師であると同時に、強烈な変態だった。

　ハンバート氏いわく──

　この世界で研究に値あたいするのは幼女のみである。

　ハンバート社の使命は幼女の素晴らしさを世に啓けい蒙もうすること。そして一人でも多くの幼女を世に輩はい出しゆつしていくことである。

　幼女にあらずんば人にあらず。

　もし自分が創造主なら人間は女性だけにして、寿命は十歳に設定する。

　──などなど、想像を絶ぜつする発言を繰り返していた。

　そんな社長が作るホムンクルスは必然的に幼女型であり、しかもＣＬ01は猫耳幼女だった。

　変態のこだわりゆえに、造形は完璧。

　当然ながら人気は爆発。

　生産が追いつかないほどの売れ行きだったらしい。

　しかし、量産型ホムンクルスという新しい分野は、日々進化していく。

　初期の製品は、ただ歩いて喋しやべるだけだった。顧こ客きやくもそれで満足していた。

　だが徐々に、家事手伝いや護衛任務、会計処理などの機能を持たせた製品が登場し、旧型を駆く逐ちくしていく。

　そんな中でも、ハンバート社はホムンクルスの機能改善に興味を持たず、ひたすら造形の追求だけを行なっていた。

　当然、業績は悪化。

　会社がピンチのとき、なにを思ったのか社長のハンバート氏は、幼児用の服を強引に着て公園の女子トイレに侵入し、逮捕されてしまう。

　ハンバート氏は取り調べでも法廷でも「ぼくようじょ」と繰り返し証言し、法廷侮ぶ辱じよく罪ざいで懲役三年の実刑判決を言い渡されてしまった。

　そしてハンバート氏が牢ろう獄ごくにいる間に会社は倒産。

　究極ともいえるレベルの造形技術を持った伝説の会社は、あっけなく消滅してしまったのだ。

　ハンバート社のホムンクルスはメーカーサポートも受けられずに朽くちていき、おそらく新品のまま残っているのは、今回タクトが買ったものだけだろう。

「けど、いくら性能が低くても、マニアならプレミア価格で買いそうなものだと思うんだが。その辺はどうなんだい？」

「それはですね……カムデン魔術道具店の店長は、そっち系にうとい人ですから。誤魔化して安くしてもらったんです。倉庫を圧迫するだけでしょうとか言って……」

「あはは。何だ。やっぱりタクトくんはあくどいなぁ！」

　エミリーはお腹なかを抱かかえて笑い出す。

　タクトとしても後ろめたい気持ちがあったので、頭をポリポリかいて誤魔化した。

「それにしても、タクトくんは猫耳ホムンクルスを何に使うんだい？　まさか、えっちなことをするのかい!?」

「しませんよ。店番が出来るくらいに改造して、手伝わせるつもりです。なにせ店長が微み塵じんも役に立ちませんから」

「ああ、うん。そういうことか。納得、納得。けれど、残念だな。ショタと猫耳ロリのからみが見られるかと思ったのに。いや、それは私の妄想で補おぎなうことにしよう！　今晩寝る前が楽しみだ！」

　エミリーは言いたいことを言って満足したらしく、タクトに受け取りサインを書かせてから、颯さつ爽そうと飛んで行ってしまった。

「あいからわず嵐みたいな人だ。まあ、長居されても困るんだけど」

　エミリーの姿が見えなくなってから、タクトはホムンクルスの入った木箱を引きずって店に入った。

　さあ。これでようやく、グリモワールの中身を調べることが出来る。

　扉に休業日の札をかけ、それから二重結界の強度を最大まで上げた。

　これで誰もアジールに近づけない。

　クララメラも二階で眠っているし、ゆっくりと作業が出来る。

「さて、と」

　タクトは袖そでをまくり、床に置いた木箱を眺ながめる。

　まずはバールのようなもの──というかバールそのもの──でクギを抜いてフタを開ける作業からだ。

　魔術師らしからぬ作業だが、このホムンクルスは一般人向けに販売されていたものだから、魔術師らしい梱こん包ぽうがされていない。

「よし、これでクギは全部抜いたな。中身は大丈夫かな？　なにせ五十年も前のホムンクルスだから……腐くさってる可能性も……」

　猫耳幼女の腐乱死体が出てきたら、流石のタクトも腰を抜かす。

　恐る恐るフタをずらしていくと、中から冷気が漏れてきた。

　ハンバート社がホムンクルスの品質を保つために施した冷凍魔術が、今も機能していたのだ。

　つまり、ホムンクルスの保存状態は良好ということ。

「へぇ……こりゃ確かに……人気が出るのも頷うなずけるな」

　木箱の中に入っていたのは、十歳前後の少女の姿をしたホムンクルス。

　少し力を入れれば、折れてしまいそうな華きや奢しやな体。

　新雪のように白い肌。

　漆しつ黒こくの髪は腰まで伸びて、その頭には猫の耳。

　お尻の上からは尻尾が伸びている。

　それらの肢し体たいの上には薄いスリップが一枚あるだけで、タクトとしては目のやり場に困ってしまう。

「で、初回起動用の人じん工こう魂こんは……これだな」

　猫耳ホムンクルスと一緒に、木箱の中にはガラスの小こ瓶びんが入っていた。

　その中には、白く光る球体が浮かんでいる。

　これを飲ませることによってホムンクルスは動き出すのだ。

　人工魂がなければホムンクルスは肉で出来た人形に過ぎない。

　ようはパソコンとＯＳの関係である。

「えっと、付属の人工魂に別の魂たましいを混まぜるときは……同じ瓶にいれて振ればいいんだよな、たしか」

　タクトは店の本棚から『人工魂自作マニュアル』という本を取り出し、パラパラとめくる。

「よし。大丈夫だ。丁てい寧ねいに混ぜろってしか書いてない」

　難しいのは魂を作ることであって、混ぜることそのものは誰でも出来る。

　だが、タクトは魂を作ったことがないし、作るつもりもない。

　なぜなら、タクトが混ぜようとしているのは、グリモワールに封印されている、魔王の魂なのだから。

「まずは本から取り出す」

　タクトがパチンと指を鳴らすと、カウンターの上に置いたグリモワールから、黒い火の玉が飛び出した。

　それが暴れ出す前に封印術式で拘こう束そくし、指で摘つまんで瓶の中に閉じ込める。

　白と黒の二つの魂──それらが入った小瓶をタクトは、思いっきりシェイクした。

　バーテンダーがカクテルを作るように、白黒が均一になるように徹底的に。

　三十秒ほど経たってから瓶を見ると、中身は既すでに原形をとどめないほどドロドロになっており、灰色に混じり合っていた。

「これを飲ませて……あ、違う。その前に首輪だ」

　すんでのところで思い出し、タクトはカウンターの引き出しに入れておいた首輪を取り出す。

　その内側には細かい模様が刻きざまれている。全て封印用の魔術回路だ。

　グリモワールの中身を参考に、タクトが組み上げたものである。

　これがあれば、魔王の意志がホムンクルスを乗っ取ろうとしても、未み然ぜんに防ぐことができるのだ。

　タクトは首輪をホムンクルスに装着させ、それから灰色になった人工魂を飲ませる。

　これで、魔王の記憶を持ったホムンクルスとなって動き出すはずだ。

　ここで重要なのは、魔王の〝意志〟そのものがホムンクルスに宿るのではなく、あくまで魔王の〝記憶〟を持っているだけ、ということだ。

　上う手まくいけば、魔王の邪悪さや、タクトに対する怨うらみが消しよう滅めつし、知識だけを引き出すことが可能となる。

「おい。起きろ。まさか壊れているわけじゃないだろ？」

　タクトはホムンクルスの上半身を抱き起こし、頰ほおをペチペチ叩いた。

　すると彼女はゆっくりと目を開け、そして──

「にゃ……にゃぁ……ここはどこにゃあ……」

　と、ノンビリした声を出す。

　とてもではないが、魔王には見えない。

　どうやら魔王の意志を消すことに成功したらしい。

　だが、それにしてもノンビリし過ぎている。

　記憶はちゃんと残っているのだろうか。

「お前、俺のことが分かるか？　お前の中にある魔王の記憶が、俺を知っているだろう？」

　不安になったタクトがそう尋ねると、猫耳ホムンクルスは不思議そうに首をかしげ、

「うにゃぁ？」

　と、可愛らしく呟いた。

　──ま、まずい……俺、何か失敗した、のか……？

　いや、工こう程ていは完璧だったはずだ。

　失敗など何もない。

　きっと目が覚めたばかりで記憶が完璧ではないのだろう。

　そう、タクトは信じている。

「まあ、とりあえず、立ちなよ。いつまでも木箱の中にいてもしょうがない」

「はいにゃ……」

　タクトが腕を引っ張ると、猫耳ホムンクルスは目をゴシゴシ擦りながら起き上がる。

　そして大きな瞳でタクトを見上げ、耳をピコピコ動かした。

「あなたが私のマスターかにゃ？」

「そうだけど……えーっと、とりあえずどうしようか……」

　タクトは魔王の記憶を引き出すためにホムンクルスを買ったのだ。

　しかし、この様子では、思い出してくれるまで時間がかかるだろう。

　つまり、しばらくは普通の猫耳ホムンクルスとして扱あつかってやらねばならない。

「うにゃ！　まずはマスターの名前が知りたいにゃ！　何とお呼びしたらいいかにゃ!?」

「そうか、まだ名乗ってなかったな。俺の名前は皇城すめらぎ……じゃなかった。タクト・スメラギ・ラグナセカ。マスターとか堅苦しいのはやめて、タクトって呼んでほしい」

「分かったにゃ！　マスターはタクトにゃ！　それで私の名前は何かにゃあ？」

　猫耳ホムンクルスは期待に満ちた瞳でタクトを見上げてきた。

　だが申し訳ないことに、何も考えていない。

　──魔王だから……マオでいいか。そんな悪くないと思うし。女の子だし。

「お前の名前はマオだ」

「分かったにゃ。マオは今からマオなのにゃ！　ありがとうにゃマスター。にゃにゃ、タクト！」

　適当に付けた名前なのに、マオは大喜びで万ばん歳ざいし、ピョンピョン飛とび跳はねる。

　こんなに名前を喜んでくれるなら、もっと真剣に考えればよかったと後悔するが、今いま更さら取り消すことも出来ない。

　まあ、本人が喜んでいるから、これでいいのだ。

「ところでタクト。ここはどこなのかにゃ？　本が沢山あるから図書館かにゃ」

「惜しい。古書店だよ。魔導書を専門に扱ってる」

「はにゃー、つまり古本屋さんかにゃ。マオが繁はん盛じようさせてみせるにゃ！　マオにお任せにゃ！」

　マオは気合いに満ちた瞳を浮かべ、ぐっと拳こぶしを握にぎりしめた。

　しかしタクトはマオにそんなことは期待していないし、可能だとも思っていない。

　とりあえず魔王の記憶を思い出すまでは、その辺でにゃんにゃんしていてもらおう。

「それにしてもマオ。お前の中にはちゃんと図書館とか古本屋の知識があるんだな。全部、一から教えてやらなきゃ駄目だと思ってた」

　最初期の量産型ホムンクルスは、簡単な家事手伝いですら丁寧に教えてやらないとダメだと聞いていたのに。

　思ったよりも会話がスムーズだ。

　ＣＬ01は評判よりも高性能ということなのだろうか。

「にゃ？　言われてみれば……マオの中にマオじゃない記憶があるにゃ！　なんにゃこれっ!?」

　マオはギョッとした顔になり、あたふたし始める。

　もしや魔王の記憶が蘇よみがえったのか──と、タクトが期待していると、マオは急に涙をポロポロ流して泣き始めた。

「ど、どうしたんだ!?」

「にゃーん、にゃーん！　マオが、マオが皆に酷ひどいことしてるにゃぁ！　ひ、人を殺してるにゃああああ！　マオは悪い奴だったのにゃああああっ！」

　マオの涙は滝のように床に落ちていく。

　それからマオはタクトにしがみつき、胸に顔をうずめて「うにゃぁぁうにゃぁぁ！」と大声を上げる。

　急に泣き出してしまった猫耳ホムンクルスにタクトも仰ぎよう天てんし、どうしてよいか分からずあたふたする。

「お、落ち着いてくれマオ。その記憶はお前のものじゃない。お前の人工魂と混ぜた、魔王の記憶だ」

　タクトが頭を撫でてやりながらそう言うと、マオはもぞもぞと顔を上げ、脅おびえた目を向けてくる。

「ほ、本当にゃ……？　マオ、悪いことしてないにゃ？」

「ああ、大丈夫。マオは何もしてないから、泣かないでよ」

　タクトが更に猫耳を撫でてやると、マオはくすぐったそうに身をよじった。

「ふにゃ……言われてみれば、マオは今動き出したばかりにゃ。あんなことをする時間も力もなかったにゃ！」

　ようやく現状を把握してくれたらしく、マオは元気を取り戻した。

　よかった、よかった。

「それにしても。その魔王って奴はとても酷いにゃ！　マオがやっつけてやるにゃ！」

　などとマオは叫び、出口に向かって走り出す。

　薄いスリップだけの半はん裸ら幼女を外に出すわけにもいかないので、タクトはあわててその腕を摑んだ。

「大丈夫だ。魔王は俺が倒したから」

「そうなのにゃ!?　流石はタクトにゃ！　凄いにゃー」

　マオは再びタクトに抱きついてきた。

　猫耳がピコピコ、尻尾もピコピコ動いている。

　親愛の動きなのかもしれない。

　実に可愛らしい。うむ。

　可愛らしいのは結構である。

　しかし、一向に本題が進まないのはいかがなものか。

「にゃーん♪」

　何とか頑張って、この猫耳幼女から地球や次元回廊の話を引き出さねば。

「ところでタクト。マオはお腹が減ったにゃ！　ペコペコにゃ！」

「そっか……まあ五十年も何も食べてなきゃ、お腹も減るだろうな。何か食べたいものはある？　可能な限りリクエストに応えて作るよ」

「タクトが作ってくれるなら何でも食べるにゃ！」

　マオがお腹をさすりながらそんなことを言うので、タクトはペペロンチーノを作ってやることにした。

　こちらの世界にもパスタはあるし、唐とう辛がら子しだってある。

　塩もニンニクもオリーブオイルも簡単に手に入る。

　治安がよい上に、エミリーのような運送屋が頑がん張ばっているお陰かげだ。

「はい。お待たせ」

「にゃ！　美味しそうにゃ、いただきますにゃ」

　店の奥にあるダイニングキッチンで、マオはペペロンチーノを前に舌なめずりした。

　魔王の魂が混じっているのに、マオは礼儀正しく「いただきます」を言ってからフォークを手に持つ。

　そしてペペロンチーノを幸せそうな笑顔で頰張る姿は天使のようだ。

　タクトは今、ハンバート氏が幼女に狂った理由の一いつ端たんを垣かい間ま見みた。

「それで、マオ。君の中にある魔王の記憶って、どのくらいハッキリしてるんだ？」

「にゃー。ちょっとずつ思い出してきたにゃ。地球という星でタクトと戦っているシーンが目に浮かぶにゃ。そして、気が付いたらこっちの世界で魔物になってたにゃ。んでんで、魔術師とケンカして封印されちゃったにゃ！」

「うーん……それじゃ参考にならないな。俺に倒された直後。つまりこっちの世界に来たときのことを詳しく思い出せないか？　例えば……次元回廊って言葉に聞き覚えは？」

「次元回廊にゃ……？」

　マオはペペロンチーノをフォークでぐるぐる巻きにしながら考え込む。

　タクトとしても特に期待しないで尋ねてみたのだが、意外なことにマオは唐辛子を口に入れながら「にゃ！」と頷いた。

「何か思い出したのか？」

「にゃにゃ！　マオを本に閉じ込めたその魔術師が次元回廊の研究をしていたにゃ。確か、次元回廊が開いたのを察知してマオを捕つかまえに来たと言っていたにゃ。そうにゃ、マオは転生してすぐに捕まったのにゃ！　それでマオを本に閉じ込めてから、周りを調べたり、マオを調べたり……そいつの家がどこにあったのかは……ええっと、もうちょっとで思い出せそうにゃ！」

　マオはそう一通り語ってから、

「にゃぁぁぁっ！　唐辛子辛いにゃぁぁああああっ！」

　目を血走らせ、舌を出しながら叫ぶ。

「そりゃ……唐辛子だけを一気に食べたら……」

「はにゃぁぁ……タクトが作ってくれたものを残したら失礼になると思ったにゃぁ……」

「唐辛子は残していいよ。はい、お水」

「にゃー、ありがとにゃー」

　マオはタクトが差し出したコップを受け取り、ゴクゴクと一気に飲み干す。

　口の端から水がこぼれ、スリップが透けて肌色が見える。

　無防備すぎて困ったものだ。

　それにしても、魔王の記憶を引き出すという目的は、一定の成果を上げた。

　マオを──ではなく、魔王をグリモワールに閉じ込めた魔術師は、タクトと同じく次元回廊の研究をしていたのだ。

　そして、マオはその魔術師の家を知っていると言う。

　二百年も前の話なので、まだ家が残っているかは疑問だが、そこに行ってみる価値はある。

　そうタクトが考えていると、二階で寝ていたはずの女神様が眠そうな顔で降りてきた。

「タクトぉ……さっきからニャーニャーうるさいけど……もしかして猫でも拾ってきたの……？」

　ネグリジェのままダイニングキッチンに現われたクララメラであるが、パスタをモグモグするマオを見た瞬間、カッと目を見開き、黄色い声を上げる。

「──ッ！　ッッッ!?　な、なに、どうしたのこの子！　こんな……こんな可愛い猫耳幼女がアジールに!?」

「何を叫さけんでいるんですか店長。ＣＬ01を買ったって、前に教えたじゃないですか。忘れたんですか？　さっき届いたんです」

「そ、そう言えば聞いた気がするけど……ここまで可愛いなんて……どういうこと！」

　それはこっちの台詞せりふだ。

　その取り乱しかたはどういうことなのだ。

　女神としての威厳というものを、もう少し考えて欲しい。

「にゃぁ？　どちら様にゃ？」

「ああ、紹介しておくよマオ。この人はクララメラ。この魔導古書店アジールの店長だ」

「はにゃー、店長しゃん。偉えらい人にゃ！　よろしくお願いしますにゃ。私はマオにゃ！」

　マオは椅子から立ち上がり、ぺこりとお辞じ儀ぎをする。

　よく出来たホムンクルスである。

　ハンバート社の人工魂にも、魔王の魂にも、こんな礼儀正しさはないはずだ。

　二つが混じったことにより、よい効果を生んでいるのだろう。

「あらー、可愛いうえにお利り口こうさんなんのねぇ。そう、マオちゃんっていうの……あらあら、そうなのねぇ、あらー」

　クララメラは「あらー」と連呼しながら、マオをひょいと担かつぎ上あげ、ダイニングから出て行こうとする。

「にゃにゃ!?　マオはどこに連れて行かれちゃうのかにゃっ！」

「そうですよ店長。どうするつもりですか」

「決まってるじゃない。こんなに可愛い猫耳幼女。抱だき枕まくらにしない手はないわ！　大丈夫。十時間くらいしたら解放するから。それまでは貸して！」

　クララメラは鬼き気き迫せまる表情でタクトを睨む。

　あまりの気迫に、タクトですら怯ひるんだ。

　どうやら逆らわないほうがいいらしい。

　本当に十時間でマオを解放するのかは分からないが、別に食べてしまうわけでもないし。

　ここは大人しく渡すのがベターだ。

「分かりました。お休みなさい」

「はーい。じゃマオちゃん。私とにゃんにゃんしましょうねー」

「ふにゃ!?　何だか言葉の端はし々ばしから怪あやしい気配がするにゃ！　タクト、助けてにゃー！」

　マオはクララメラの肩に担がれながら、手を振り回しタクトに助けを求める。

　しかし、タクトは無言で微笑し、手を振るだけ。

　有り体に言うと、見捨てた。

　仕方がない。

　クララメラが〝あらー〟状態になると、手が付けられないのだ。

　下手に妨害すると、タクトに被害が出る。

　ここは一つ、マオに耐たえて頂こう。

　なにせ、これからアジールで暮らしていくのだ。

　この程度の試練、乗り越えることが出来ないでどうする！

「にゃぁ！　この人、マオのふともも触ってくるにゃ！　ヤバイにゃ変態にゃ！　はにゃぁぁあぁぁあっ！」

　クララメラが階段を上るにつれ、マオの悲鳴も遠ざかっていく。

　あとで助けに行くからな──と、タクトは誓ちかったが、助ける方法は特に思いつかなかった。

　頑張れマオ！

　君の可愛さは忘れない！
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　十時間で解放すると言ったにもかかわらず、次の日の朝になっても二人は部屋から出てこなかった。

　心配になったタクトが様子を見に行くと、クララメラとマオは抱き合ってスヤスヤ眠っていた。

　しかも部屋にはボードゲームやカードゲームの類いが散乱しており、どうやら普通に仲良く遊んでいたらしい。

　安心したが拍子抜けでもある。

「二人が寝ている間に、マオの服でも買ってくるか。ちょうど今日は、行商旅団が来る日だし」

　タクトは乱れた布団を直してやってから街に出た。

　いつも人で賑にぎわっている商店街だが、今日はほとんど誰もいない。

　それどころか、開いている店そのものが少なかった。

　なぜなら今日は、行商旅団が来る日なのだ。

　ゆえにララスギアの住民も、それどころか周辺の町や村の人々もそちらに集まっている。

　行商旅団は言葉の通り、行商人の集団だ。

　生存領域から生存領域へ。国から国へ。

　渾沌領域を走破して、分断された人類をかろうじて繋げる、流る浪ろうの者たち。

　約一年ほどかけて五つの生存領域を回り、それぞれの特産品を買い集め、次の生存領域で売りさばき、また次の場所へと向かっていく。

　扱う品は、絵画や彫刻などの芸術品。

　書籍全般。武器、防具。

　植物。鉱物資源。

　魔術を使った冷凍庫もあるので、食物も運うん搬ぱんする。

　サーカスの一団、凄腕の占い師なども旅に同行しているから、行商旅団が滞在しているときは、催もよおし物ものも開かれる。

　行商旅団が滞在するのは、いつもララスギアの外がい縁えん部ぶと決まっている。

　なぜなら、彼らの乗り物が巨大すぎて、街中まで入ることが不可能だから。

　それが近づいてくる光景は、なかなかに迫力があった。

　タクトも久しぶりに見たいので、外縁部にある丘へと急ぐ。

　時刻は朝の八時。

　丘の上には既に千人以上の人だかりが出来ていて、物好きな連中が行商旅団の来訪を見物しようと必死になっていた。

　なかには酒盛りをしている集団もいる。完全にお祭り騒さわぎだ。

　だが、タクトも気持ちは分かる。

　実際、十四歳の体でなければ酒盛りに交ざりたいくらいだ。

　タクトがビール瓶を恨うらめしそうに見ていると、どこからか歓声が上がった。

「地鳴りだ！　行商旅団が近いぞ！」

　その言葉どおり、かすかに地面が揺れている。

　そしてドスン、ドスンと規則正しく、草原の向こうから音が近づいてきた。

　巨大な生物の足音──。

　時間の経過とともに足音は大きくなって、ついに地平線から顔が現われた。

「うおぉォォッ！　相変わらずでっけぇぇぇ！」

　浮かび上がる二つの瞳。

　距離が遠すぎて色が減げん衰すいしているが、ウロコの形はここからでもハッキリ見える。

　続けて牙、顎あご、首と上ってきて──ようやく全容が視界に収まった。

　馬鹿げた大きさの、緑色の四足歩行ドラゴンだ。

　東宝特撮の映画から抜け出してきたような相そう貌ぼうであるが、無論、この世界には東宝も円つぶら谷や英えい二じも存在しない。

　これは映画ではなく現実。

　頭から尻尾までの全長が二百メートルに迫せまる巨大怪獣。ギガントドラゴン。

　それが、自分の体と同じくらい大きな『箱』を引きずって、ララスギアに向かって歩いてくる。

　その箱こそが、行商旅団の居住区にして倉庫。

　外壁に施した防御結界によって渾沌領域に耐え、ギガントドラゴンに牽けん引いんさせて世界を旅する集団。

　その外見も、生き様も、箱の中身も、何もかもが『男の子のロマン』を刺激してくる。

　タクトはがらにもなく、ギガントドラゴンの巨体を見上げながらワクワクしてしまった。

　やがてギガントドラゴンは丘の前に辿たどり着つき「どっこいしょ」と言いたげな仕し草ぐさで座り込む。

　これから約十日ほど、ギガントドラゴンはララスギアで休み、樹の特異点ネムス・テラから噴き出すマナを食べて英気を養やしなうのだ。

　そしてお腹一杯になったら、また次の樹の特異点ネムス・テラ付近に行き、食事をする。

　よって、行商旅団の滞在期間も約十日間。

　タクトたちが見ている前で、箱から沢山の人が降りてきた。

　背に荷物を背負った者。

　リアカーを引く者。

　馬車に乗った者。

　そのほとんど全てが商人。




　さあ。露天祭りの始まりだ。
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　カビの繁はん殖しよくを早送りで見ているよう──という表現は少々失礼かもしれないが、本当にそのくらいの速さで彼らは草原に広がり、露店を組み立て始めた。

　椅子と木箱を置き、商品を並べるだけという最も簡かん素そな店は、到着から十分足らずで商売を開始する。

　テントを組んだ店も、場所取りと陳列をいれて一時間で開店だ。

　なんと木製の小屋を組み立て始めた猛も者さもいるが、それだって明日には営業を始めているだろう。

　ララスギアの隣にもう一つ街が出現したような状態だが、行商旅団が来たときはこれが普通なのだ。

　買い物客も慣れたもので、既に商品を物色している。

　タクトもそれに交ざり、古書店を探す。

　が、途中で我に返り、マオの服を買いに来たのだと思い出した。

「うーん……やっぱり古書が見たい。いや、古書店の店員として見ておくべきだろう。マオの服なんていつでも買えるけど、本は一期一会。チャンスを逃したら二度と出会えないかも知れない。マオにはしばらく俺のお下がりでも着せておこう」

　と、タクトは自分でもどうかと思う理論で自己正当化を行ない、せっかく発見した服屋を通り過ぎて古書店を探そうとした。

　そのとき、服屋のテントから、よく知っている少女の声がした。

「あっ、タクトくんだ！」

　テントから出てきたのは、ララスギア魔術学園の制服を着た、銀髪の少女。

　セラナ・ライトランスである。

「奇き遇ぐうですね、セラナさん」

「そうね。私もまさかタクトくんと会うとは思ってなかったわ。タクトくんは何を買いに来たの？」

「えっと、まずは古書を。それから時間があまったら服でも見ようかな、と」

「へぇ……あっ、そうだ。本の代金、残りの五千イエン。今返しちゃうわ」

　セラナはローブの裏ポケットから財布を出し、五千イエン紙幣を差し出してきた。

「いいんですかセラナさん？」

「今日、実家から生活費が振り込まれたばかりだから大丈夫よ！」

「そうですか。まあ、約束だったので受け取ります。けど、月末に苦しくなったりしませんか……？」

「うぅ……節約頑張るわ……とりあえず今日は何も買わないで帰ることにする……」

　セラナは肩を落とし、トボトボと服屋から離れていこうとした。

「けど、セラナさん。セラナさんって、いっつも制服着てますよね。他に服ないんですか？　買った方がいいと思いますよ、流石に」

「え……!?　いや、これはその……制服は二着あるから！　ちゃんとローテーションして洗濯してるから！　臭くさくないでしょ!?」

「まあ、臭くはありませんけど。年頃の女の子としてどうなんですか、それは」

「だって……仕送り少ないし……勉強大変だからバイトする時間もないし……」

　セラナは胸の前で指をからめつつ、モゴモゴと言い訳をした。

　しかし実際のところ、魔術学園に通っていたらバイトする時間などないだろう。

　シンシアのように家が金持ちなら問題ないが、少ない仕送りでやりくりするとなると、必然的に苦学生になってしまう。

　むしろバイトなどをして生活費に余よ裕ゆうを作るということは、勉強をおろそかにしている証明だ。

「仕方がありません。ここで会ったのも何かの縁えんですし。俺が服を買ってあげましょう」

「えっ？　だ、駄目よ！　本の支払いを待ってもらって、パスタ奢おごってもらって、宝石手に入れるの手伝ってもらって、校内トーナメントで命を助けてもらったのに……更に服までタクトくんに依存したら、本当にタクトくんなしじゃ生きていけなくなっちゃう！」

「……言われてみると、セラナさんって俺に頼りっきりですね。いっそ結婚でもしますか？」

　いつか宝石店で言われた冗談。

　それをタクトの口から出してみると、セラナは真まっ赤かになって後ずさった。

「け、けっこ、結婚!?　タクトくんと、そんな、結構なことを……！　ま、まだ私たちには早すぎ……だって出会ってからそんなに経ってないし……！」

「何をうろたえているんですか。冗談ですよ、もう」

「あ……うん、冗談、よね。でも……タクトくんのウェディングドレスかぁ……似合いそうだわ！」

　セラナは目を輝かせ、夢見る乙女の表情になる。

「いやいや。ちょっと待ってください。何で俺がウェディングドレスなんですか？　そこはセラナさんでしょう、普通に考えて。いや、どう考えても」

「私もそりゃ着てみたいけど……絶対タクトくんの方が似合うと思うのよ！」

　なぜかセラナはグッと親指を立てて力説してくる。

　タクトの頭脳では理解できない説だった。

「いい加減にしてください！　俺だって怒るときは怒るんですよ！」

「え、あ、はい、ごめんなさい！　あれ、どうして私、怒られてるのかしら……褒ほめたつもりなのに……」

「それで褒めたつもりになってるのが意味分かりませんよ……それで、セラナさんは買いたい服があるんですか？」

「うん！　あのね、この店に凄く欲しい服があったんだけど、ちょっと高かったから諦あきらめたのよ！」

　そう言ってセラナはテントの中に入っていく。

　タクトがそれを追いかけると、セラナは目当ての服を持って待ち構えていた。

　濃のう紺こんのワンピースに白いエプロン。

　端的に言えばメイド服だ。

「……セラナさん。メイド服が欲しいんですか？」

「うん、欲しい！　タクトくんにとても似合うと思うのよ！」

　かなり言っている意味が分からない。

　セラナはおかしくなってしまったのか？

　それともタクトの耳が変なのか？

「解説をお願いします」

「解説？　そのままの意味だけど……タクトくんに着せたくて買おうと思ったんだけど、一万イエンもするのよ！　でもタクトくん買ってくれるんでしょ？」

「ケンカを売っているんですか？　ええ、買いましょう。表に出てください」

「ふぇ!?　どうして怒ってるの!?　だってこれウェディングドレスじゃないわよ！」

「そういう問題じゃないでしょう」

「そういう問題じゃないんだ……」

　セラナはメイド服とタクトを見比べ、残念そうにため息を吐ついた。

　実に困った人だ。

「そもそも。そのメイド服、サイズが小さすぎるじゃないですか。十歳くらいの子が着るサイズですよ」

「え、そうかな……あ、ほんとだ！　タクトくんって意外と大きいのね！　私、タクトくんって凄く小さくて可愛いってイメージだったから、とにかく小さいの選んだんだけど」

「殴られたいのか」

「ふぁっ？　い、今の地の底から響いたような声はなに!?　タクトくんいつの間に声変わりしたの！」

　タクトがドスを利かせた声で威い嚇かくすると、セラナは涙目になってアタフタする。

　その仕草が可愛いから、かろうじて許すことにしよう。

　だが次はないと思え。

「しかし、そのメイド服は使えそうですね。俺が買います。セラナさんは自分用の服を選んで下さい」

「う、うん……けどタクトくんには小さいんでしょ？　どうするの？」

「実はアジールの手伝いをさせるため、ホムンクルスを買ったんですよ。このくらいの服がピッタリだと思うので」

「へぇ、ホムンクルスかぁ……学園にも何体かいるわよ。売店とか食堂で雑用してる。みんな可愛いのよね。あ、タクトくんには劣おとるけどね！」

「……はぁ。それはもう宣戦布告と判断しますね。じゃ、さようなら」

　いい加減、忍耐の限界を迎えたタクトは、セラナを無視してメイド服の会計をし、店を出て行った。

「あ、あれ？　タクトくん帰っちゃうの!?　私に服を買ってくれるんじゃ……おーい、タクトくーん！」

　セラナの声を背に受けながら、タクトは帰路についた。

　それにしても。

　怒りのあまり、古書店に寄るのを忘れたのは不覚だった。

　明日もう一度来なければ。
















　昨日はマオの服を買ってすぐに帰ってしまったので、今日こそは古書店を巡めぐろう。

　そんな決意を胸に秘ひめ、タクトはリュックを背負い、再び行商旅団の露天市にやって来た。

　珍しい果物や、骨こつ董とう品ひんなども興味深いが、何はともあれ書籍が最優先である。

　なにせ行商旅団は十日前後しか滞たい在ざいせず、次に来るのは一年後。

　本と人の出会いは一期一会だから、この期を逃のがせば一生会えない本もあるかもしれない。

　死にもの狂いで古書を漁あさる。

　それが魔導書だろうと一般書だろうと関係ない。

　タクトは『本』という存在が好きなのだ。
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　さて。まずは一軒目。

　飛び込んだ店は、木製の仮設小屋。広さは八畳間くらい。

　薄暗い店内の奥には、七十歳ほどの老人が置物のように座っていた。

　タクトの他に客はなく、そしてタクトが入店しても老人は声をかけてこない。

　それどころか視線すら向けず、老人は俯うつむいている。寝ているのだろうか。まさか本当に置物ということはあるまい。

　もっとも、古書店に丁てい寧ねいな接客など微み塵じんも求めていないので、むしろ気楽でいいとすら思える。

　タクトは好きなだけ物色することにした。

　──ここは……美術書を専門に扱っているのか。

　大昔に銅版印刷や木版印刷で刷すられた本は、流石さすがに高い。数十万イエンが当たり前だ。

　もともとタクトは、それほど美術に精せい通つうしているわけではないし、こちらの世界の芸術家となれば、何も知らないに等しい。

　それでも絵を眺ながめるのは好きだし、単純に色のついた本というだけで楽しめる。見ているだけで心が躍る。

　最近発明された輪りん転てん印刷機で安価に大量に刷られた本は、もう少し価格が落ちる。しかし、そこに載のっている絵画の格まで下がるわけではない。

　むしろ印刷の質は上がっている。なのに安いのだから、物の価値とはまこと不思議なものだ。

「この画家……いいな。うん。歌うた川がわ国くに芳よしっぽくて格好いい絵だ。新しい本だから安いし」

　最後のページを見ると、鉛えん筆ぴつで『一万イエン』と書かれている。渾こん沌とん領りよう域いきを越えてきたにしては、驚くほど安い。一桁間違っているのではないかと心配になってしまう。

　前書きを読むと、どうやらルメゼニア王国の画家で、この本自体もそこで印刷されたらしい。

　ルメゼニア王国といえば、トゥサラガ王国の隣となりの生存領域。

　行商旅団は必ず、ルメゼニア王国を通ってからトゥサラガ王国にやって来る。

　あの置物のような店主がそこで仕入れ、ここまで運んできてくれたというわけだ。

「すいません。この本をください」

　カウンターまで持っていくと、老人はゆっくりとした仕草で顔を上げ、のんびりした声を出す。

「ああ……それは……一万イエン……だったかな……」

　どうやら本当に一万イエンのようだ。ありがたい。

　タクトは一万イエン紙し幣へいを出し、買った本をリュックに入れる。
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　次に向かったのは大きなテントだった。

　さっきの美術古書店のゆうに五十倍の広さを誇ほこり、人の出入りも激しい。しかも、どうしたわけか全員が興奮している。

　サーカスでもやっているのか、という雰ふん囲い気きだった。

　きっと素晴らしい本があるに違いないと、タクトも鼻息を荒くして飛び込んだ。

　すると、まず目に飛び込んできたのは、立派な裸ら婦ふの絵だった。

　何が立派かといえば、全て。

　額がく縁ぶちも、大きさも、出で来き映ばえも、そして描かれている裸婦の体も凄い。

　店の目玉商品らしく、額縁の下には五百万イエンと強気の価格が書かれていた。

　タクトはいつの間にか立ち止まり、裸婦に見とれていた。

　そんな自分に気が付き、頰ほおをパンと叩いて正気に戻る。

　そして店を見回し、ここがどんな場所か、ようやく悟さとる。

　他にも裸婦絵画が並び、立体物もあった。

　本棚にあるのは、主に官能小説の文庫。

　それからハードカバーの巨大な本もあり、タイトルを見れば──

『世界変態事典』『王室の桃色話』『痴ち女じよの飼い方』『歴史の裏のボーイズラブ』『ガーターベルト大全・改正版』『戦争の原因になったスカートの奥』『少女の優しい縛しばり方』

　などなど、見ただけで〝えっちな本〟だと分かるものばかりだった。

　どおりで皆、目を血走らせているわけだ。

　それに、ほぼ男性客しかいない。

　もの凄いところに迷い込んでしまった──と思いつつ、タクトは出て行かず「うわぁ」と声を上げながら広い店内を見て回る。

　やがて辿たどり着ついたのは、自費出版物と書かれたコーナーだ。

　どれもこれも薄い本ばかり。

　つまりは、同人誌。

　ペラペラめくると、デフォルメされた絵に吹き出しがつき、いかがわしい行為が描かれていた。

「この世界にもエロ同人漫画ってあったんだ……知らなかった……」

　初めのうちは周まわりの目を気にして、パラパラめくっては元の位置に戻すということを繰り返していたタクトだが、いつの間にやら夢中になって読み始めてしまった。

　というのも、セラナによく似た巨乳少女が出てきたからだ。

　よし、買おう──と決意した、そのとき。

「おや？　おやおや!?　タクトくんではないか！」

　聞き覚えのある女性の声が真横から聞こえる。

　慌ててエロ同人を棚に戻してから振り向くと、そこには黒ずくめの女性がいた。

　黒い三角帽子に、黒いローブ。いつもアジールに配達に来てくれるエミリー・エイミスだ。

「エ、エエエ、エミリーさん！　どうしてここに!?」

「どうして？　はは、これは妙なことを言うんだなタクトくん。えっちな本あるところに私がいるのは当然だろう。むしろ、君こそ何をしているのかなぁ？」

　エミリーはタクトに顔を近づけ、ニタニタと笑う。

　まずい。これは実にまずい。

　何とかして誤魔化さないと。

「えっちなことには興味なさそうな顔をしていながら……そうかそうか。タクトくんもやはり、えっちなのか。いやぁ良かった。実のところ心配していたんだよ。なにせタクトくんはもう十四歳だからね。けれど、もう安心だ。さあ、好きな本を買いたまえ。クララメラ様には黙だまっていてあげよう！」

「買いませんよ、何を言っているんですか。たまたま迷い込んだだけですから。こんな本には興味がありません。ええ、これっぽっちも」

　タクトは後ろ髪を引かれるような思いをしながらも、足早に歩き始めた。

　とにかく、この店を出よう。

　もともと出来心だったのだ。

　タクトが求めている本は、このようなジャンルではない──。

「君は本当にそれでいいのか、タクトくん！」

　背中にエミリーの声が突き刺さった。なぜか足が止まってしまう。

　どうして？　何がそうさせる？

「本と人の出会いは一期一会。君はいつもそう言っていたじゃないか。まして同人誌となれば、そのほとんどは百部も刷らない。一度機会を逃してしまえば、再度見つけるのは不可能と言ってもいい。ある意味、オリハルコンよりも貴重なんだ。それなのに君はさっきの本を見捨てるのかい？　手にとって……気に入ったんだろう？　それでも君は本の蒐しゆう集しゆう家かなのか！　えっちな本は集めるに値あたいしないと？　ジャンルで本を差別するなんて、見み損そこなったよタクトくん！」

　それはハンマーで殴られたような衝撃だった。

　言っていることは滅茶苦茶なはずなのに、どうしてだろう。

　一言一言が心に響く。

　きっとそれは、エミリーがタクトの本心を代だい弁べんしてくれているからだ。

　そうだ。タクトはさっきのエロ同人誌が欲しかったのだ。

「ありがとうございます、エミリーさん。俺はもう少しで、一生後悔するところでした。けれど、もう大丈夫です。俺はこの本を買います！」

　タクトは晴れやかな心で本棚に戻り、セラナ似の巨乳少女が出てくるエロ同人誌を手に取った。

　その瞬間、不思議なほど手に馴な染じんだ。

　きっと、この本はタクトに買われる運命だったのだ。

「偉いぞタクトくん！　それでこそ男だ！」

　エミリーは我が事のように喜び、そして手を叩いてくれた。

　すると、どうしたことだろう。

　周りにいたお客さんまでもがタクトを取り囲み、拍はく手しゆ喝かつ采さいが巻き起こる。

「いいぞ少年！　頑張れよ！」

「大人への第一歩だ！」

　えっちな本を愛する心が一つになり、ここに絆きずなを生み出す。

　これぞ奇跡。

　タクトは生まれて初めてエロ同人誌を買う勇気を手に入れた。

「ありがとうございます……ありがとうございます！」

　涙を流し、エロ同人誌を手に持ち、レジへと持っていく。

　ところが、である。

「申し訳ありません。この本は十八歳未満には……」

　店員の短いその言葉によってタクトの心が打うち砕くだかれた。

　皆の声援を背に受けてここまでやって来たというのに、全ては無む駄だだったのか。

　この世は何と不条理に満ち満ちているのだろう。

　悲しい。勇者と魔王の力を合わせ持っていても、エロ同人誌一つ買うことができない自分が悲しい。

「う、うぅ……」

　タクトは嗚お咽えつした。それはかつて地球で両親を魔族に殺されて以来の涙だった。

　襲いかかる無力感。

　敵は強大。

　打つ手なし。

　絶望が目の前に広がる。

「待ちたまえ、タクトくん！　諦あきらめるのはまだ早い！　その本は私が買おう！」

　タクトが全てをなげうとうとしたとき、不意に。

　エミリーがレジカウンターの上に千イエン紙幣を叩き付けた。

「さあ、どうだ店員さん。私は成人だぞ。何も問題はない。そして、私がこの本を買ったあとに誰にプレゼントしようがな！」

「は、はい……」

　その迫力に怯ひるんだ店員は、エロ同人誌を売ってしまう。

　明らかに脱法。

　まだ子供であるタクトに、十八歳未満禁止の本を、間接的にではあるが売ってしまったのだ。

　しかし、もうどうにもならない。

　誰にも流れは止められない。

　エミリーはエロ同人誌が入った紙袋を受け取ると、即座に、これ見よがしにタクトへと突きだした。

「さあ、受け取るんだタクトくん！　お代は結構だ。お姉さんからの餞せん別べつと思いたまえ！」

「ありがとうございますエミリーさん。このご恩は一生忘れません」

「はは、いいんだいいんだ。さて、せっかくえっちな本を買ったのだから。帰ってお姉さんと実践しようではないか」

「いえ。それは結構です。俺は忙しいので。では」

「え、ええ!?　ああ、待ってくれタクトくん！」

　エミリーは手を伸ばしてくるが、タクトは店の外に飛び出し、ロケットの如ごとく飛び立った。エミリーでは絶対に追いつけない速度である。

　何やら彼女は恨うらみ言ごとを叫んでいるようだが、もう聞こえない。

　タクトは雲の上まで上昇してから降下して、何食わぬ顔で市場に戻った。

　えっちな本もいいが、真面目な本も探さなくては──。
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　エミリーと鉢合わせしないよう、露天市の反対側を歩いていると、今度は銀髪の少女に見つかってしまった。

「あ、タクトくんだ！」

「はいはい、セラナさん。なんか最近、どこに行っても出会いますね。今日も出てくるだろうと思ってましたよ。やれやれ」

「え、何その反応。人のこと虫みたいに言わないでよ！」

　セラナは、むーっと唇くちびるを尖とがらせた。そういう仕し草ぐさが可愛いから虐いじめたくなるのだ。

　つまり全面的にセラナが悪いわけであり、タクトはむしろ被害者といえる。

「ところでタクトくんは、そんなに大きなリュックサックを背せ負おってどうしたの？」

「それはもちろん、本を買いに来たんですよ。行商旅団は貴重な本を運んでくれますからね」

「へぇ。ちなみに、どんな本を買ったの？」

　セラナは何気ない口調で尋ねてきた。

　しかしタクトはそれに即答できない。

　別に悪いことをしたわけでも、誰かに迷惑をかけたのでもないのだが、それでも後ろめたい気持ちになってしまう。

　言葉を詰つまらせるタクトを見て、セラナは不思議そうに首をかしげる。

　これ以上黙だまっていると、かえって不ふ審しんに思われる。

　何でもいいから適当に言っておこう。

「び、美術書ですよ。ルメゼニア王国の貴重な本です」

　噓ではない。

　実際に買ったのだから、胸を張って答える。

「美術書かぁ……タクトくん教養ありそうだもんね。それにひきかえ……ほら、運送屋のエミリーさんっているでしょ。あの人、えっちな本屋さんにニヤニヤしながら入っていくのを見たわよ。美人なのにあんなことばっかりしてるから恋人できないのよ」

「そ、そうですか。困ったものですね、はは」

　タクトは他ひ人と事ごとのように作り笑いをする。

　まともな相手ならそれが不自然だと察さつするだろうが、セラナの洞どう察さつ力りよくは壊滅しているので、一緒になって笑ってくれた。

「かくいうセラナさんは、文無しなのに何をしているんです？　ひやかしも程々にしてくださいよ。行商旅団がヘソを曲げて『もうトゥサラガ王国に行かない』とか言い出したら大問題です」

「私にそんな影響力ないから！　まあ、ひやかしなのは確かなんだけど。えへへ」

　セラナは舌をぺろりと出して後頭部をポリポリかく。

　それにしても万年金欠の人間が、こんな物欲渦巻く空間を歩いていて、耐たえられるのだろうか。

　もしタクトが無一文でここを歩いたら、半時間もせずにおかしくなってしまう。

　ああ、なんと可か哀わい想そうなセラナ。

　欲しい本も欲しい服も買えず、ウィンドウショッピングで暇ひまを潰つぶしているなんて。

　せめて、美お味いしい物くらいは食べさせてやりたい。

「セラナさん。お腹なか空すいてませんか？」

「え？　私はいつもお腹ペコペコだけど？」

「そんな恵まれないセラナさんに何か奢ってあげますよ。何でもいいからリクエストしてください」

「本当!?　さっき見つけた屋台で、なんか美味しそうなのが売ってたの。あれがいいわ！」

　セラナはそう言って、タクトの腕を引っ張り走り始める。

　そして辿り着いた屋台の上には、タコのイラストが描かれた看板があった。

　店主であるオジサンは、熱せられた鉄板のくぼみに小麦粉ベースの液体を流し込み、そこにタコの切きれ端はしを混ぜて焼いている。

　完成したものは十個ごとに分けられ、紙の容器にいれて販売されていた。

　上にかかった青ノリとカツオブシ、そしてソースとマヨネーズが大変美味しそうだ。

　つまり、言うまでもなく、タコ焼きである。

「ね、ね！　美味しそうでしょ！　あんな料理、見たことないわ！　絶対に美味しいに決まってるんだから！」

「まあ、美味しいでしょうね。オジサン、二パックください」

「あいよ。二つで千イエンだ」

　実に良心的な価格だ。

　トゥサラガ王国の人々にとってタコ焼きは珍しいのだから、もう少し高額でも売れると思うのだが。

　しかし、せっかく安く売ってくれているのに、もっと高くしろと文句を付けるほど、タクトはひねくれていない。

　ありがたく千イエンを出し、セラナと二人で広場に向かう。

　行商旅団の市場は、今のタコ焼きをはじめとして、食べ物屋も多い。そこで買ったものを食べるため、あちこちに広場が設けられているのだ。

　とはいっても、草原の上にベンチを設置しただけの簡素なものである。

　だがそれでも、行商旅団が運んでくる珍しい食べ物さえあれば、どんな場所でもオアシスになってしまう。

　広場にはタクトたち以外にも、友達同士やカップルと思われる人々が、幸せそうな顔で座っていた。

「タクトくん、あのベンチ空あいてるわよ」

「ですね。あれにしましょう」

　すると、セラナが素早い動きで場所を確保してくれた。そんなに急がなくても取られたりはしないと思うのだが。

「ほらほらタクトくん」

　セラナは自分の隣をポンポン叩く。

「はいはい」

　タクトは苦笑しつつ、彼女のご要望通り隣に座った。

　そしてタコ焼きに串を刺して、パクリと一口。

　出来たてほやほやのそれは、外側がパリッと仕上がり、中身はトロトロ。

　大きめに切られたタコの足が、コリコリとした食感を伝えてくる。

　うむ。美味しい。地球で食べたタコ焼きよりも美味しいかも知れない。

　タクトがそう感心していると、隣の銀髪少女は大げさな歓声を上げていた。

「ふぉぉぉ！　何これ何これっ!?　タコさんが口の中でマヨネーズとソースと混じり合って青ノリががががが」

「落ち着いてください。どうしてタコ焼きで白目になるんです。セラナさんのだけ怪あやしい薬でも入ってたんですか？」

「えぇ、だってだって！　こんなに美味しいものがこの世にあったなんて！　ああ、ほら。美味しさのあまり、カツオブシが踊ってるわ！」

「それは上昇気流ですよ」

「もう！　どうしてタクトくんはそんなに冷静なの。感動しないの!?」

「いや、俺は前にもタコ焼き食べたことあるので」

「あ、そうなんだ。ズルイ！」

　なにが？

「はぁ……あっという間に食べちゃった。それにしてもタクトくん。ここって……随ずい分ぶんとカップルが多いのね」

「そうですね。カップルだけじゃありませんけど」

　年に一度しか来ない行商旅団だ。見ているだけで楽しいし、こうして飲み食いも出来る。しかも異国から運ばれてきたオルゴールや食器などの小物も数多く売っている。

　おまけにサーカスの一団も来ていた。

　デートスポットとしては文句なしに一級品といえるだろう。

「わ、私たちも、他の人から見たら……カ、カップルに見えたりするのかしら!?」

「え？」

　セラナが急に妙みようなことを言うので、タクトは虚きよを突つかれ固かたまってしまう。

　カップルに見える、だと？

　確かに男女二人でベンチに腰こし掛かけ、一緒にタコ焼きを食べている光景は、客観的にそう見えなくもない。だが、そのくらい友達同士でもありえるだろう。必ずしもカップルとは限らない。

　もっとも、セラナのような美少女と恋人だと思われるのは光栄で、とても嬉しい。むしろ実際にそうなってくれれば、とすら思ってしまう。

「セラナさんは……もし俺たちがカップルだと思われたら、どうですか……？」

「どう、って……」

　セラナは視線を落とし、スカートをギュッと握りしめ、太ふと股ももをもじもじさせる。

　そしてタコみたいに真っ赤になり、普段の元気な様子からは考えられないほど小さな声で呟く。

「そりゃ、う、嬉しい、けど……」

　タクトの鼓こ膜まくを微かすかに震わせたそれは、声量とは裏腹に、心臓をドクンと跳ねさせた。

　タクトとカップルと思われたら、嬉しい。

　それは、つまり。セラナはタクトのことが好き、と思っていいのだろうか。

　いや、待て。早まるな。

　こいつは俺のことを絶対に好きだろう──と思ってアタックしたら、実は勘かん違ちがいだった──なんてよく聞く話。

　そう、これは罠わなかも知れない。

　セラナがタクトを罠にかけて何の得があるのか分からないが、世界はときたま信じられないような不条理が起きるのだ。

　などと考えていると、タクトまでモジモジしたくなってしまう。

　これは困こまった。非常に気まずい。

　そうやって、ベンチで二人が固まっていると。

「あら。見て見て、あなた。あそこに座っている姉弟、すごく可愛いわ。仲も良さそうだし……私たちの子も、あんな風に育つといいわね」

「そうだね。きっと、もっと可愛い子が生まれるよ」

　通りかかった若い妊婦と、その夫と思われる男が、タクトたちを見て微笑みながら歩いて行った。

「……セラナさん。俺たち、どうやらカップルではなく、姉弟に見えるらしいですよ」

「あっそう……ふーん……」

　セラナは冷めた声を出し、タクトをジィィと見つめる。それから大きなため息を吐き、タクトの頭を撫で始めた。

「そうだよね、タクトくん、こんなに小さいもんね」

「人の頭を撫でないでください。今に大きくなりますから」

「えぇ!?　駄だ目めよ、タクトくんは大きくなっちゃ駄目！　今のままが一番いいから！」

　そう叫び、セラナはタクトを抱きしめた。

　むぎゅぎゅ、と顔面が胸に押しつけられる。

　これは素晴らしい。身長差があるからこそ、自然にこうなる。

　なるほど、大きくなってはいけないらしい。
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　午後の授業はサボれないから、と言い残し、セラナは学園に帰っていった。

　その後ろ姿を名残惜しく見送ってから、タクトは更に三軒の古本屋を回り、異国の文庫本三冊と、魔導書五冊を手に入れた。

　そしてタコ焼きを三パック追加で購入し、帰路につく。

　森を抜け、アジールの庭に辿り着くと、なにやら「にゃーにゃー」と威い勢せいのいい鳴き声が聞こえてきた。

　見れば木に吊つるしたハンモックの前で、マオが耳と尻尾の毛を逆立てている。

　また珍しいことに、クララメラも庭にいた。起きている時間よりも寝ている時間の方が長いという真性のぐーたらなのに。

「店長、店長。何事ですか？　マオはなにを威い嚇かくしているんです？」

「あら、タクト。お帰りなさい。いえ、実はね。マオのお昼寝用にハンモックを出してあげたんだけど」

「問題でも？」

「マオが寝転がろうとしたら、クワガタが飛んできて、占せん領りようしちゃったのよ」

　クララメラは頰に手を当て、楽しそうに語る。

「はあ？　クワガタ？」

　どういうことだろうかと思い、ハンモックを覗き込むと、なるほど。

　たしかにオオクワガタがいた。

　漆しつ黒こくの外がい骨こつ格かくに、巨大な顎あご。体は小さいながらも戦車の如ごとき存在感だ。

　それが網の上で体を起こし、顎を大きく広げて、マオと対たい峙じしている。

　一方のマオは、両手でカマキリのポーズを取り対抗。いわゆる蟷とう螂ろう拳けんだ。

「にゃーっ！　このハンモックは私のにゃ！　クワガタは大人しく樹液でもすすってるのがお似合いにゃん！」

　マオはジリジリと距離をつめていく。

　間合いに入ったところで静止。

　互いに睨み合い、一歩も動かない。

　傍目からは分からなくても、意識の中で戦っているのだろう。

　そしてそよ風が吹き抜けた刹せつ那な──蟷螂拳の斬撃がクワガタに襲いかかる。

　にゃんと擬音が聞こえそうな程ゆるやかな一撃。

　オオクワガタに直撃する瞬間、巨大な顎が動く。

　黒光りする刀剣のような左右の顎で、マオの指を挟はさみ込んだ。

「はにゃぁぁぁん！　痛いにゃあああああああっ！」

　哀れ、マオは悲鳴を上げて、挟まれた指を振り回しながらその辺を駆け回る。

　しかし、それでもクワガタは指を離さず、食らい付いたままだ。

「千ち切ぎれるにゃ、マオの指が千切れちゃうにゃぁぁん！」

　いくらなんでも大げさだ。だが本人にとっては切実のようで、本気で涙を流しながらジタバタ暴れる。

　すると流石のオオクワガタも遠心力に耐えられなくなったらしく、指から離れていく。これで一安心か、と思ったのも束つかの間ま。

　羽を広げて飛行し、今度はマオの鼻を挟んだではないか。

「ぎゃにゃぁぁぁぁぁぁ！　取ってにゃ、取ってにゃああん！」

　マオは大粒の涙をこぼしながら、タクトの前に走ってきて泣き叫ぶ。

　面白すぎて笑いをこらえるのが大変であるが、マオにとっては一大事なのだ。

　素直にクワガタを引っ張り、鼻から外してやる。するとクワガタは、バタバタ羽ばたいて、森の奥へと飛んで行ってしまった。

「はにゃにゃ……痛かったにゃ……血、出てないかにゃ？」

「大丈夫、出てないよ。ちょっと赤くなってるけど」

「にゃー」

　マオは手で鼻をさすり、無傷であることを確認する。

「ふふ。マオはクワガタさんに負けちゃったわね」

　勝敗を見届けたクララメラは、微笑みながら猫耳幼女の頭を撫でる。

「くやしいにゃぁ、次は負けないように頑張るにゃん！」

　マオは涙を拭ぬぐって、空に拳を突き上げ、再戦の誓いをする。

　しかしタクトの常識だとクワガタに負ける方が大変なので、どう頑張るつもりなのか気になるところだ。

「ところでタクト。その手に持っている紙袋はなーに？」

「ああ。これは三人分のタコ焼きです。皆で食べようと思って」

　そう答えると、女神の顔が輝いた。

「まあ、タコ焼き！　何十年も前に食べたことがあるけど、美味しいのよねぇ」

「にゃぁ？　食べ物なのかにゃ？」

「そうだよ。地球にもタコ焼きはあったんだけど……魔王の知識にタコ焼きがないのは無理もないか」

　マオは紙袋に顔を近づけ、クンクンと嗅ぐ。












　次の瞬間、クワガタに指を挟まれたときに匹ひつ敵てきする歓声を森に響かせた。

「こ、こんな香ばしい匂いは初めてにゃ！　誇こ張ちよう抜きに人生初にゃ！」

「まあ……君の人生は一昨日おととい始まったばかりだし、そりゃあね」

　どうやらクワガタにやられた痛みを忘れてしまったらしく、マオはタコ焼きに興奮してピョンピョン飛び跳ねる。

「早く食べるにゃ。マオは餓が死ししてしまうにゃ！」

「今け朝さ、クロワッサンを食べたじゃないか」

「細かいことはどうでもいいにゃー」

　と言って、マオはアジールへと走っていく。

「もう。マオは本当に可愛いわねぇ。私たちも行きましょう。今日は私がお茶を淹いれてあげるから」

「分かりました。俺も食べたいですし。なにより、タコ焼きを食べて喜ぶマオの反応が見たいです」

「同感。あの子を見ていると、退たい屈くつせずに済みそうね」




　木漏れ日が影模様を描くアジールの庭を、勇者と女神が、猫耳魔王を追いかけて歩いて行く。

　そんな、六月初頭の昼下がり。

　こんなに幸せでいいのかな、なんて、ふと思いながら、タクトは空を仰いだ。

　だが、もちろん。これはほんの一休み。

　タクトは次じ元げん回かい廊ろうを開くため、マオに魔王の魂たましいを入れたのだ。

　今はこうして暇ひまであるが、彼女が記憶を取り戻せば、きっと忙いそがしくなるだろう。

　もっとも何が起きようと、タクトは鼻歌交まじりに乗り切るつもりでいる。

　つまり、アジールののんびりした空気は、これからも変わらないということだ。









　　　あとがき






　はじめまして。年ねん中じゆう麦むぎ茶ちや太た郎ろうと申します！

　この作品は『小説家になろう』というサイトで連載してるＷＥＢ小説でした。それがありがたいことにファミ通文庫様の目にとまり、こうして書籍化することになりました。

　こうして──などと言いつつ、このあとがきを書いている時点では、まだ私の手元に本はないんですね。

　なので実のところ、本当に本になるのかと半はん信しん半はん疑ぎです。

　だって、自分の書いた小説が本になって全国の書店に並ぶなんて……有あり得えないでしょう普通！

　書籍化の打だ診しんを頂いただいたときは嬉しさのあまり小こ躍おどりをし、祝杯だとビールを飲みまくりました。

　しかし一夜明け、冷静になって考えて、喜ぶのはまだ早いと思い直しました。

　周りの人からも「詐さ欺ぎに違いない」「きっと壺つぼを売りつけられるぞ」と言われる始し末まつ。

　真実を見み極きわめるため、私はガストでファミ通文庫の編集を名乗る方と直接対決に望みました。

　出で会あい頭がしらに威い圧あつして闘気を叩き付ければ、負けることはありません！

「はじめまして、ファミ通文庫の編集です」

「はわわわわ、ぼくの名前は年中麦茶太郎です、はわわわわ」

　何ということでしょう。プロの編集のオーラに、私は早くもピンチです。

　そのあと何を言われても「はい」としか返せないイエスマンと化しました。

　そして話はイラストレーターを誰だれにするかという段階に。

「夕ゆう薙なぎさんなんてどうでしょうか？」

　編集さんはそう切り出しました。

「え？　夕薙さんって、ＰＣゲームのシルヴァリオ・ヴェンデッタとかの原画を描いている夕薙さんですか？」

「その夕薙さんです」

「鬼才・高濱亮さんがシナリオライターを務つとめ、ＰＳヴィータに移植される予定のシルヴァリオ・ヴェンデッタの夕薙さんですか!?」

　私はさりげなくステマをしながら尋たずねます。

「その夕薙さんで間違いありません」

　その瞬間、勘かんのいい私はピーンと来ました。

　ああ、これは詐欺だな、と。

　だって夕薙さんが私ごときと一緒に仕事してくれるなんて、そんな幸せなことは有り得ないでしょう。

　もしそんな幸福なことが起きたら、私は死んでしまいますよ。

　やれやれ、早い段階で気付くことが出来てよかったよかった。

　壺を売りつけようとしたって無む駄だだぞ！

　と、鼻息を荒くしている私のところに、夕薙さんの描いた美しいイラストの数々が送信され、幸福ゲージが振り切り、無事に死亡でございます。

　現在、アンデットと化して書籍化作業をしておりますが、いつまでのこの肉体は保もつのでしょうか。今は冬なので大丈夫ですが……春になる前に新しい肉体を探さないと腐くさってしまいますね。困ったなぁ。
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